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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「……アツはナツいね！」

　背後からいきなり抱き締められそんなベタなフレーズを投げかけられても、そしてそれを口にしたのが冗じよう談だんとはまったく縁えんがないキャラであるはずの恕じよ宇うだと気づいても、みゆきは腰を抜かして取り乱したりはしなかった。

　落ち着いて、こう答えただけだった。

「えーと、ナウはアツいね？」

　みゆきは反応が遅いなぁ、なんて言いながら、顔を見せずにすたこら去っていく恕宇。だがみゆきは、恕宇が小さくガッツポーズを作ったのを見逃さない。

　思わず、口もとに斜めをつくる。

　アツはナツいね、というのは、今いま現在大城跡ゆめあと小学校四学年で流は行やっている『二つ』のうちの一つである。友だち同士で、「アツはナツいね！」「ナウはアツいよ！」と言い合う、というのがなぜか流行しているらしい。なぜそんなベタなフレーズが流行っているのかこそ知らないが、みゆきは先週の『奉ほう仕しの日』でその情報を入手していた。そして恕宇がここのところ隠かくれてこっそり「アツはナツいね！」「ナウはアツいね！」と練習しているのも聞いていた。そして今日、みゆきに試したところを見ると、どうやらいよいよクラスメイトに試してみるつもりらしい。

[image: ]

　クラス、メイト。

　みゆきは微笑ほほえみを浮かべ、思った。

　恕じよ宇うさまは、変わった。

　むやみに癇かん癪しやくを起こしたり、意味もなく他人を傷つけたりしなくなった。……わがままで冷血、残ざん酷こくな部分は相変わらずだが（『祓はらえ』のときの恕宇を見ていると、いまだに怖くてたまらなくなる）、それでも随ずい分ぶん優しくなった。……それはきっと、友だちのお陰だろうなぁ、とみゆきは思う。過去三年間、恕宇に友だちはいなかった。でも今はいる。そして恕宇は変わった。なら、友だち以外の原因など考えられない、そうだろう？

　……でもあの恕宇に、友だちができるなんて。

　相手はよっぽどできた子なんだろう、なんて想像してみる。……それとも？　考えたくはないことだが、向こうは恕宇を友だちと思ってくれているのだろうか。たんに権力者の恕宇の機き嫌げんを取っているだけじゃないだろうか……いやいや、と首を振る。そんなうわべの付き合いで恕宇さまがあんなに変わるわけがない。だいたい、見けん鬼きをだますのは不可能なのだ。きっと本当にいい友だちに違いない──

　恕宇が誰かと「アツはナツいね！」「ナウはアツいよ！」と言い合う情じよう景けいを想像し、みゆきは思わず吹き出した。

　ああ、かわいいなぁ。

　見てみたいなぁ……

　……しかしまた妙なものが流は行やっているなぁ。

　……でもまだましか、とみゆきは今いま四年生、いや大城跡ゆめあと全体で話題になっているもう一つについて思う。それは、とある男性の失しつ踪そう事件だった。しかも状況から見るに、その男性はすでに死んでいるっぽい。平和な大城跡でそんな事件が起きるなんて──と、今は大城跡小学校第四学年に限らず、どこでもその話題でもちきりなのだが──

　恕宇さまは何を考えているのだろう、とみゆきはため息をついた。

「アツはナツいね！」に興味を持つのはまだ分かる（なぜ流行ってるかは分からないが）。だが、見鬼であり世俗に興味を持たない恕宇が、どうしてそんな事件に興味を持っているのだろう。どうもその事件の関係者──具体的にはその失踪した男の娘が恕宇と同じ四学年にいるらしいのだが、なぜか恕宇は、やけにその事件と『彼女』に興味を示しているのである。無む玄げんに、依頼があるまではかかわるなと言われて不ふ機嫌になるくらいに──

「アツはナツいね！」「ナウはアツいよ！」なんて言い合っているぐらいならいいのだが、なんでそんな事件なんかに──

　──何事もなければいいけどなぁ。

　ため息をつき、みゆきは布ふ団とん叩たたきに戻った。

　パンパン叩たたく。

　パンパンパン。

　叩けば埃ほこりは出るものだ。




　　　２




　朝、

「ナツはアツいねッ！」いきなり呼びかけられ、

「ナウファアッツ！」冬ふゆ月つき日ひ奈なは声をつまらせた。

　うぅ、と恕じよ宇うをにらんで言う。

「……まさか小鳥遊たかなしさんにまで不ふ意い打たれるなんて。しかも引っ掛け？」

「……はっはっは。ヒッカカッタナどあほうめ」なぜか顔を赤くして、席に着く恕宇。

「ゆあーん」と『ヘンナ生物』。

　恕宇はいつものように頭に『ヘンナ生物』を乗せた二ふた葉ば亭てい由ゆ真まを見、ついで周囲を見渡した。

　……いつも由真のしっぽになっている（あるいはその逆かもしれない）例の片割れの姿がない。

　尋たずねる。

「……あれ？　新にい見みはどうした？」

「隣のクラスに行ってる」遠い目になる由真。「……どうなったかなぁ」

「……？　どうなってって？」怪け訝げんな表情を浮かべる恕宇に、

「どうなってと言えば」日奈が尋たずねた。「あのさ、小鳥遊さんってぶどうやってる？」

　……ぶどうなってる？

「なんで神う社ちが葡萄ぶどうを育てなならんのだ」

「だって、このチラシ……」

　差し出されたチラシには、袴はかまを着てりりしく構えた（ちなみにこれは撮さつ影えい用、実際の新あら鷹たか流には構えはない）みゆきの姿と一緒に『あなたも神しん道とう新鷹流で、ケガレと痴ち漢かんを退たい散さんだ！』なんて文もん句くが謳うたわれている。

　無む玄げんが作った、練習生勧かん誘ゆう用の広告。

　つまり──

「……ああ。武ぶ道どうね、どうつながりね」もうこののんびりした太ふと眉まゆの少女の思し考こうにも大分慣なれた恕宇だった。「もちろん。神道新鷹流は、正しくは武道だからな。……なんで？」

「知ってる？　ここら辺りで姓せいに『タカ』がつく人は、かつて日ひ炉ろ理り坂ざかに攻め入った朝ちよう廷てい軍の武ぶ人じんの子し孫そんなんだって」得意げに言ってくる（ように恕宇には見える）日奈に、

「知ってるさ」恕宇は即そく答とうした。「だから大城跡ゆめあとにはタカ姓が多く、そしてタカ姓の人間はたいてい武術にかかわっている。逆に、和わ歌か丘おかには『カモ』姓が多くて、彼らは朝ちよう廷ていの文ぶん人じんの子し孫そんだそうだ」

「へぇ！」日ひ奈なは目をきらきらさせた。「そうなんだ。そっちは知らなかったよ」

　続ける恕じよ宇う。

「彼らは一度は日ひ炉ろ理り坂ざかに攻め入ったが、撃げき退たいされ、そこで調ちよう停ていを結んだ。和わ睦ぼくは成立し、朝廷軍は撤てつ退たいしたが、主おもだった者は残り、そこに住み着いた。──舞まい原ばる家を外から守り、同時に舞原家から外を守るために。……その子孫がタカ姓であり、カモ姓の人間だって言い伝えられている。

　……まぁ言い伝えだし、今いま頃ごろそんな血、残っていないだろうけどな」

　日奈はまじまじと、恕じよ宇うを見た。

「……小鳥遊たかなしさんって、歴史に詳しいの？」

　日奈の問いに、まぁこのへんの土地の歴史はな、と鷹おう揚ようにうなずいてみせる恕宇。……うそではない。勉強を始めたのはつい最近だが、それでもそこらへんのガキどもよりははるかに詳しいはずだ。

　日奈を見る。

　案あんの定じよう、歴史好きの日奈が食いついてくる。

「じゃあ小鳥遊さん、日炉理坂の歴史とか、伝説とかも知ってる？」

「……まぁ、巫み女この常識程てい度どには、な」

「すごいなぁ。……ね、そういうのって、どこで調べるの？　……あたしね、郷土の歴史に興味あるんだけど、……日炉理坂の図書館って、そういうのは許きよ可か取らないと閲えつ覧らんはできないんだよ」

「ああ、聞いたことある。明めい治じ大たい正しようのごたごたがまだ尾を引いているとか……だがうちの蔵くら──『奥おくの院いん』は、そんなの関係ないからな。……下へ手たな図書館よりずっと、資料もそろっているし」恕宇の言葉に、

「……いいなぁ」本当にうらやましそうな表情を浮かべる日奈。

　恕宇を見て、言う。

「……ね、小鳥遊さん、今度あたしにも、そういうの……見せてもらえないかなぁ」

　恕宇は渋じゆう面めんをつくった。

「……うーん」

　……だめかなぁ、と悲しそうな顔になる日奈に、もったいぶって言ってやる。

「……まぁ、無む玄げんに頼んでみてやるよ。見けん鬼きのあたしが頼めば、無玄もいやとは言えないだろうさ」

「本当？　ありがと！」

　抱きついてくる日奈をそのままに、恕宇はふん、と鼻を鳴らした。そんな二人を特に興味もなさそうに眺ながめていた由ゆ真まだったが、ここでようやく口をはさんだ。

「……そうだね、もうすぐ夏休みだし、みんなで新あら鷹たか神社に行くのもいいね。泊まりとかで」

　驚いた顔で由真を見る日ひ奈な。

「そんなこと、できるの？」

「できるの……って、そんなすごいことじゃないよ。大城跡ゆめあと小学校の生徒は巫み女こ見習い扱いだからね。予約さえ取れれば、宿泊は自由だよ。ね？」由真の言葉に、

　恕じよ宇うはため息をついてみせる。

「……あのなぁ、それは『修行』をする、ってことだぞ？　遊ぶためじゃないぞ？」

　……じゃあできるんだ、いいなぁ、と日奈はうっとり、宙を眺ながめた。

「……みんなでお泊まりかぁ……」

「……もしかして冬ふゆ月つきさん、お泊まりってしたことないの？」由真の問いに、

「別荘とかならあるけど、お友だちの家ってない」日奈は両手を胸の前で握り合わせた。「……ああ、いいなぁ。……してみたいなぁ。……でもお父さん、許してくれるかなぁ……」

「それぐらいも文もん句く言うわけ？　冬月さんのお父さんって。さすがお嬢じようさまだね」頭を振る由真。

「……うう、イジワル」

「……ま、大丈夫じゃないかな。新鷹神社に泊まるのは修行扱あつかいになるから、通信簿ぼ、よくなるし。だからみんな、休み中に一回は行くようにしてる。……ね？」

「……ん？　あ、ああ」由真の言葉に空から返事しつつ、

（……お泊まりか……）

　一瞬想そう像ぞうし、恕宇は慌あわてて頭を振った（何なに考えているんだあたしは！）。頭をぶんぶんと振って、……にやり、と凄せい惨さんな笑えみ（……少なくとも、自分ではそう思っている）を浮かべる。バカめ、泊まりに来る、だと？　自ら敵の領りよう地ちに踏みこんで来てくれるというわけか？

　バカなやつだ、と心に思う。

　……まったく、すっかりだまされやがって。

　だがいい、この調子で、こいつの信頼を、友情を得え続けるのだ。それが大きくなればなるほど、裏切られたときの衝しよう撃げきは大きい。それは、まさに人生を左右するほど大きな傷になるだろう……ふっふっふ、と恕宇は冬月のお泊まりを想像し、邪じや悪あくな（……と、自分では思っている）笑みを浮かべた。くくく、と笑う。冬月日奈、お前は気づいていないだろうが、こうしている一分一秒の間にも、お前は私に観察され、弱点をさらけ出し、破は滅めつへの道を歩んでいるのだ。そうとも、あたしはそのために、あえてお前（ら）と友だちのふりをしているのだ。必要のない（そしてくだらない）友情ごっこをしているのだ。そうとも、あたしはお前に味わわされたあの屈くつ辱じよくを忘れていない。──忘れない。いずれお前に思い知らせる、そのために、今日という日を甘んじているのだ。こうして罠わなを張っているのだ。そうともその日が来たら、お前をこの足もとに這はいつくばらせてやるぞ！　そのときが来たらもう、泣いて謝ってもダメだぞ？　無む駄だだぞ？　絶対許ゆるしてやらないぞ？

　……まぁ、とも思う。

　絶対……とまではいかないか。泣いて謝ってきたら……まぁ、許してやってもいいかもしれない。……そうだな、これまでの行いを悔くい、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度をあらため、見けん鬼きであり素晴らしい『特別な存在』である恕じよ宇うに対してそれらしく尊そん敬けいの念を持ち、きちんと振る舞い身みの程ほどを常にわきまえる、と言うのであれば、……許してやってもいい。

　……特別に目をかけてやってもいい──

　由ゆ真まの声──

「──亜あ緒おちゃん、どうなったかなぁ」

「──え？　何？」現実に引き戻され、恕宇は慌あわてて向き直った。「なんか言った？」

「え？　……いや別に、独り言。……亜緒ちゃん、どうなったかなって」

　恕宇は再び周囲を見渡した。

　そうだそれを聞こうとしたんだ、えらく遠回りしたなぁ、と思いつつ──もっとも最近は慣れっこだったが──ようやく最初の質問に戻る。

「……そう言えば、新にい見みはどこに行ったんだ？　こんな朝から何しているんだ？」

「あ、あのね」

　ゆっくりと、徐々に徐々にとまるでショックを受けつつもすでにそれに対応しているかのようにおもむろに顔を赤くしつつ、答える日ひ奈な。

「……亜あ緒おちゃん、恋を告白しに行ったんだって」

　──なんだって？

「告白？　──あいつが告白に？」小学生のくせに？

「やんなっちゃうなぁ、夏だからって色気づいて」はふう、とため息をつく「どうせうまくいかないって、分かっているのに。……ちゃんと教えてあげたのになぁ」

「ゆよーん」と答える『ヘンナ生物』。

「ゆやゆよん」とも付け加える。

　思わず、再び繰り返す恕宇。

「……あいつが、告白に……」

　日奈は由真に向き直った。

　顔を赤くしたままで、尋たずねる。

「な、なんで？　どうしてうまくいかないと思うの？　亜緒ちゃん、そりゃお化け粧しようしてたりオヘソ出したりしてるけど、そういうのもかわいいじゃない。もしかしたら……」

　……一瞬の沈ちん黙もくののち、

「香こう野のにはね」由真は言った（香野というのが、その相手の名前だろうか）。「もう他に、好きな人がいるの」

「……！」

「それでもやっぱり告白したい、ってんだから、子供よね、亜あ緒おちゃんは。……うまくいかないって分かっているのに」再度はふう、とため息をつく。「……そんで、グチ聞かされて八やつ当たりされるのは、あたしなんだもんな……ああ、やんなっちゃうなぁ」

「………………そうなんだ……」

　沈ちん黙もく

　しばらくして、

「そう言えば」由ゆ真まが話題を変えた。「……あたしらは、恋とかしなけりゃ、だけど、……冬ふゆ月つきさんはどうなの？」

「あたし？　どうって？」きょとん、と日ひ奈な。

「やっぱり……なんていうのかな、イイナズケとか、いるの？」

　──イイナズケ？　と驚く恕じよ宇う。

　ためらいのあと、

「……うん、一いち応おう」赤せき面めんしつつもうなずいた日奈に再度驚おどろく。

　──イイナズケ？　許婚いいなずけがいる？

　……それはつまり、結婚を約束した相手がいるってことか？

　なんとなく衝しよう撃げきを受け、黙りこくる恕宇に、

「ええ？　本当に？」自分で聞いておきながら、自分で驚き、由真はもう朝から三度目のため息をついた。「さすがお嬢じようさま。この年で、もうそこまで決まっているんだ。……ねぇ、どんな人？」

　日奈ははにかんだ。

「……まだ、会ったこと、ないの」

「え？」

「……あたし、長く病気してたから……先月決きまったばっかりで……」

「ははぁ」うなずく由真に、

「会ったこともないやつと結婚するのか」ようやく口を開いて、恕宇はせせら笑った。「ご立りつ派ぱだな」自分で言っていてよく分からない台詞せりふだが。

　由真が聞く。

「でも情報はあるんでしょ？　どんな人？　かっこいい？　収入は？　ていうかいくつ？」

「大学生で、医者目め指ざしてて、今はボランティアでアフルカ共和国に行ってる」うつむき、というかなんか全体的に小さくなりつつ、いまや耳まで真っ赤になって答える日奈。「……写真嫌ぎらいとかで、三歳さいぐらいまでのしかなくて……だから顔は、分からないの」

「写真嫌い？　そりゃよっぽどの不ぶ細さい工くなんだろうな。あるいは写真の方が、そいつを嫌っているのかも」憎まれ口を叩たたく恕じよ宇うに、

「小鳥遊たかなしさんたら……でも、本当にそうだったら、どうする？」由ゆ真まも意い地じ悪く笑った。「なんか聞く限り、性格だけはよさそうだけど……すごい不ぶ細さい工くだったり、デブでハゲでチビだったりしたら……どうする？」

「……あたし、多分、そういうの、大丈夫だと思う」日ひ奈なは赤面したまま、笑った。

「うそだぁ！」と由真。

「ゆやゆよーん！」と『ヘンナ生物』。

「本当だよ」日奈は言った。「……それは、ちゃんと見てみないと、そのときにならないと分からないかもしれないけれど、あたし、たいていの人は好きになれると思う。……その人が、あたしに心を開いてくれるなら」

「……ふぅん」由真はうなずいたが、それは必ずしも肯定のうなずきではないな、と恕宇は思った。

　由真が尋たずねる。

「じゃあ冬ふゆ月つきさんは、好み、とかないの？」

「あたしの好みは」日奈は言った。「ただ一つだよ。その人がどんな人でもいいの。ただ」

「……ただ？」

「……あたしのことを、ずっと好きでいてくれる人」

「……さすが、お嬢じようさま」由真は笑ったが、それは必ずしも好意的なものではないな、と恕宇は再び思った。日奈も、それを感じたのだろう、口をとがらせて由真に言う。

「……じゃあ、由真ちゃんは？　由真ちゃんの好みはどんな、なの？」

「あたし？　あたしは……あたしのは、冬月さんほど高くはないよ」

　頭上を見上げ、「ゆあーん」と鳴く『ヘンナ生物』を見つつ言う。

「……いやがらず、あたしの傍そばにいてくれる人。ただそれだけで、あたしはいいな」しばらくして、うなずく。「……そうね、顔よりもまず、そこか。顔だって大事だけど……やっぱり、そこ」

「……ふうん」

　しばらくして、

　二人の視線が恕宇に集まる。

　うわ、やっぱり来たな、と内心ため息をつく恕宇に、問い掛けられてくる予想通りの質問。

「……小鳥遊たかなしさんの、理想は？」

「そんなの決まっている」

　会話の流れから自分もそれを聞かれることをすでに予測していた恕宇は、あっさりと、簡かん潔けつに答えた。

「見けん鬼き」

「……」

「……さもなくば、このあたしより強いやつ、かな」

　言げん外がいに『まぁそんなやついないだろうけどな』という自負をにじませつつ、笑う。

「……もっともあたしは、……もう男のいる冬ふゆ月つきと違って、まだ男には興味ないから」

「あ、あたしだってないよう」顔を真っ赤に、日ひ奈なは慌あわてて言った。

「あたしもないけど……でも亜あ緒おちゃんは、あるんだよなぁ」もう何度目か分からないため息をつき、由ゆ真まは机に突つっ伏ぷした。

　またも、沈ちん黙もく。

　……しばらくして、

　恕じよ宇うが尋たずねる。

「……ところで、男のいる冬月」

「……そんな呼び方、やだよぉ……」

「……だったら教えろ。そいつの名前はなんていうんだ？」

「あ、あたしもそれ、知りたいな。大学生って言ってたよね、……なんて名前？　それとも、それも知らなかったり？」

「ううん。あのね」日奈は言った。




「──荒あら又またの常つね権ごん乃の進しんさま」




「ええ？」「へぇ？」異い口く同どう音おんの疑問形に、

　再びその名を口にする。

「……だから、荒又常権乃進さまって」

「あ……あ」口ごもる由真に、

　恕宇が続ける。「あらまたのつねごんのしん？」

　うん、と日奈はうなずいた。

　……由真は頭を振った。

「……あらまたのつねごんのしん……それはまた、すごい名前だ。……すごいなぁ」

「すごい？」きょとん、と、「何がすごいの？」

「だ、だってあらまたのつねごんのしんだよ？　すごくない？」

　どうして？　と首をかしげている日奈。

　そんな日奈をしばらく見つめ、由真ははぁ、とため息をついた。

　そっか、とうなずく。

「……冬月さんは、相手がどんな人でも、どんな名前でもいいんだね。……どんな人でも、冬月さんを好きになってくれれば好きになれるんだ。結婚できるんだ」

「うん！」

「……お家のために、……そういう教育を、されてきているんだね。洗せん脳のうだぁ。さすがお嬢じようさま」

「……むぅ」

「でも冬ふゆ月つきさん。それってすっごく冷めてると思う」

「……冷めて……？」

　由ゆ真まはあらためて日ひ奈なを見た。

　そして言った。

「……冬月さん」

「え？」

「……いつか、本当に好きになれる人と会えたらいいね」

「……あの」

「そういう人と会えたらね、もう、誰でもいい、なんて言えなくなるよ。絶対。もうずっと、その人のことだけになる。それってもっと、本ほんっ当とにすごいんだから」

「……わぁ」

　日奈はぽかんと、いつもの冷めたキャラの違う由真を見ていた。こちらもそんな由真にあっけにとられつつ、しかし恕じよ宇うはこっそりと、心のメモ帳に『あらまたのつねごんのしん』の名前を書き記した。

　──そのときに、

「ゆあん！」と『ヘンナ生物』が鳴き──




「由真！」




「……亜あ緒おちゃん？」

「あお、怒ってるんだけど！」

　大きな声が響ひびき渡った。




　　　３




「……ふられた？」




　時は昼休み、

　ところは『気だるい』ランチルーム。

　午前の授業が終わって、三人はようやく亜緒と話ができた。……もっともわざわざ聞かなくとも、だいたい想像はついていたのだが。

「だから言ったじゃない、どうせふられるんだからよしときなって」由ゆ真まの言葉に、

「そんなこと分かってたよあおが怒っているのはそんなことじゃないよ！　いい、ひなちゃん！」亜あ緒おはなぜか日奈を見、言った。「女っていうのはね、切り替えが早い生物なの！　いったん切り替えれば、昔の男なんてきれいさっぱり切り捨てられるの！」

「……そ、そうなんだ」

　今度は由真を見、つばを飛ばす。

「そうだよふられるのは分かってたよ、あおも噂うわさは聞いていたんだから！」

　口をはさむ恕じよ宇う。「……噂？」

　由真は説明を始めた。

「ほら、あの最近話わ題だいの『行方ゆくえ不ふ明めい』事件。あれの──その行方不明になった男の娘ってのが、──瀬せ戸とって言うんだけどね、今香こう野のと付き合っているみたいなの」由真の説明に、

「付き合ってない！」亜緒が叫ぶ。

「……とにかく、なんかね、その事件のことで、その瀬戸って子がまわりにしつこくされて、それを香野が助けて、って感じで、……それから二人は、いい感じみたいでね」亜緒を見、付け足す。「……今年でクラス変わっちゃったけど、亜緒ちゃんはずっと、香野が好きだったから……」

「……でもその噂を聞いて、……ああもう諦あきらめなきゃいけないな、と思ったから、……だからあおは、告白しようと思ったの！……ちゃんとふられて、それで気持ちを切り替えようって……」亜緒はうつむいた。

「……それで、……思った通りになった、と」遠えん慮りよがちに言葉を選ぶ恕宇。「……だったら新にい見みの勝ちだろ？　何を怒っているんだ？」

「あいつ、なんて言ったと思う？」亜緒は吠ほえた。

　恕宇に、日ひ奈なに、由真に向かって、叫ぶ。

「あいつはね──」




「化け粧しようをする女は嫌いだって言ったの！」
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　……恕宇と日奈と由真は、顔を──ちなみにその顔は、化粧などまったくしてない──見合わせた。そしてゆっくりと、遠えん慮りよがちに、子供の、敏感な、デリケートな肌はだをしかしまったく損そこねないように見事にほどこされた達たつ人じん的な化粧ののった亜緒を見る。

　沈ちん黙もくののち──

「……そ、そう」と日奈。

「……それは」と恕宇。

「ゆあーん」と『ヘンナ生物』。

「あらら」と由ゆ真ま。「……ま、好みもあるしね」

　亜あ緒おは叫んだ。

「ちゃんと最後まで聞いて！」

「……え？　まだあるの？」

「あおだってね、あおの化け粧しようが評ひよう判ばん悪いの知ってるよ！　子供のくせにって、陰かげ口ぐち叩たたかれているのも知ってる！　でもいいの！　自分ではかわいいと思うし、かわいくなりたいから！　だからそれで嫌われたり、ふられたって仕方ないって思うよ！」

「じゃ、じゃあ何が……」

「だって！」亜緒は絶ぜつ叫きようした。「瀬戸だってお化粧してるじゃない！」

　仰ぎよう天てんして、

　恕じよ宇うは思わずランチルームは席の遠く、瀬せ戸との姿を探した（どんな顔をしているのかは知っていた。実は恕宇は、その事件と彼女に興味を持っていたのだ）。だが、遠とお目めに見えるその顔は、……大城跡ゆめあとでも上位に位置するだろう美少女のそのしとやかな顔は、化粧しているようにはまったく見えない。

　あ、と目が合い、

　ばつが悪くなり、慌あわてて視線をそらす。

　亜あ緒おに尋たずねる。

「……ほ、本当にあれ、化け粧しようをしているのか？」

「してるよ！　あおはね、『化粧の達たつ人じん』の弟で子しなんだよ！　いくら隠かくしたって分かる！」

「信じられない……」由ゆ真まもつぶやいた。

　瀬せ戸との顔を知らない日ひ奈なは、ただきょとん、としている。

　亜緒は言った。

「……だからね、香こう野のくんにも教えたの。瀬戸も化粧をしてるって、化粧の要いらない素す顔がお美人に見せかけているだけで、本当は化粧を、それも見事な、『気づかせない』化粧をしているんだって！

　そしたら、怒り出して……」

　亜緒の顔が、真っ赤に歪ゆがむ。

　恕じよ宇うは、ああこれは泣き出すな、と思った。見けん鬼きである恕宇には見える。……亜緒は本当は、口で言うのの半分も怒っていない。ただ、ふられたのがくやしくて、つらくて、悲しくて──そうした諸もろ々もろのことを怒りに転化しているだけなのだ。本当は、つらくて仕方がないのだ。だから恕宇は、亜緒が泣き出すだろうと思った。だが予想に反して、亜緒は顔を歪めたが、泣き出したりはしなかった。そしてよく考えれば、すぐ泣きそうなキャラであるにもかかわらず、恕宇は亜緒が泣いているところを見たことがなかった。

　言葉を続ける亜緒。

「……香野くんは、あおに怒ど鳴なった。瀬戸は化粧なんてしてないって。あおが化粧ばっかりしてるから、他人もそう見えるんだって。こうも言った、化粧なんてうそだって。ブスが男をだますためにやるんだって。自分の顔に自信ないから化粧でだますんだ、いくら化粧できれいになってもそれは本当の顔じゃない、って……」

「うわそりゃひどいわ」由真はため息をついた。「……小学生な意見だなぁ。……香野のやつ、最低だな。体育できるだけのバカだな」

「ゆあん！」と『ヘンナ生物』。

「好きな人をけなされたから、ムキになったんじゃない？」ためらいがちに日奈が言う。「亜緒ちゃん、カッ、てなって、ひどいこと言ったんじゃ……」

　亜緒は日奈をにらんだ。

「ひなちゃん、どっちの味方？」

「……ご、ごめんなさい」

「……とにかくね、瀬戸だって化粧してるんだよ！　化粧してるくせ、自分は化粧してません、素顔でこんなにかわいいんです！　化粧なんて要りませんのよ？　みたいな顔で歩いてるんだよ！」うう、と小さい声になる。「……そりゃ、確かにあれぐらいかわいければ、本当に化粧は要らないだろうけどさ……それでもあいつは、化粧をしてる！　しかもそれを、悪いことみたいに隠かくしてるんだよ？　そんなのってある？　ひどいよ！」

「……お、落ち着け」口をはさむ恕じよ宇う。「何を言いたいのか分からないぞ？」

「あ、あたしが言いたいのは」……口ごもる。

　どうやら自分でも、よくまとめきれていないらしい。

　ようやく、小さな声で、言う。

「……卑ひ怯きようだよ」

「え？」

「……そりゃ、あおだって、瀬せ戸とぐらい、……たかちゃんぐらいきれいだったら、化け粧しようしないでもいいよ。……でも」

「……亜あ緒おちゃんは、かわいいよ？」由ゆ真まは言った。

「化粧をしているからだよ」亜緒は首を振った。「あお、がんばってるもん。おへそも出して、いろいろ……でも結局、そんなの本当じゃないって言われるんだ。一いつ所しよ懸けん命めいがんばっても、だましてるって言われるんだ。結局は瀬戸みたいな、素す顔がおでもう、きれいな人が、いかにも『化粧なんてしてません？　化粧なんて嫌いです？』みたいな人が、勝っていくんだ。ほとんど努力しないような人が……

　そんなの、卑怯……不ふ公平だよ……」

　うつむき、

　……上うわ目めがちに、日ひ奈なを見る。

　由真も、ぽんぽんと亜緒の背中を撫なでてやりつつ、日奈を見ている。

　──二人の視線に微笑ほほえんで、日奈は言った。

「……あのね、亜緒ちゃん」

「……なに」

「あたしも、亜緒ちゃんはかわいいと思う。化粧をしてるから、だけじゃなくって、化粧をする亜緒ちゃんもひっくるめて」

「……へぇ？」きょとん、と、「……どういう意味？　それ」

　日奈は言った。

「……あのね、……変な言い方だけど、自分を生まれつききれいだ、と思っている人は、本当にきれいな人だと思う。自分は化粧はいらない、そう思っている人は、そういう人は、……本当にきれいな人で、それはいつでも……ずっと、変わらないんだと、思う」

「……それって、あおをなぐさめてるかな？」

「……でもね、そういう人のきれいさは、いつも同じきれいさだと思う。ずっと同じ……美しさ。

　でも、亜緒ちゃんみたいな人は、きっと、

　同じじゃない。くるくる変わる。

　たとえば好きな人ができたら、

　すっごくかわいくなると思う。

　今よりずっと。ただ好きな人ができるだけで、そしてその人が好きになってくれたらもっと、……いくらでもきれいに、かわいくなれると思う。いくらでも変わるかわいらしさ、それはきっと、生まれつきの美人には無理なことだよ」

「……」……ぱっ、と、顔を明るくする亜あ緒お。

「うん」とこちらもうなずく由ゆ真ま。「冬ふゆ月つきさんが今、いいことを言った。亜緒ちゃんメモをとっときなさい」

　日ひ奈なの顔が赤くなった。

「……そ、そうかな？」

「うんうん。いいこと言ったよ。それに冬月さんが、亜緒ちゃんを美人だと思っていないことも分かった」

　由真の言葉に慌あわてて首を振る。「そ、そんなことないよ？　亜緒ちゃんはもともかわいいって思うよ？　本当だよ？」

　笑う由真。

「そんなムキにならなくていいって」

「ち、違うよ、本当に──」

「──もういいよ」くすっ、と笑う、亜緒。

「あ、あの、でも、本当に……」

「……本当にいいって。ひなちゃんの話を聞いたら、なんかすっきりしちゃった」ふう、とため息をつく。「もう、いいや。ごめん。……そんなの気にしてたら、あおじゃいられないもんね。……よし、香こう野のなんか忘れるぞ！」

「そうだ！」

「香野なんか忘れて、あおは新たな恋に生きるのだ！　あおをかわいくしてくれる、新たな人を見つけ出すのだ！」

「そうだ！」

「実はもう、見つけてあったりするのだ！」

「そう……え？」

「当たり前でしょ？　だからこそ、古い恋を終わらせにいったんじゃない」平然と言い放ち、

　それでさ、と手帳を出し、由真に見せる。

「ね、この人、三組の市いち花はなくんって言うンだけど、知ってる？　由真、前に──」

　なんかもう絶ぜつ句くしている由真に、

　……うわぁー、と日奈は感かん嘆たんした。

「……本当に切り替えが早いなぁ」

　……だが、

「……」恕じよ宇うはだまって、亜あ緒おを見ていた。

　見けん鬼きの目は空間の歪ゆがみを、人間の感情の波をもとらえる。見鬼の瞳がとらえた、亜緒の感情の波を見て、……恕宇は微笑ほほえんだ。

　本当に、見かけによらないやつだ、

　香こう野のってやつは、もったいないことをしたもんだなぁ、なんて、……思う。

　……ザマァミロ、だ。




　　　４




　瀬せ戸と静しず里りがやってきたのは、少なくとも見かけ的には立ち直った感じになった亜緒が化け粧しよう論について一席ぶち出し、日ひ奈なの髪かみ型がたについてアドバイスをしていたときだった。

　亜緒は言った。

「そうだ。ひなちゃん、前から言おうと思ってたんだけど……」

「……え？」心配そうに、「何？」

「髪の毛、切ったら？」

　きょとんと、「……ええ？」

　亜緒はうなずいた。

「……うん、やっぱり、その長い髪もお嬢じようさまらしくていいとは思うんだけど、なんか重たい感じがする。切った方が雰ふん囲い気き明るくなって、活発になって、絶対かわいいと思う」

「そうだね」由ゆ真まもうなずいた。「あたしもそう思うな。お世せ辞じじゃなく、見てみたい」

「……で、でもあたし、眉まゆ毛げコレだから、髪短みじかくしたら、男の子と見分けつかなくなっちゃうよぉ」

　亜緒は首を振った。

「そんなことないって。絶対かわいい！　これから夏だし、思い切って──切らない？」

「切った方がいいよ！」と由真もうなずく。「髪長ながくしてかわいくなる人は多いけど、その逆はめったにないよ？　亜緒ちゃんを見てごらん？」

「……それはいったいどういう意味よ」うなる亜緒に、

　日奈はうつむいた。

「……でも、お父さんが……」

　またお父さんかぁ、と由真はため息をついたねぇ……と恕宇に言いかけ、

「……おーいみんなぁ。……小鳥遊たかなしさんが面白いぞォ？」

「ゆよん！」

「な、なんぞ面白いことなん──」

　──そのとき、

「あ、あの……小鳥遊たかなし、さん……」

　瀬せ戸と静しず里りの方から、恕じよ宇うに声をかけてきたのだった。

「瀬戸……？」恕宇の声に、みなも気づき、

　場に、緊きん張ちようが走る。

　何か言いかける瀬戸を制し、亜あ緒おは立ち上がった。そして言った。

「……あんた」

「……え？」

「化け粧しようしてるでしょ。うまく隠かくしているけど、……化粧してるでしょ？　どう？」

　──戸と惑まどいながらも、

　うん、とうなずく瀬戸。

　恕宇は驚きよう愕がくした。横では日ひ奈なも驚いていた。……あの顔のどのへんに、化粧を？　全然分わからない化粧をしている瀬戸もすごいがそれを見破った亜緒の方もものすごい。

「ほらね」口もとを歪ゆがめる亜緒。

「……え？」きょとんとしている瀬戸に、

「卑ひ怯きよう者」そう言い放ち、席を立つ。

「……あ、あの、あたし、何か……」

「……そうやって、だましてなさいよ。ほとんどの男子は、あんたの方を選ぶでしょうよ。でもあおは、全ぜん然ぜん平気なんだから！」

「……あの、きっと、なんか誤ご解かい……」

「うるさいだまれ、卑怯者！　バカ！」

　言うなり、そっぽを向いて歩き出す。

　後ろも見ずに、去っていく。

　呆ぼう然ぜんとしている瀬戸を見つつ、由ゆ真まも立った。そして言った。

「……あまり気にしないでね、瀬戸さん」

「……あ、あの……」

「事情を話して謝りたいところなんだけど……亜緒ちゃんがそれをしないなら、あたしがするのも違うから」

「ゆあん！」と『ヘンナ生物』。

　瀬戸はぎょっとして、由真の頭の上を見た。何か聞きたそうな顔になったので恕宇は（いけいけおせおせ！　そいつの正体を聞いてくれ！）と心のなかで叫んだが、結局瀬せ戸とは何も聞かず、

　由真は恕宇と日奈にうなずき、

　亜緒を追って去っていった。

　瀬戸は、事情がよく分からない、と言った感じに日奈と恕宇を順々に見た。恕宇はどうしようかと思ったが、結局、亜あ緒おについては説明しないことにした。するべきなら、冬ふゆ月つきがしゃしゃり出るだろうし──

　──よし、とうなずくと、

『禊みそぎ』──冷たい水を浴びたときの感覚を全身に再現してさっぱりすることで、心を真っ白に戻すこと──を駆く使しして自分のなかの、亜緒に植えつけられた瀬戸への先せん入にゆう観かんを白はく紙しに戻す（完全に、とはいかないが）。

　じっと、瀬せ戸と静しず里りを観察する。

　……なるほど、確かに美少女だ。それにこの雰ふん囲い気き、精神年ねん齢れいも高そうだ。精神年齢と知能は比例する。こういうやつは、あなどらないほうがいい……。

「……あ、あの……」口を開く瀬戸に。

「……あたしの名前を、呼んだよね」瀬戸の目を見て、よそゆきの女おんな喋しやべりで尋たずねる。「あたしに何か、用なのかな」

「……さっき、目が合ったから……」

「ああ、あれはちょうど、あなたの事件の話をしていて、だからつい。……それだけ。気を悪くしたなら、謝るけど？」

「ち、違うの」瀬戸は急いで手を振った。「……ただ、その……」

「なに？」

「……あたしのこと、調べてるって聞いたから……」

　うわぁこいつ冬月の前でなんてこと言うんだ、と恕じよ宇うは内心焦あせった。焦りつつ、笑顔をつくって言う。

「まさか、そんなことしてないよ。……誰から聞いたか知らないけれど、その人が、何か勘かん違ちがいしているんじゃない？」

「……でも」

「確かに、うちの神社はそういう事件を取り扱うこともある。でもそれは、被害者の依頼を受けて、だよ？　あなたはまだ、うちの神社になんの依頼もしていないでしょ？」

「……うん……」何やら納得したように、うなずく瀬戸。

　その様よう子すを見、ああそうだ、と恕宇は急いで手を打った。

「……なんなら今、依頼する？　あたしから父に話してあげようか。こういうのって、早い方がいいし……」

　日ひ奈なの様子をうかがいつつ、ちょうど横にはこいつもいるし、と心しん中ちゆうつぶやく。

　だが瀬戸は、首を振った。

「ううん。いいの」

「……ええ？」予想していなかった答えに、恕宇は思わず声を上げた。「依頼しないの？」

　うん、と瀬戸はうなずいた。

「……お母さんとも、よく、話したんだけど……依頼はしない」

「……な、なんで？」思わず詰きつ問もん口く調ちようになる。「消えたのは、あなたのお父さんなのよ？　それもあんな状況で──心配じゃないの？」

　しかも、と心につぶやく。

　状況的に一番疑うたがわれているのは、離婚訴そ訟しよう中のお前の母親だろうが。……それなのに、そのままでいいと言うのか？

「……それは確かに心配だけど……」悲しげに、瀬せ戸とは微笑ほほえんだ。「……お父さんはね、いやなことあるとすぐに逃げ出す人なんだ。昔から、ひょこひょこ消えてたんだよね」

「ひょこひょこ消える？」日ひ奈ながすっとんきょうな声を上げた。「すごいな、それ！　ミステリアスなお父さんだ！」

　日奈の顔を見、笑う瀬戸。

「……うん。……だから今回も、もしかして……。だったら、下へ手たに大げさにしたら、お父さん余よ計けいに帰って来にくくなるから」

「でも……」そんなぁ、と恕じよ宇うはため息をついた。

　せっかくこんな、ちょうどいい事件なのに。

　……冬ふゆ月つき日奈と、張り合うための。

　この横にいる少女、冬月日奈は、探たん偵てい、というものに興味を持つ。ミステリーを愛読し（もっとも、ミステリーだけではなく本ならなんでも読むようだが）、時々探偵ごっこをしたがる。だからこそ、恕宇は常々、何か事件が起きないかなぁ、と思っていた。本物の事件……そう、何か本物の、推理を必要とする事件で、恕宇は日奈と勝負をしたかった。日奈の得意な分野で勝ち、日奈に、小鳥遊たかなし恕宇という存在がどれほどすばらしいものであるか、その存在の傍そばにいられる、ということがどれほど恵まれたことなのか分からせたい、常々そう考えていたのである。

　……確かに日奈は頭はいい。

　いや、知ち脳のう自体はともかくも、物に対する見方が違う。

　それは認める。

　だが恕宇だって、決して負けてはいないはず──

　そうとも、腰をすえて、本気で挑いどめばこんなやつに負けたりなんかするものか、そう考えていた恕宇にとって今回の事件は、瀬戸には悪いが、まさにうってつけの事件だった。ぶっちゃけた話、恕宇は、この事件を使って冬月と探偵対たい決けつをしたかったのである。

　……それが……

「……ま、確かに気持ちは分かるけど」なんとか考えを変えさせようと、説得を試みる。「うちの神社に頼んだからって、大げさになったりはしないよ？　……うん、大げさにはしないって。ちゃんと極ごく秘ひ裏りに、調査を……」

「……ありがとう。でも、いいよ」瀬せ戸とは微笑ほほえんだ。「あとでそのことが、問題になっちゃったりしたら困るし。うちの両親、今、いろいろと微び妙みようだから……」

「だったら……せめて、あたしたちに話してみない？　何か、力になれるかもしれないよ？」日ひ奈なを見て、揶や揄ゆするように言う。「何しろこの子、……『人生の探たん偵てい』さん、なんだから」

「……た、小鳥遊たかなしさぁん」困ったような笑ったような、複雑な表情を浮かべる日奈。

　尋たずねる瀬戸。「……探偵さん？」

「そ、そうなりたいな……って」じんわり……じわじわと、耳まで赤せき面めんさせていく（またか、と恕じよ宇うはうんざりした。うんざりしつつもじっくりと眺ながめていた）。「……あ、でも、……話してもらえると、うれしいな。……推理、して、みたいかな」

「……」瀬戸は日奈を凝ぎよう視しした。

　しばらくして。

「……ごめん」と首を振る。「気持ちはありがたいけど、やっぱり家族のことだから……」

「……そっか。そうだよね。……ううん。いいよ。……ごめんね、変なこと言って」微笑ほほえむ日奈。

　……その手は、

　自分の耳たぶを、いじっている。

「じゃあ……」

　背を向けて、瀬戸は歩き出した。うう、と心しん底そこ残念に思いつつ、恕宇はその後ろ姿を見送った。美人は、後ろ姿も美人だなぁ、なんて思いつつ。もっとも、その逆もまた真とは限らないけど。

　──と。

　二、三歩歩いただけで、瀬戸は振り返った。

　恕宇を見、口を開く。

「あの……小鳥遊さん」

「え？」

「……見けん鬼きって、たとえば……人の話を聞いただけで、本当のことが分かったりする？」

「……それは、さすがに……無理」

　そう、と残念そうな顔になる瀬戸。「……そっか……」

「……なんで？」

「……うん。……実はちょっと、……昔のことで、すごく不ふ思し議ぎなことがあってね。それを最近、よく、思い出して……」

　……日奈の目が、輝く。

「……不思議？　不思議って、どんな？」

「……まだ幼稚園のころで、もしかしたら単なる夢かもしれないんだけど、……でも、なんか、最近よく、そのことばっかり考えていて……」

　おお？　もしかして、チャンス？

「……いったい何が、あったんだ？」思わず地で、恕じよ宇うは尋たずねた。

　しかし、それに驚いた風ふうもなく、瀬せ戸とはゆっくりと、答えた。

「……飼かっていた……ううん、飼っていたのかも分からない、から……知っていた、かな。……そう、知っていた。

　知っていた、猫が消えたの」

「消えた？　つまり、姿を見なくなったってことか？」恕宇の問いに、

　ううん、と首を振る。

「違うの。消えた──本当に消えた。みんな──お父さんもお母さんも、あたし以外の誰もがみんな、その猫のことを忘れてしまったの。──まるでそんな猫、最初からいなかったみたいに、

　ある日突とつ然ぜんその猫は、みんなの記き憶おくから消えてしまった」
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「最初の記憶で覚えているのは……夢かもしれないんだけど」

　あらためてテーブルに腰掛け（椅い子す、ではない。そしてそれは、実に絵になる仕し草ぐさだった）、瀬戸は話し始めた。

「……その猫が──名前は覚えていないんだけど、虎とらじまの、まだ子猫だった──その子が、えさを食べているところ。

　うちの……庭で、その子はえさを、食べていた。

　一匹じゃない。たくさんの猫たちが、うちの庭で食べていた。──子猫もいっぱい──そうそう、その子によく似た──兄弟かもしれない、虎じまの子猫がもう一匹いたわ。

　そう、虎じまは確かに二匹いたのよ。

　そして、あたしはそれを、縁えん側がわから眺ながめていた。

（えさってなんだった？　と日ひ奈なが尋ねた。瀬戸は答えた──多分市し販はんの、普通のキャットフードだったと思う。）

　それから記憶が飛んでいて──

　気がつくと、あたしはお母さんに尋ねているの。『あの子がいないよ？』お母さんは答える。『あの子って、どの子？』『ほら虎とらじまの』『虎じまなら、ほら、そこにいるじゃないの』『違うよ、もう一匹の──小さな方だよ！　お父さんがかわいがってた方！』

　お母さんは、きょとんとして言う。

『だから、あの猫じゃないの』

　あたしは答える。『ううん、違う！　似てるけど、絶対に違う──！』

　じゃあ今日は来ていないんでしょ、お母さんがそう言って、それでその会話はおしまいになるの。

　でも次の日も、次の日も──その子猫は、来ないのよ。……そしてやっぱり、お母さんは分からない、と言う。

　だからあたしは、今度はお父さんに聞いた。

『子猫、最近見みた？』

　お父さんはきょとんと、言う。『子猫って、どの子猫？』

『ほら、虎とらじまのあの子猫よ。お父さんのお気に入りの、ミルクを飲む仕し草ぐさがかわいいって……』

『……そんな猫、知らないぞ？』

　──そしてあたしは、ようやく気づくの。……お父さんもお母さんも、その猫のことを覚えていない、……ううん、いたことすら知らないように話していることに。

　だからあたしは、びっくりして、考えたの。──いったい何が起きているんだろうって。二、三日、猫たちを観察した。けどやっぱり、虎じまは一匹しかいなくて、だからお母さんにもう一度聞きいてみた。

『虎じまの子猫って、もう一匹、いたよね？　しまの小さいのが』

『そうだっけ？』お母さんは答えた。『ごめんなさい、覚えていないわ』

　あたしはもう、本当にびっくりして、ずっとえさをあげていたのにどうしてお父さんとお母さんは忘れちゃったんだろうって、……今度は近所中に聞いて回った。猫たちにえさをあげているの、あたしの家だけじゃなかったから。近所の、友だちの、知り合いの家全ぜん部ぶ回った。尋たずねて回った──『虎じまの猫を、覚えていますか？　知っていますか』って。

（それは確か？　と日ひ奈なが尋ねた。なんか台詞せりふはしょってない？　怪け訝げんな顔をつくりつつ、瀬せ戸とはうん、とうなずいた。ちゃんとそう、尋ねたよ。）

　でも誰も……大人おとなはもちろん、あたしとよく遊んでいた友だちさえ、その猫のことを知らなかった。みんながまず、第一声に、そんな猫、知らないと言った。あたしの勘かん違ちがいだと、よく似た猫と思い違いしているんじゃないかって言った。

（みんなが、まず、いないって断言したわけか？　と恕じよ宇うが聞いた。全員が？　子供も大人も？　うん、それはしっかり覚えてる、と瀬戸は答えた。みんなが知らないと言った。）

　……もしかしたら、とあたしも思った。

　あたしが勘違いしていたんじゃないかと。本当は、虎じまは一匹しかいなかったのを、二匹いるんだと思い違いをしているんじゃないかと、って。……でもね、覚えている──記き憶おくにあるのよ、二匹の虎じま──そのうちの一匹、小さな虎じま──おくびをもらしながらミルクを飲んでいる小さな猫の姿が──

　……いったい、何が起きたの？

　あたしが勘かん違ちがいしているの？　じゃあこの記き憶おくは何？　でも、あたしの勘違いでなければ、じゃああの子猫は、どうなっちゃったの？　いきなり消えて、しかも誰も覚えていない──そんなこと起こり得るの？

　これは夢？　それとも現実？

　いったいあの猫は、どうなったの？

　最近、そのことばかり考えちゃって……」

　──話を終え、瀬せ戸とは机から降りた。

　椅い子すに座り、──机にひじをついて、考えこむように頭を押さえる。その間、話している間からずっと、恕じよ宇うは瀬戸を見ていた。

　……瀬戸は、うそをついてはいない。

　自分の記憶を正直に、記憶通りに話している。

　──恕宇は視線を移し、日ひ奈なを見た。

　考えこむように、耳たぶをさすっている日奈。それは、どうやら日奈の考えるときのくせらしい──恕宇は自分も、ポケットからハーブスティックを出して口に咥くわえた。歯で嚙かむと、口の中にすうっと透き通るような涼しい感かん触しよくが風のように吹き抜けていく。……それは、一見日ひ炉ろ理り坂ざか近辺で限げん定てい発売されている新あら鷹たか神社の特製ハーブスティックに見えるが、中身は別物、一種の麻ま薬やくである。無む玄げんから中ちゆう毒どく作用があるから『なるべく』使うなと言われているそれは、見けん鬼きの脳から余よ計けいな情報を取り払い思し考こうをクリアにしてくれる。常時聞きこえているクロやシロのささやき声を聞きたくないとき、恕宇はそれを使う（無玄は余計な心配をしているが、大丈夫、中毒になんかなっていない。やめようと思えばいつでもやめられる。何しろ恕宇は見鬼、特別な存在なのだから）。いまやシロやクロのささやき声を脳から完全に締め出して、クリアになった思考のなかで、恕宇は推理を進めた。そして。

　日奈を見る。

　あたしの推理は終わったが、

　お前はどうだ？　分かったか？

　かすかに笑えみを浮かべると、

　恕宇はハーブスティックを揺らし、瀬戸に向き直り、言った。

「……これは、つらい話になるかもしれないけれど……けど、それでも聞きたい？」

「え？」瀬戸は驚いた顔をして恕宇を見た。「……何が起きたか分かるの？　分かったの？　あたしの昔の記憶の話、だけで？」

「……多分、だけどね。……証しよう拠こは何もない、単なる、推理。いや推測。それでもいい？」

「うん！」勢いこむ瀬戸。「話して！」

　恕宇は日奈を見た。

　いまだに耳たぶを触りつつ、──なぜかほっとした表情を浮かべ、恕宇を見ている。

（……なんだ？　その表情は）

　日ひ奈なの表情を怪け訝げんに思いつつ、

　恕じよ宇うは話し始めた。
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「……結論から言えばね」恕宇は言った。「……その猫は、あなたの思い違いじゃない。確かにこの世に存在していた」

「……どうして分かるの？」

「ちょっと考えれば分かるわ。……だって、あなたの友だちが言ってるじゃない。いきなり、そんな猫いなかった、って」

「……え？」驚く瀬せ戸とに、

　笑って、言う。「……虎とらじまの子猫は、よく似たのがもう一匹──全部で二匹いたんでしょう？」

「うん……でも……」

「あなたはただ、『虎じまの猫を、覚えていますか？　知っていますか』とだけ聞いている。なのになぜ、みんないない、なんて言うわけ？　消えた虎じまは一匹だけ、もう一匹は残っているのに。ちゃんといるのに。いないって言うのは変でしょう？　誰も勘かん違ちがいしないなんて、逆におかしい」

「……！」瀬せ戸との目が、見開かれる。
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「……そう」恕じよ宇うは言った。「みんな、あなたがどの猫のことを聞いているか知っていたのよ。……つまりその猫は、ちゃんと存在していたってこと」

「……そうか……」

「そして、みんなあなたがどの猫のことを言っているのか分かっていた。にもかかわらず『いない』と言ったということは……

　そう、

　あなたはね、みんなにだまされていたの。両親はもちろん、近所の人全ぜん員いんに、ね」

　驚いたように『すっ』と息を吞のみ、瀬戸は恕宇を見た。

「つまりお父さんもお母さんも、……近所の人全員がグルになって、そんな猫は存在しない、なんてうそをあたしに信じこませようとしたって言うの？」

「……うん」

「……な、な、なんでそんな……」

　恕宇は笑顔をつくった。

「……多分、最初はそんなつもりはなかったんだと思う。……少なくともあなたのお母さんは、その猫は今日は来ていないだけ、今日は来ていないだけ、……って続けて、いずれは行方ゆくえ不ふ明めいに……ってつもりだったんだと思う。

　……でも、ちょっとした間違いが生まれた」

「……間違い？」

　うん、とうなずく恕宇。

　瀬戸を見て、尋たずねる。

「……あなたの話を聞いて、……あたしが最初に不ふ思し議ぎに思ったのは、

　──あなたの両親の関係。

　……ひょっとして、そのころから仲、悪かった？」

「……え？」瀬戸はうつむいた。「……分からない……そこまではよく、覚えてない」

「でもあなたは、まず母親に話し、そして、まるで当然のように父親にも話し直している。お母さんに聞いて、お父さんに聞いて、またお母さんに聞いて──まるで別々に住んでいるみたいに。あなたは片方に話したことを、もう一方にも話し直さなければいけなかったんだ。そしてそれを、当然のようにしていたんだ」

「……それは」

「……少なくともあなたは、お父さんがそのことを知らないと思っていた」

「……それは……分からないけど」うつむいて、答える瀬戸。「……そうかもしれない」

　恕じよ宇うはうなずき、言葉を続けた。

「……とにかく、あなたの両親は、あまり──あなたにも分かるほど──意志の疎そ通つうがうまくいっていなかった。そして、だからこそ、その間違いは生まれたのよ」

「……だから、間違いって、なに？」

「多分あなたのお母さんは、その猫を『行方ゆくえ不ふ明めい』にするつもりであなたのお父さんにこう言ったの。『その猫はいないと言って欲しい』と。それは、母親の方は、つまりその場にいない、という意味で言ったんだろうけど、……父親の方は、そうは取らなかった。

　だからそのまま、あなたに『いない』と言ったの。『……そんな猫、知らないぞ？』って」

「……そ、そんな……バカな」絶ぜつ句くする瀬せ戸と。

　恕宇は続けた。

「あとでその間違いを知り、両親は困った。でもはっきりそう言ってしまった以上、それで通すしかない──事情があった。あなたは幼稚園児、まだ子供だったから、だませるだろうと思ったのかも。だから、近所の人に話して、頼んだんでしょうね。話を合わせてくれるよう。あなたのお友だちにさえ」

「そ、そんなバカな話！」瀬戸は立ち上がった。「……だいたいなんでそんな、本当はいた猫を、いなかったなんてことにしなければならなかったの？　たとえその猫が──」

　──口を、つぐむ。

　恕宇はうなずいた。

「……あなたを、悲しませたくなかったんでしょうね」

「……でも、やっぱり、どう考えてもおかしいよ！　いくらあたしを悲しませたくなかったからって、……いくらあたしが子供だったからって、……そんな隠かくし方、ある？　……たとえ、

　……その猫が死んでしまったのだとしても、

　そこまでして隠す必要あるわけ？　あるわけが──」

「死んだんじゃない。……殺されたのよ」

「……！」

「……もちろん、わざとじゃないと思う。でも、たとえば間違えてえさにしてはいけないものを食べさせたとか、そんな感じで……」恕宇は優しく、その言葉を口に出した。

「あなたが殺しちゃったのよ。──小さいときに、その猫を」
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　──瀬戸は小さく、息を吐いた。

　日ひ奈なは何も、言わなかった。

　続ける恕宇。

「それはね、もちろん、故こ意いじゃなかったと思う。……でも、あなたがした何かが、その猫を殺してしまった。……それがどういう状況かは分からないけど、多分話はなしてしまったら、あなた自身が自分が殺してしまったことに気づいてしまう、そんな状況だったんだと思う。だからこそ、あなたの母親は、それをあなたに話せなかった。あなたの間違いが猫を殺してしまった、父親がかわいがり、恐らくあなた自身もかわいがっていただろう猫を間違えてあなた自身が殺してしまった、なんてこと、子供のあなたには話せなかった。だから死んだことを隠かくして、行方ゆくえ不ふ明めいにしようとした。そして、

　そのことをあなたの父親に話し、口くち裏うらを合わせるように頼んだ。

　あなたの父親は、もちろんそれを了りよう承しようした。自分がかわいがっていた猫を、自分の不注意で殺してしまった、なんてことが分かったら、娘は心にどんな傷を負うか──だから父親も、必死でそれを隠そうとした。必死すぎて動どう転てんして、母親の『その猫はいないと言って欲しい』という言葉をそのまま取り、それで口裏を合わせようと必死になって──思わず、

『……そんな猫、知らないぞ？』と言ってしまったんだと思う。

　そこに二人の、言葉の違いが生まれた……

　あとで『まずい！』と思ったかもしれない。でも、そこで言をひるがえして、あなたに余よ計けいな疑ぎ惑わくを持たせたくない──そう思ったあなたの両親は、もうこうなったらと近所中に事情を話して、頼んで回ったのよ。娘を悲しませたくないから、口裏を合わせて欲しい、と。

　──多た分ぶん正確に、あなたが間違えて殺してしまったことも、話したんだと思う。

　……だからこそ、みんなが協力した。大人おとなも、……そして子供も。それがバカげたうそだとしても、とんでもなく聞こえるとしても、みんな必死で協力した。あなたのことを好きな人、全員が、あなたを悲しませたくなくて、みんなで協力して、みんなであなたをかばって、その猫はいないことにした。

　……一匹の、猫を、消した……

　……これが、あたしの考える、事件の真相だと……思う」

　語り終え、……満足し、恕じよ宇うは口をつぐんだ。

　瀬せ戸とはだまって、テーブルを見つめている。

（どうだ、あたしの推理は！）恕宇は日ひ奈なを見た。

　日奈は今にも泣き出しそうな顔をして、恕宇を見ている。

（……なんだ？　それは、あたしに負けたことに対する、悲しみの表情か？）

（……そうなのか？）

　……しばらくして、

　瀬戸は立ち上がった。

　恕宇を見、礼を言う。

「……ありがとう、小鳥遊たかなしさん」

「……」

「……なんとなく、思い出してきた……多分、小鳥遊たかなしさんの推理通りだと、思う」笑って、「あたしって、すごいよね。みんなに愛されていたんだ。猫を一匹、地上から消しちゃえるほどに」

　……恕じよ宇うは、力なく微笑ほほえんだ。

　正直、ここが笑うべきところかどうか、よく分からなかったがそれでも微笑みを浮かべてうなずく。

「……ま、単なる推理……証しよう拠こはないから」

「……でも多分、そうだと思う。なんか、思い出してきた……」

「……」

「それじゃ」

　頭を下げ、廊下に向かって歩き出す瀬せ戸と。

　よし、と恕宇は息を吐いた。

　ああ、もうすぐ昼休みは終わるなぁ、結局あいつら戻らかったな。……見せたかったのになぁ、あたしが冬ふゆ月つきに、推すい理り勝負で勝つところを……なんて思いつつ、日ひ奈なに感想を聞こうとして、その顔を見、

　思いつめた表情に出会う。

　泣き出しそうな、怒っているような奇き妙みような表情を浮かべたまま、日奈は恕宇を見ていた。そして。

　次の瞬間、

「──小鳥遊たかなしさん、ごめん！」

　小さく叫ぶと、日奈は瀬戸を追い、廊下に向かって走り出した。

（な、なんだ？　何があったんだ？）

　恕宇も慌あわててあとを追った。
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「……ど、どうしたの？」驚いたような瀬戸の声。

　全力疾しつ走そうしたのだろう、息を切らせて、日奈は瀬戸を見つめている。話したくて、でも話す決心がつかなくて──そんな表情を浮かべて。

　多少怯おびえつつ、瀬戸は日奈の後ろ、恕宇に向かって尋たずねた。

「……そ、その人、いったいどうしたの？」

「……それが……」

　瀬戸の視線、そして恕宇の声に、恕宇が後ろに来ていることに気づき、日奈は黙って──泣きそうな表情のまま、恕宇に手を伸ばした。

（……なんだ？）

（握ってくれと、いうことか？）

　なぜか鳥とり肌はだが立つのを感じつつ、おそるおそる、日ひ奈なの手を握る恕じよ宇う。

　恕宇の手を力をこめて握りしめ、ようやく、日奈の口が開く。

「……瀬せ戸とさん、聞いて」

「……え？」

「あ、あたしは、……猫は、消えちゃいけないと思う」

「……はぁ？」

「……それは、迷まい子ごになるのはしょうがないよ。テリトリーを見回って、時々遊んで、冒険して──迷子になるのは仕方ない。

　……でも猫は、帰ってこなければいけない。

　消えちゃいけない、猫は、どんな猫でも絶対に、家に帰ってこなければいけない。

　……それがどんなかたちでも。

　迷い猫は、家に帰らなければいけない。

　絶対に、消えちゃいけない。

　……じゃないと、いやだよ。

　いやで、そしてそのいやな気持ちはいつまでも心に残って、今のあなたみたいに、突然胸むねを苦しめるよ。中ちゆう途と半はん端ぱな夢になって、いつまでも、つきまとってくるんだよ」

「な、何を言ってるの？　この人」怒ったように、瀬戸。「何なに言ってるのか分からないよ……」




「──うそだ！」




「……昔のことは覚えてなくても、今のあなたは知ってるはずだ！」

　小さな日奈の大きな声が、廊下のなかに響ひびき渡る。児童が何人か覗のぞきに来たが、恕宇の一いち瞥べつにすぐに退たい散さんしていった。

　……瀬戸が言う。

「……うそって、何よ」

　日奈が答える。

「……どうして、小学生なのに、普通──まったく普通に見える化け粧しようなんかしているの？　化粧なんてしなくても、あなたはきれいな人なのに」

「……そんなの、あたしの勝手で」

「お願い、思い出して」懇こん願がんするような声が、響く。「……なぜ、小鳥遊たかなしさんに会いに、来たの？　……なぜ近所の人たちに、猫のこと聞いて回ったの？

　……何を確かめたかったの？」

「……何なに言ってるのか、分からない」蒼そう白はくの、やけにきれいな顔のまま、瀬せ戸とはつぶやいた。「……分からないよ」

「いいえ、あなたは分かってる」日ひ奈なは小さく、でも強く、言った。「だって、……普通、迷まい子ごの猫を探すときには、『この猫知りませんか？　どこかで見ませんでしたか？』だよね？　迷子の猫を探すときには、『覚えていますか？　知っていますか』なんて普通は、聞かないよね？」

「それは……」ますます白く、美しくなる瀬戸の顔。「それは……確かに、そうだ、けど、でも」

　──思わず、

「……まさか」つぶやく、恕じよ宇う。

（……そのときすでに、知っていた？）

　……日奈は、言った。

「……大人おとなが……親が、子供を、かばうように、……子供だって、親を、かばうよ。……親だもん。けんかしてたら、なおさら……。

　子供だって、親をかばうよ。子供でも。

　もしも……かばえるなら、自分を犠ぎ牲せいにしたって。

　……あなたは、見てたんだ。だから、知ってた」

　瀬戸は真っ白い顔で、日奈を見ている。

　日奈は、言った。




「……猫を殺したのは、……お母さん、でしょ？」




「なぜそんなことをしたのかは、分からない──けど、とにかく、あなたのお母さんは、お父さんのかわいがっていた猫を殺してしまった」小さな、震えるような声が、続く。「そしてあなたは、それをかばった。……子供だったあなたにも、分かったんだ。お母さんのしたことがばれたら、お父さんはますます怒る。二人は、ますます仲が悪くなる。

　……でも、あなたのしたことなら、

　……お父さんは、きっと許してくれる……

　子供でも、それぐらい分かる。だからあなたは、お母さんをかばうことにしたんだ。

　……あなたのお母さんが、

　猫ねこ殺ごろしをあなたのせいにしたときに──

　……お母さんの計けい略りやくに乗り、あなたは無む邪じや気きに振る舞った。猫の死なんて知らないことにして、みんなにわざと聞いて回った。そうすることで、事件そのものをけん制した。子供のあなたが罪をかぶれば、誰もそれを話さなくなる、子供のあなたが罪をかぶれば、誰も事件を糾きゆう弾だんしなくなる──だからあなたは、あえて近所に聞き回ることで、事件を闇やみに葬ほうむり──

　子猫を一匹、消したんだ」

　瀬せ戸とは白い顔を歪ゆがめた。

　独り言のように、つぶやく。

「……そう、なの？」

「幼い記き憶おくは、たやすく作り変えられる」血を吐くような──沈ちん痛つうな、日ひ奈なの声。「あなたは……いつのまにか、それが真実だと思いこんだ。猫は──消えたか、

　──あなたが殺したんだって。

　……でも、あなたの心の奥底で、それは叫んでいたんだよ、『知りませんか？　どこかで見ませんでしたか？』って。

　──その声を、無視しないで。

　──迷い猫を、消さないで、あげて……」

　のろのろと、日奈を見る瀬戸。

　やがてゆっくりと、その口が開く。

「……あるいは、あなたが正しいのかも、しれない。

　……でも、さっきの小鳥遊たかなしさんのが、正しいのかもしれない……分からない、もしかしたら、本当に消えたのか……勘かん違ちがいかも。……覚えていないんだもん。

　……あたしには、分からないよ……」

　瀬戸の手がゆっくり動き、目もとをぬぐった。

　恕じよ宇うは瀬戸が、泣いているのかと思った。

　が、彼女の顔は変わらない。

　白く、まったく普通の顔色のまま──

　そうか、と思う。

　……化け粧しようは、装うためだけにするものではないんだ。それはときには、隠かくすためにも──

　のろのろと、瀬戸は再び日奈を見た。

　……頭を、下げる。

「……とりあえず礼は、言っとくね」

「……やだ」日奈は言った。「……やだよぅ……」

「……ありがとう」

　のろのろと、去っていく瀬戸。

　恕宇は、手に感かん触しよくを、感じた。

　日奈が、……ぎゅっと、握ってくる。

　思わずつぶやく。

「……冬ふゆ月つき……」

　日奈は、泣きそうな顔で恕宇を見た。

　ぎゅうっと、手に、力がこもる。

「……なんで……」日ひ奈なは言った。

「え？」

「……なんで、小鳥遊たかなしさんの話で、とめておけないんだろう、なんであたしは、……こんな……」

「……」

「正しいことしたつもりでも、やっぱりあたしは後こう悔かいしちゃう……」日奈は、言った。「あたしは、いやな、人間だ……」

「……冬ふゆ月つき……」

　日奈はもう、それ以上何なにも言わなかった。

　二人はしばらく、そのままでいた。

　昼休みの終了を告げる予よ鈴れいがなるまで。

　そのまま、ぎゅっと。




　　　９




　数日後──

　平和な大城跡ゆめあとを騒がせたとある行方ゆくえ不ふ明めい事件の犯人が、ついに逮たい捕ほされた。

　犯人は、

　行方不明になった男の、──離婚訴そ訟しよう中の妻だった。

　──犯人は、自じ首しゆしてきたのだという。

　もっとも警察は、彼女の『鉄てつ壁ぺきなアリバイ』を、崩せるところまで来ていたのだと言うが──

　恕じよ宇うはそれを、新聞で知った。

「なんで自首してきたんでしょうね」朝ごはんをよそいながら、みゆきは頭を振った。「そんな図ず太ぶといアリバイを用意できる犯人でも、やっぱり怖くなったり、……寸前で罪を悔くいたりするんでしょうか」

「多分」恕宇は答えた。「迷子まいごの猫が戻るのを、待っている気になったんだろうさ」

「……え？」

　みゆきは不ふ思し議ぎそうな顔をしていたが、恕宇はそんなの、どうでもよかった。恕宇の頭の中は、もう一つのニュースと、それがもたらす反応ばかりを気にしていた。
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　朝、学校に来たはいいが教室に入りあぐねて、恕宇は廊下をうろうろしていた。日奈がいるのを確認し、うろうろしつつ、

　由ゆ真まと亜あ緒おが登校するのを待っていた。

　うろうろしながら、

　ああ、と思う。

　……冬ふゆ月つきは多分、もうそのニュースを聞いているだろう。恐らく、あのときすでにそれをも予想していただろう（だが冬月は、それでもそれを言ったのだ）。そして、たとえそれを予想はしていたとしても、

　……かなりのショックを受けただろう。

　……いったい、どんな風ふうに対応すれば──

「……たかちゃん？」

「わっ？」後ろから声をかけられ驚く恕じよ宇う。「な、なんだよ新にい見み、おどかすな」

　後ろには由真の姿も見える。

『ヘンナ生物』が、言った。「ゆあーん」

　恕宇も言った。「……遅かったな」

「……遅かった？」驚いたように、亜緒。「……遅かったの？　……遅かったかな？」

「……何やってんの？」と由真。

「……別に」

　三人は、教室に入った。

　教室に入るなり、ランドセルは由真に渡して、ずんずんと日ひ奈なの席を目指す亜緒。

「ど、どうしたんだあいつ」何を言い出す気か心配になり、恕宇は慌あわてて由真に尋たずねた。「と、止めなくて……」

「話したいことがあるんだって」と由真。

　亜緒は日奈の前に立つと、おはよう、も言わずにいきなり言った。

「ひなちゃん」

「……おはよう、亜緒ちゃん」おへそを前に微笑ほほえむ日奈。「……何？」

「……瀬せ戸と……さん」怒ったような、亜緒の声。

「……うん」

「転校するんだって」

「……」

「……お母さん逮たい捕ほされたから、親しん戚せきに引き取られることになって」

「……みたいだね」恕宇の見ている限り、日奈の表情は変わらなかった。

　再び言う、亜緒。

「ひなちゃん」

「……何？」

「……あお、瀬せ戸とさん、嫌い」早口になって言う。「そうよ、あおはあんなやつ、嫌い！　大だい嫌い！　大大大大大嫌い！　別にあいつがどうなったっていいもん！　知らないよ！　あんなやつ嫌いなんだから！」

「……そうなんだ」日ひ奈なは笑った。「困ったね。……でもそれは、まぁ、人それぞれだし」

「……そうよ、あんなやつどうなったっていいって思う！」

「……でも？」

　でも、と問われ、

「なんか、すごく気分が悪いの！」亜あ緒おの顔が、今にも泣き出しそうに曇る。「……なんで？　これってなんでなの？」

　日奈は言った。

「……それはね、このまえ亜緒ちゃんが瀬戸さんを、傷つけたからだよ」

「なんでよ！　あおはあんなやつ別に──」

「どんなに嫌いだからって、傷つけていいってことにならないよ」日奈は穏おだやかに言った。「好みは人それぞれだから……仕方ないけど、嫌いだから傷つけていいってことにはならないよ。たとえどんなに嫌いでも、わけなく傷つけるのは、ダメ」

「……それは……」

「そうでしょう？」重ねるような日奈の言葉に、

　……亜緒はしぶしぶ、うなずいた。

　うなずいて、言う。

「……じゃあ、どうすればいい？」

「……悪いと思っているのなら、謝らなきゃ、ね」

　日奈は亜緒の目を見た。

　その視線をそらさずに言う。

「……正しいと思うことは、……やっぱり、しなきゃ」

「……えー？」

　……亜緒の顔に浮かんだ表情に、言葉とは裏うら腹はらなその表情に、恕じよ宇うは思った。……結けつ局きよく亜緒は、その言葉を聞きたかっただけなのだ。どうすればいいかは、最初から分かっていたのだ。でもそれを、日奈の口から聞きたかったのだろう……なぜか。

　亜緒に優しく尋たずねる日奈。

「……どうする？」

　……しばらくして。

「……分かったよ」不ふ承しよう不ぶ承しよう、といった感じに、いかにもいやそうに、それでも亜緒はうなずいた。「ひなちゃんがそう言うんなら、……謝るよ。謝ればいいんでしょ？」

　よし！　と亜緒の頭をなでる日奈。

「亜あ緒おちゃんは、いい子だ！」

「……まぁね。……だからさ」上うわ目め使づかいに日ひ奈なを見る亜緒。「……ひなちゃん、ついてきてくれる？」

　日奈は微笑ほほえんで、うなずいた。

「うん、いいよ。……あたしも、会いたかったし」

「ほんと？　じゃ、行こう！」日奈の腕を取り、無理やり立たせる。「今、行こう！　すぐ行こう！　こういうのは、早い方がいいってば！」

「……はいはい」

　笑いつつ、……二人は教室から出て行く。

「……行っちゃったよ」二人をずっと見ていた由ゆ真まが、つぶやく。「……なんか亜緒ちゃん、冬ふゆ月つきさんにべったり。……なんだかなぁ……」

「ゆあーん……」と『ヘンナ生物』。

　恕じよ宇うは何も言わなかった。

　二人の姿がドアから消えるまで、ただずっと、眺ながめていた。多分自分だったら、謝りになんかいけないだろう、そう思いつつ。日奈はこうなることを予測して、それが自分をどれだけ苦しめるか考えて、それでもそれを言ったのだろうと思いつつ。




　なぜだろう、どうしようもない、

　敗北感を、感じつつ──







　恕宇のなかで、何かが変わった事件だった。




　次なる恕宇へのプロローグ──
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　それでは、

　八月はある朝──夏休みに入って最初の登校日──の、大城跡ゆめあと小学校四年二組のとある会話を紹介しよう。




「……どうかしたの？」と口くち火びを切ったのは、右の耳にピアス（青せい石せき）をつけてのへそだしルック──しかし全然下げ品ひんではない──というませた格かつ好こうをした少女だった。

　名を、新にい見み亜あ緒おという。

「……なんか二人とも、元気ないね」新見亜緒の問いかけに、

「うん」と答えたのは、ちょっと眉まゆの濃い少女、冬ふゆ月つき日ひ奈なである。「……ちょっと、困ったことがあって……」

「困ったこと？」目を輝かせて話に割りこんで来たのは頭の上に『巨大な芋虫にヘンナ見える何か生物』を乗せた少女、二ふた葉ば亭てい由ゆ真ま。「なになに？　何があったの？」

「由真はそういうの、好きだもんね」

「うん！　あたし、人が困っているところ見るの大好き！」

[image: ]

　……おずおずと、日ひ奈なは言った。

「……そのことで……助けて欲しいんだけど……」上うわ目め使づかいに二人を見る。「……秘密、守ってくれる？」

「うんうん！」目をきらきらさせながら、こくこくとうなずく由ゆ真ま。「あたし、秘密も大好き！　大丈夫、あたしたちの口は固いんだから！　ね！」亜あ緒おを見て言う。「……亜緒ちゃんあたしの秘密知しっているけど、誰にも言ってないよね？」

　顔を白く、ついで青くして、亜緒は叫んだ。

「言ってないよ！　……あ、あんなこと、言えるわけないじゃない！」

「……そしてあたしも亜緒ちゃんの秘密を知っているけど、誰にも言わない。そしてあたしたちは、仲良し。……ほらね？」日奈を見、由真はうなずいた。「きっとあたしたち、もっと仲良くなれる。だから安心して、話してくれていいよ、冬ふゆ月つきさん」

「……でもちょっと、怖い話だよ？　……聞いたら、もう後あと戻もどりできないよ？」

「……でも、困っているんでしょ？」亜緒の言葉に、

　日奈は黙って、うなずいた。

　……傍かたわらに座る、黒くろ髪かみはポニーテイルが腰を過ぎるほど長い、長身の少女を見る。彼女を見る日奈の表情に何かを感じ取ったのだろう、あらためて居住まいをただし、由真は言った。

「……いいから、話してみて」

　……逡しゆん巡じゆんののち、

　日奈は、言った。

「……あのね、あたし昨日ね……




　邪じや神しんを復活させちゃったの」




　……沈ちん黙もくののち、

　尋たずねる亜緒。

「……ジャシンって……あの、悪い神さまの、邪神？」

「……うん、……ああ、どうかな」日奈は頭を振った。「位置付けは邪神なんだけど、それは後こう世せいの人間がそう伝えたからで、本当はとても優しい、いい神さまだったみたい。小鳥遊たかなしさんによると、人間をはじめこの世のありとあらゆるものを生み出した、創そう世せいの神さまなんだって」

「……それを復活させたわけ？」と由真。

　うん、と日奈は、うなずいた。

「……それでね、困っているんだよ」

　亜緒もうなずく。

「うん。それは困ると思う。あおもやっぱり、困ると思うな……」あらためて、尋たずねる。「邪じや神しんって、何を食べるの？　……今どこにおいてるの？　大きさはどれくらい？　……あの怖いお父さんに言う？」

「そういうことで困っているんじゃないと思う」と由ゆ真ま。

「……そういうことで困っているんじゃないの」日ひ奈なも言った。

　あらためて亜あ緒おと由真、そして『ヘンナ生物』を眺ながめ、その言葉を口にする。

「……その邪神さん、この世界を滅ぼそうとしているのよ」

「ええ？　なんで？」亜緒が叫んだ。

「ゆあん？」と『ヘンナ生物』。

　日奈は言った。

「……なんかね、その神さま……仲間の神さまに裏切られて、今までずっと、新あら鷹たか神社に封ふう印いんされていたんだって。だから……すっかり怒っていてね、裏切った神さまの創つくったこの世界なんか滅ぼしてやるって……」

「それはまさしく邪神だなぁ」と由真。

「でもでも……丸ごと？　この世界を全部、ぶっ壊しちゃうわけ？　そんなことできるの？」

　亜緒の問いに、

「できるみたい」日奈はあっさり答えた。頭を振る。「……早ければ今夜にも、世界は、……滅んじゃうかもしれないの」

「わぁ……」亜緒は頭を振った。

　由真は黙って、日奈を見つめている。

　しばらくして、亜緒は言った。

「……世界が滅んだら……想像はできないけど、そうなったらあおも、死んじゃうよね……ううん、誰も生きてはいけないねぇ」

「……その神さま以外は、ね」日奈はうなずいた。「……あたしたちを滅ぼしたあと、新しい、もっといい世界を創つくるんだって言ってた。二度と裏切られることのないような」

「……でもその世界には、あおも、由真も、……誰も生きてはいないんだよね？」亜緒は頭を抱かかえた。「……それは確かに、困ったなぁ。……実感わかないけど、困ったことだってのはあおにも分かるよ。……ああ、困ったなぁ。すごい困った」

　よしよしと亜緒の頭をなでつつ、由真が聞く。

「……それで？」

　日奈は、言った。

「……だから、二人に助けて欲しいの」

「……世界を？」と由真。

「……ううん。あたしを」

「それは……いいけどさ。あおたちに、なんかできるの？」尋たずねる亜あ緒おに、

「ううん、ただ」答えようとする日ひ奈なを止め、

　さらに由ゆ真まは尋ねた。

「……だいたいなんで、邪じや神しんなんか復活させちゃったわけ？　どうして、そんなことになったのよ。邪神って、そんなほいほい復活させられるようなもんじゃないでしょう？」

「……ごめんなさい」日奈は、頭を下げた。

　二人（プラス一匹）を順々に眺ながめ、おずおずと言う。

「昨日ね、……小鳥遊たかなしさんのお家に行って、……そのときに、『奥おくの院いん』ってところに入らせてもらったの」

　口をはさむ亜緒。「『奥の院』？」

「うん。なんか、いろいろ大事なものがしまってあるところでね、そこで……いろいろ見せてもらっているときに、……つい、不注意で……」

「……不注意で、邪神をよみがえらせたって言うわけ？」

　詰きつ問もんとも確認とも取れる由真の口く調ちように、

　ごめんなさい、と日奈が謝りかけた瞬間──




「違う！」




　それまで一言も喋しやべらなかった、長い黒くろ髪かみをポニーに結ゆった背の高い少女が声を発した。

　高い声を上げ、叫ぶ。

「違うんだ！　冬ふゆ月つきは何も悪くない！」

　でもあたしが……と言いかける日奈を押しとどめ、ポニーテイル──よく見るとところどころに、白はく髪はつの房ふさができている──を揺らしてつぶやく。

「違うんだ……本当は、……本当に、冬月の不注意じゃないんだ……」

「……え？」

　冬月日奈の目を見ずに、長身の少女──小鳥遊恕じよ宇うはようやく、……言った。

「……あたしが……わざと、やったんだ」

　お前のせいに見せかけて、……お前を困らせてやろうと思って、わざと。

　……あんなすごい怪物が出てくるなんて、思わずに……

　沈ちん黙もくが、場を支配する。

　……しばらくして、

「……仕方ないなぁ」由真はため息をついた。「だったら、しょうがないか」

　あっけにとられる、恕宇。

「え？」

「……小鳥遊たかなしさんなら、……分かる気もする。だったらまぁ、しょうがないよ」日ひ奈なを見て、微笑ほほえむ。「……ごめんね冬ふゆ月つきさん。責めるようなこと言って。なんか隠かくしているなって、思っちゃって。……あたし秘密は好きだけど、隠されるとムカつくんだ」

「……ううん」

　それで、と由ゆ真まは尋たずねた。

「……あたしと亜あ緒おちゃんは、何をすればいいの？」







　──枝し葉よう末まつ節せつを取り払おう。

　無む駄だなもの、要らないものを切り捨てて、シンプルに考えよう──

　……だが何をもってして、枝葉末節とする？　と小鳥遊恕じよ宇うは今、思う。たとえばこんなガキどもの、くだらない、昼休み、あるいは放課後のおしゃべり。腰がくだけるような、間の抜けた会話──そういったものを、恕宇は枝葉末節として切り捨ててきた。……いいや、おしゃべりだけじゃない、こんなガキどもの全すべてが、恕宇にとっては枝葉末節だった。ガキだけじゃない、ものの分かっていない大人おとなも、いいや大人も子供も全ての他人が、恕宇にとっては枝葉末節だった。いいや自分さえ、恕宇にとっては枝葉末節だったのだ──見けん鬼きの力を除いては。

　この世界すら。

　だが、と思う。

　そうやって切り捨ててきた『枝葉末節』のなかにこそ、……本当に大事なものがあったのではないか？　たとえ一つ一つはつまらないものであったとしても、集めてみて初めて分かる、何かがあったのではないか？

　──枝葉末節を取り払おう。

　……いったい何が、事件の原因だったのだろう、と恕宇はあらためて、思う。……あの、お風ふ呂ろの時間にみゆきと交わしたあの会話、あれが始まりだったのか？　恕宇はそのとき、みゆきに背中を流してもらっていたのだが（もう四年生だからその必要はないのだが、みゆきは実に丁てい寧ねいにしてくれるので気持ちがよくて、ついついしてもらっている）、ふと思いつき、みゆきに尋たずねた。「……どういうとき、あたしってすごいと思う？　見鬼ってすごいんだな、と思う？」みゆきはあっさりと答えた。「それはもちろん、恕宇さまが『鬼』を退たい治じしているときです」と。そういうとき、恕宇さまは本当に見鬼なんだな、見鬼ってすごいんだな、と思います──そうみゆきは答え、恕宇はあらためてうなずき、

　──冬ふゆ月つき日奈に、自分が鬼を『祓はらう』ところを見せてやろうと思ったのだった。

　──あれが始まりだったのか？

　いいや、と恕宇は思う。たとえみゆきに言われなくても、いずれ自分で思いついていただろう。結局、早いか遅いかの違いだったのだ。……だいたいあのときはまだ、恕じよ宇うは邪じや神しんを復活させようなんて思ってはいなかった。少なくともビデオデッキにテープをセットするまでは。恕宇は日ひ奈なにビデオの記録でそれを見せようとしていたのだ──画面のなかに一人でバカのように踊り狂う自分の姿を見つけて、あらためて『鬼』は普通の人間には見えない、と言うことを思い出すまでは。

　では、と思う。

　そのあとの無む玄げんとの会話、あれが原因、なのか？

　ビデオとテレビを叩たたき壊こわしたあと、恕宇はだったらいっそ、日奈を鬼やらいの『現場』に立ち合わせてやろう、と思った。鬼を見られない人間に鬼の存在を分からせるには、それしかない。たとえ目には見えなくても、その場にいればそれは感じる。感じられる──みゆきのように。冬ふゆ月つきだって、分かるはず。『鬼』の存在と、そして見けん鬼きのすごさ、素晴らしさを──恕宇はそう思い、

　冬月を『祓はらえ』に立ち合わせてやることにしたのだった。

　だがもちろん、みゆきとは違って、一般人の冬月日奈を『祓え』の現場に連れて行くことは無玄が許さないだろう。……だが、偶然鬼おにに出くわして偶然そこに日奈がいた、というなら話は別だ、無玄だって怒れない。

　偶然鬼に出会う、だって？

　もちろん普通なら、そういうことは起こり得ない。日常で鬼に出くわす、ということなどめったにない──だが、ここ新あら鷹たか神社では話は別だ。ここには、普通でないモノがたくさんあるし、『普通じゃない』が起こり得る。たとえばこういうのはどうだ？　歴史に興味がある日ひ奈なを、渋しぶ々しぶ『奥おくの院いん』につれていく。もちろん事前に、恕宇は冬月に「中には入れてやるけれど、そこらのものを勝手にいじるんじゃないぞ？」と言っておく。だが冬月はそれを聞かずに、間違えて『鬼』を封ふう印いんしてあるものをいじってしまい（そういうものが、新鷹神社にはたくさんあるのだ）、その封印を解といてしまうのだ！

　復活し、日奈に襲おそいかかる鬼！（もちろん実際には、鬼は人間に悪あく影えい響きようを与えるだけで襲いかかったりはできないんだけど）

　自分のしたことに、そして鬼に怯おびえる日奈！　そしてそれをさっそうと助けてやる、見鬼の自分──！

　恕宇はそれを、実にいいアイディアだと思った。見鬼のすごさを教えてやれる、実にシンプルでいいアイディアだと思った。そうではないか？　見鬼のすごささえ分かれば、あの『いやなやつ』冬月日奈も、──あたかも自分と恕宇が同じモノだとでも思っているかのような、傲ごう岸がん不ふ遜そんなあの態度をあらためるだろう。さらには恕宇を輝かんばかりの尊そん敬けいの目で見つめ、そんな見鬼の傍そばにいられる自分はなんて幸せなんだと思うだろう。ああ、と恕宇は自分のアイディアに嘆たん息そくした。ああ、実にいい、素晴らしいアイディアではないか？　このプランさえうまくいけば、……きっと、恕じよ宇うの心のなかのこの、訳の分からない敗北感も消せるだろう。

　なぜだろう、

　冬ふゆ月つき日ひ奈なには勝てない、と思ってしまう、この訳の分からない脱だつ力りよく感かんも消え去ってくれるだろう。

　そう思った恕宇は、早さつ速そくつい最近に封ふう印いんしたばかりの『鬼』を──式しき神がみに使おうと手もとに置いていた──持って『奥おくの院いん』に向かったのだった。恕宇はそれを、『奥の院』のどこか目に付くところに置いておくつもりだった。そして、冬月に触らせて──

　だが恕宇は、

　そこで義ぎ父ふの無む玄げんに見つかった。

　──それが始まりだったのか？

　確かに、と恕宇は思う。確かにそのとき、無玄が『奥の院』にいる恕宇を見み咎とがめて叱しかっていれば、こんなことにはならなかっただろう。だが無玄は怒らなかった。ただ、恕宇にこんなところで何をしているのか？　と聞いただけだった。それどころか、恕宇がしどろもどろに「今度ここに友だちを案内しようと思って、危険なものがないか下した調しらべをしているのだ」と言い訳をすると、「そうですか友だちをそれはそれは」などと言って『奥の院』は立ち入り禁止の場所であるにもかかわらずそれを咎とがめるどころか手伝ってくれたのだった。

　具体的に言うと、

　そこにある様々なアイテムについて、詳しく説明してくれたのだった。

　──特に『ストレイキャット』について。

　それが始まりだったのか？

　無玄は『奥の院』のさらに奥、一番奥おくの壁かべ際ぎわに安置されたやけにハイテクな感じのキーボードのついた宝箱を恕宇に見せ、言った。

「いいですか、恕宇。これこそが新あら鷹たか神社の秘ひ奥おうです。これだけは、たとえ友だちになんと言われようが見せてはなりません。いいや近づけてもいけませんよ？　いいですね？」

「……へぇ」興味が湧わき、恕宇は尋たずねた。「……何が入っているんだ？」

「新鷹神社の御ご神しん体たい、『甕みか星ぼし之の玉たま』──別名まよ、ねみ……ま……」

「まよねみま？　なんだそりゃ」

「ド忘れしたのです」無玄は言った。「今、思い出しました。……この中にはいっているのは『甕星之玉』──その別名は、す、す……『ストレイキャット』……」

「『ストレイキャット』？」恕宇はその名に過びん敏かんに反応した。「迷い猫ストレイキヤツト、だって？」

　おや？　と恕宇を見る無玄。

「聞いたことが？」

「……い、いや、別に……」

　確かに、『ストレイキャット』なんて聞いたことはない。

　だがつい最近、恕じよ宇うは『猫が消えたロストキヤツト』が原因で、冬ふゆ月つきに敗北感を与えられた。もう一カ月近く経たつのに、いまだ消えない敗北感を。

　……忘れるはずがない。

　──ストレイキャット？

「『ストレイキャット』、それは、ＣＩＡがつけたコードネームです」無む玄げんは話し始めた。「知っていますか？　ＣＩＡ、つまりアメリカのセントラルううんむにゃむにゃぴー……」

「せんとらるいんてりじぇんすえーじぇんしー、だろ？」

「まさに」我が意を得たり、とばかりにうなずく無玄。「……おほん、いいですか？　『ストレイキャット』というのは、そのえーじぇんしーが名づけたコードネームなのです。……ああ恕宇、マイ・ドウタァ。私はそのえーじぇんしーに狙ねらわれている」

「お気の毒に」恕宇はうなずいた。「……だがそれを、他人に言うなよ。ゴム張りの部屋に入れられちゃうからな」

　無玄は重々しく、言った。

「冗じよう談だんだと思っているようですが、本当です。ＣＩＡはそれを狙っており……そして実際、それには世界を滅ぼす力がある」

「へーそー」

「ああんもうッ、へーそーではありませんッたら！」業ごうを煮やしたのかへんな言葉使いになって、無玄は叫んだ。「では言ってしまいましょう！　いいですか恕宇、その『ストレイキャット』には！」

「……には？」




「天あま津つ甕みか星ぼしが封じられているのです！」




「何それ？」




　ごつッ、と頭に何かが落ちてきて、無玄はその場に崩れ落ちた。

　頭を抱かかえ、絞しぼるように言葉を発する。

「ああ……恕宇、マイ・ドウタァ、あなたって、人は……」

「……なんだよ」

「──自分の神社の祭さい神じんぐらい、ちゃんと覚えておきなさい！」

　ああ、と恕宇は手を打った。

「天津甕星って、あれか？　庭先に飾ってある、なんか木のエイリアンみたいな……」

　エイリアンって……と、がっくりくる無玄。

「いいですか恕宇、そもそも天津甕星は、金きん星せいの神かみ、日本でもっともまつろわぬ神、もっとも旧ふるき……」いえ、今はやめておきましょう、と首を振る。「……とにかく恕じよ宇う、そういうわけですから、これには誰も、近づけないように。……たとえあの、冬ふゆ月つき日ひ奈なであっても」

「な、なんであいつが出て来るんだよ！」

「いいですね？」

　……はいよ、と恕宇はうなずいた。

　どうも緊きん張ちようが足りませんねぇ、と無む玄げんはため息をついた。

「……いいですか恕宇、『ストレイキャット』には、本当に天あま津つ甕みか星ぼしが封じられているのです。だからＣＩＡが狙ねらうのです。それがどれほど重要なのか、分かりますか？」

「はいはい。……いいかげんくどいぞ無む玄げん」

「……ああ恕宇、なんと言ったら分かってもらえるのか……」

　無玄はしばし、考えこんだ。

　そして、言った。

「……恕宇、見けん鬼きであるあなたには、『鬼』が見えます」

「ああ……なんだよ今さら」

　ですが、と続ける無玄。

「世のなかには、見鬼でなくとも……普通の人間にも見ることのできる鬼が、いるのです」

「……なに？」

　普通の人間にも見える、鬼？

　恕宇は目を見開いて、無玄を見た。

　恕宇の反応に気を良くしたのだろう、微笑ほほえみを浮かべて無玄は言った。

「そうです。……あまりに強い歪ゆがみを生じさせる鬼は、見鬼でなくとも見ることができる──いえ、見えてしまうのです。勘かん違ちがいしないでください、感じられる、ということではありません、文字通り、見えてしまうのです！」

「……そんな、鬼が……」

　うなずく無玄。

「いわゆる『神』と呼ばれるほどの力を持つ『鬼』……それがどれほど危険な存在か、分かりますね？　誰にでも見えるということは、逆にそれは誰にでも力を行使できる存在である、ということなのですから」

「……誰にでも、見える鬼……」恕宇は無玄の話を、ほとんど聞いていなかった。

　誰にでも（たとえばあの冬月日奈にも）、見える鬼……

　黙りこくった恕宇に、

　よしよし、とうなずく無玄。

「分かってもらえましたか？　そんな危険な鬼──いえ、神が、このなかに封ふう印いんされているのです。……ですから、この『ストレイキャット』の扱いは、慎しん重ちように」

「……ああ」恕じよ宇うは生なま返事を返した。

　いいですか、と無む玄げんは声を小さくした。

「ですから、……たとえ身み元もとが割れている冬ふゆ月つき日ひ奈な相手にも、油ゆ断だんしてはいけません。もしかしたら、当日あなたの前に現れる彼女は、『ＣＩＡの工こう作さく員いん』が化けた姿かもしれない」

「……」

　いいですね、とさらに声を潜めて続ける。

「この『ストレイキャット』は、電子ロックがかかっているから普通の人間には開けられない。ですから……もしも冬月日奈がこのキーボードに円えん周しゆう率りつを打ちこみ始めたら、それは明らかに『ＣＩＡの工作員』でしょう」

「……円周率？」

「そうです。もしも彼女がこのキーボードにローマ字で『ＯＨおＹＯＨよＳＯＨそ‐ＳＵＮ３』なんて彼女の知るはずのないパスワードを打ちこみ始めたら、ああ、彼女はおそらく『ＣＩＡの工作員』でしょう。迷うことはありません、恕宇、彼女をとめなさい。……いかなる手段を用いても」

「ああ、……分かった」およそ３……

「もっとも、止めるのが間に合わなかったからといって、焦あせってはいけません。もしも彼女がそのパスワードを入力し、この宝箱を開けようとしたら……構いません、そのままやらせておきなさい」

「……え？」

「この宝箱には、二重のロックがかけてあるのです」きらりん、と、力強い笑顔を見せる。「第二のキーを入力しないで開けば、宝箱は中の物とともに、自じ壊かいします。……どうです？　この二段構え！」

「……さすが」畜ちく生しよう、と心の中でつぶやく。

　だが次の瞬間、無玄はとんでもない行動に出た。

　手をひらひらさせながら、奇き妙みような踊りを、しかも叫びつつ踊り始めたのである。

「テケテケリンリンテケリンリン、おっぺけぺっけ、ぺっぽー！」

「なんだって？」思わず叫ぶ恕宇。「どうした無玄、大丈夫か？」

「……これが、第二の鍵かぎ、です」きりっとした顔で、無玄は恕宇を見つめた。「分かりましたか？　もう一度やりましょうか？」

「……え？　いや……あ、あの……」

「円周率については、当然知しっている小学生もいるでしょう」無玄は重々しくうなずいた。「あるいは偶然、そのキーボードに打ちこんでしまう、ということも決してないわけではないかもしれません。……ですがこの第二の鍵は……これが第二の鍵であることは、偶然には知りようがない。

　……にもかかわらず、冬月日奈がこれを踊り始めたら──

　恕じよ宇う、冷れい徹てつな現実を受け入れなさい、彼女は間違いなく、『ＣＩＡの工こう作さく員いん』です」

「……そ、そうだ、な……」かろうじて、うなずく恕宇。

　真剣な面おも持もちで、無玄は恕宇の肩を叩たたいた。

　そして、言った。

「……そのときは……躊ちゆう躇ちよなく、止めるのです、彼女を。どんな手を使っても。

『ストレイキャット』を、悪人に渡してはならない。

　……あれには本当に、世界を滅ぼす力がある」

「……ああ、分かった……」こちらも真剣な顔で、恕宇はうなずいて見せた。

　その後も無む玄げんは、心配だなぁ、よく覚えておきなさい、といって何度も何度も第二の鍵かぎを披ひ露ろうしてくれた。あまつさえ、「やっぱり心配だ、当日は私も同席しましょう」といい、「ああでも来週からシュッチョウだ、恕宇、私が帰ってくるまで待っていられませんか？」なんて言って恕宇にいいチャンスまで教えてくれた（よしじゃあ来週決けつ行こうしよう！）。だから恕宇は、大丈夫、扱いは慎しん重ちようにする、無玄が帰ってくるまで待ってもいい、と約束（守るつもりのないモノをそう呼んでもいいモノなら）し、さらに天あま津つ甕みか星ぼしについて詳しい話を教えて欲しい、なんて言って無玄を喜ばせたのだった。

　そして恕宇は、天津甕星について勉強した。

　心の中で、

　現れる、冬ふゆ月つき日ひ奈なにもしっかり見える、エイリアンのような『鬼』、

　それを見て怯おびえる冬月、

　そしてその目の前でさっそうと、その鬼を倒す自分の姿を想像しつつ──

　──枝し葉よう末まつ節せつを取り払おう。

　あれが原因か？　と恕宇は思った。無玄があんなにくどく『ストレイキャット』の説明をしなければ、こんなことにはならなかった。そもそも無玄が話さなければ、あの宝箱の開け方さえ分からなかったのだ。……だいたい、『ストレイキャット』という名前だっていけないのだ。そんな因いん縁ねんのある名前をしているからこそ、恕宇はなんか運命を感じたような気がしてしまったのだ。そして消えた猫ロストキヤツトの借りは、迷い猫ストレイキヤツトで返そう、なんてしゃれて？　考えてしまったのだ。

（……ストレイキャット……）

　……そうだ、と思う。

　自分をごまかしても始まらない。

　結局のところ、恕宇があらかじめ宝箱に『ＯＨおＹＯＨよＳＯＨそ‐ＳＵＮ３』なんて打ちこんでおいたのも、壁に『テケテケリンリンテケリンリン、おっぺけぺっけ、ぺっぽー』なんて書いた紙を貼はって日奈が読むよう仕向けたのも、……そして読んでいる背後で不ふ思し議ぎな踊りを踊ったのも──

（無む玄げんのせいでも、ましてやみゆきのせいでもない）

（あたし自身が、原因だ）

（……自分をすごいやつだと思いこみ、それこそ神さまだって倒せる存在だと思いこんでまったくいい気になっていた、あたし自身が招いたことだ──）

　今なら分かる。

　一晩で白はく髪はつの房ふさができるほど強力なストレスにさらされた、邪じや神しんという『本当に特別な存在』に出会った、今のあたしなら──







　──枝し葉よう末まつ節せつを取り払おう。

　その日、小鳥遊たかなし恕じよ宇うは自らの愚おろかさのせいで、現世を憎む異い貌ぼうの邪神をよみがえらせてしまったのだった。

　──枝葉末節を取り払おう。

　助けて欲しい、と日ひ奈なは言った。

　邪神を復活させてしまったから、助けてくれと。

　そして恕じよ宇うがそれまでバカにしていたモノたちは、枝葉末節と切り捨ててきた者たちは、いかにもあっさりと、

　それを信じ、助けることを約束してくれたのだった──




　　　２




　天あま津つ甕みか星ぼしは、まるで植物を動物化したような姿をしていた。

　下から描写していこう。まず、星形に五つに別れた木の根のような足がある。そこから樽たるのような胴どう体たいが伸びているのだが、胴体の真ん中をとりまくように等とう間かん隔かくに、やはり五つの突とつ起き物がある。樽のような、あるいは木のような胴体の一番上には普通に頭があるのだが、それもまた、きれいにいうなら五つの花か弁べんを持つ花のような、もっと直接的にいうなら巨大なヒトデを乗っけたような感じの星型になっていた。ヒトデの真ん中には巨大なまぶたつきの目があり、澄すんだ瞳が（明らかに人の瞳ではないのだが）なんかかわいらしい感じがしないでもない。……実際、全長約二メートル強のその風ふう貌ぼうは、なんか無理からぬいぐるみ化してかわいらしくしたような、奇き妙みように綿わたっぽい全体感に包まれている。

『奥おくの院いん』のさらに奥、岩いわ肌はだののぞく洞どう窟くつ部にずしん、と陣じん取どっていた天津甕星は、恕宇たちの姿を見て大気を揺るがす巨大な声を発した。

《うむ、来たな！》

「わぁ！」驚きよう愕がくの声をあげる亜あ緒おに、

《わぁ！》驚きよう愕がくの声をあげる天あま津つ甕みか星ぼし。

《なんだそいつらは？　いったい誰をつれてきた？》

　日ひ奈なは頭を下げ、二人を示した。

「こちらはあたしのお友だちです。新にい見み亜あ緒おちゃんに、二ふた葉ば亭てい由ゆ真まちゃん。……あのね、こちらの方が天津甕星さま」

「新見亜緒です！」亜緒は頭を下げた。

「……二葉亭由真です」由真は頭を下げなかった。

《……天津甕星だ》天津甕星は鷹おう揚ように言った。

　ヒトデの真ん中でまぶたつきの大きな一つ目を細め、日奈を見る。

《この者たちは、知っているのか？　私が……その、つまり》

「……はい」

《むごいことを》目をつぶる。《いたずらに恐怖をあおるだけではないか。死が訪れるその日まで、せめて心安やすらかにさせておけばよいものを……》

　由真がつぶやく。

「……殺そうとしている本人に、言われたくはないなぁ」

「ゆやゆよーん」と『ヘンナ生物』。

《……わぁ？》

「……天津甕星さま、かぁ」その名をつぶやいてみる、亜緒。「言いにくいなぁ……ねぇ、みかちゃんって呼んでもいい？」

　恕じよ宇うは度ど肝ぎもを抜かれて亜緒を見た。

《ダメだ》多少ドギマギしながらも、答える甕星。《私は神、そしてお前はにっくき人間なのだ。フレンドリーは許さない。甕星さま、あるいはこの神じん社じや風ふうに御おん星ほしさま、と呼ぶがいい》

「おんほしさま、かぁ……」不ふ承しよう不ぶ承しよう、うなずく亜緒。「みかちゃん、ってかわいいのになぁ」

《神さまがお前、かわいくてどうする？》えっへん、と胸？　を張る。《神とは、恐れられてなんぼのものなのだ》

「……その割には、なんかかわいい外見だけど？　……言葉もうまいし」由真が言った。

《これは、そこの娘に言われてあえて、こんな姿をしているのだ。私が本ほん性しようを解き放ったら、お前らみんな正気ではおれないぞ？　怖いぞ？　本当に恐ろしいんだぞ？》

「本当だよ」日奈もうなずく。「小鳥遊たかなしさん、それ見て気き絶ぜつしたんだから。……だから頼んだの。気絶したりしないように、もっとかわいくなってくださいって」

「冬月さんは、怖くなかったの？」

「あたしも怖かったけど、……気絶するほどじゃなかったな。普通の人間だからかな？　……でも見けん鬼きの小鳥遊さんは、なんかすごく怖いものが見えたみたいで……」

　そうだ、と恕宇はうなずいた。……実はいまだって、怖くてたまらない。たとえ外見をかわいくしていてもそのうちから流れ出る力は隠かくしようもなく、そして見けん鬼きの瞳はそれが見える。恕じよ宇うなんか、一瞬で吹き飛ばしてしまえるような力の奔ほん流りゆうが──だからいまだに、怖くて見られない。他のみんなが平然と話しているのが信じられない。

　亜あ緒おが、あ、と言った。

　信じられない、と叫ぶ。

「ひょっとしてたかちゃんの髪、あんな白髪しらがのぱさぱさ混じりにしたの、イメチェンじゃなくて神さまなわけ？　ひどい！　そんな、神さまが女の子に意い地じ悪するなんて！」

《わ、わざとではないのだ》慌あわてて甕みか星ぼし神は弁べん明めいした。《何しろ復活したてで、力を制せい御ぎよできなかったのだ。それでもずいぶん苦労したのだぞ？　だからもう一人の方は、平気でピンピンしているじゃないか》

「それでも！」なおもいきり立つ亜緒に、

（わ、バカ、よせ！　あたしならいいから！　怒らせるなぁ！）と恕じよ宇うははらはらしたが、

　……やがて天あま津つ甕星は、意気消しよう沈ちんした感じで言った。

《……だって》すまなそうに、《いつ復活するか、なんて分からなくて、……いきなりだったし、……ちょっとかっこつけてもみたかったし……だいたい、近くに見鬼がいる、だなんて、思うわけないじゃないかぁ……》

「……」亜緒は、ぽりぽりと頭を搔かいた。

　恕宇を見て、言う。

「……なんかアレだけど、……本当に、悪気はなかったみたいだよ？　許してあげれば？」

　許すだなんてそんな……と口をぱくぱくさせる恕宇。

　信じられない、と心しん中ちゆう思う。……こいつ、分かっているのか？　相手は神さま、それもあたしたちを殺し世界を滅ぼそうとしている破は壊かい神しんなんだぞ？　それなのにお構いなしか？　あたしならともかく相手は……

　……そうか、と今さらのように気づく。

　この新にい見み亜緒という少女にとっては、相手が見鬼だろうが神さまだろうが関係ないのだ。関係なく、自分の信念にしたがってちょっかいを出してくるのだ。相手がどれほどの力を持っていようと、それでも自分を曲げないだけの……

　思い出す。

　かつて亜緒が、日ひ奈なを呪のろいにかけようとしていた恕宇の前に立ちはだかったあの光景を。拳こぶしを握り口をへの字に結むすんで、怖がりながらも恕宇が屋上に行こうとするのを止めた、おへそを出したあの姿を。……恕宇なんか、ただ自分より強い相手に出会っただけでもうこんなに萎い縮しゆくして口も利けずにいるというのに……

「……たかちゃん？」

「あ、いや……」慌あわてて目をそらす。

　亜あ緒おはあらためて甕みか星ぼしに向き直り、言った。

「……あのね、神さま」

《……なんだ？　まだ何か……》

「ちょ、ちょっと……」顔を赤くして、「触ってもいい？」

（わーお？）

　恕じよ宇うは一瞬倒たおれかけ、この新にい見み亜緒という少女は単に恐れる、という心がないだけの鈍どん感かん少女かもしれない、と思い直した。

　あきれる甕星。

《……なんなんだお前は？　不ふ敬けいにもほどがあるぞ？》

「……だって、神さまって空想上の存在だとばかり思っていたもんだから……」もじもじと、うつむく。「だから触って、確かめたいなぁっ、て……」

　……神さまはため息をつき、言った。

《……好きにしろ》

　亜緒は恐る恐る神さまに近づき、触り、

　──次の瞬間、

《……わぁ？》

「わぁ！　大変だよ由ゆ真ま！」抱きついて、叫ぶ。

「な、何？」

《なんだ？》

「ゆあん？」

　亜緒は言った。

「なんか温かい！　しかもどくんどくんって言ってる！」感かん極きわまってついには叫ぶ。「神さまって生きているんだ！　生物なんだよ、由真！」

「……そ、そう……」

「ほ、本当？」日ひ奈なは目を丸くした。「……あ、あの、神さま、あたしも……いい？」

《……好きにしろ、もう……》

　少しずつ、ゆっくりと赤せき面めんしていきながら、天あま津つ甕星に抱きついていく日奈。
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「……本当だ……」つぶやくような、声。「生物って……感じだ……」

「ね？　でしょう？」

《勘かん違ちがいするな》目を閉じ感情を隠かくしたまま、甕星は言った。《このレベルではこれが楽だというだけの話だ。本来の私は、まったく別物な存在なのだから》

「……でも……生きてる感じ、なんだ」日奈は身体からだを離した。

　甕星を見上げ、悲しげに言う。

「それだけ言葉を理解して、……話せて、……身体からだも温かいのに、

　……あたしたちを殺そうと、するんだ……」

《……そ、れは》

「そうよ！」言いよどむ甕みか星ぼしの代わりに、二ふた葉ば亭てい由ゆ真まが力強く答える。「亜あ緒おちゃんも冬ふゆ月つきさんもなんか勘かん違ちがいしているみたいだけど、そいつは敵！　あたしたちを、そして世界中を滅ほろぼそうとしている敵！　……善か悪かは別としても、とにかく……敵なの！

　……分かったら、亜緒ちゃんいいかげん離れな！」

「……でもぉ」

「デモも体験版もない！」この少女にしては珍しい、というよりも恕じよ宇うにとって初めて聞く金切り声を上げ叫ぶ。「いいから早く、離れるの！　亜緒ちゃんどっちの仲間なの？」

　うう、と言いつつようやく、かなり名残なごり惜しげながらも、亜緒は身体を離した。

　神さまは由ゆ真まに礼を言った。

《ありがとう》

　由真はため息をつき、言った。

「……なんかすごく、イメージ狂うんだけど……本当にあなた、天あま津つ甕星なの？」

《もちろんだ》

「……認めたくはないけれど……ううん、勝手にイメージつくってきたあたしが悪いのかもしれないけど……

　あなた、なんかいい人そう」

《……なんか自信がなくなってきたが……私はこれでも神なのだぞ？》甕みか星ぼしは言った。《……現代まさかこれほどまでに、神の権けん威いが落ちているとは思わなかったわ》

「でも本当に、いい人って感じ」亜あ緒おもうなずいた。「……ねぇ神さま、聞いていい？」

《……今度は、なんだ！》

「……ど、怒ど鳴ならなくてもいいでしょう」ぶー、とふくれ、でも尋たずねる。

「……どうして、あたしたちを滅ほろぼそうとしているの？」

　天あま津つ甕星は大きな一つ目で亜緒を見、やがて視線を恕じよ宇う、日ひ奈なにめぐらせて、

　ははぁ、と目もとを歪ゆがめた。

《……そうか、読めたぞ。こいつらは時間稼かせぎというわけだ》声に嘲ちよう笑しようの響ひびきが混じる。《……まぁ、いい。どうやらお前らは本当に何も知らないようだし、話してやろう。私が何者で、過去に何があったか……

　なぜ人間を憎むのか。

　人間よ……お前たちは、私──天津甕星について何を知っている？》

　亜緒は叫んだ。

「何も知らない！」

《……結けつ構こうぐさりときたぞ》今度は由ゆ真まを見る。《お前は何を知っている？　というか、誰か知っているやつは……》

「……あたしは一いち応おう、少しは知ってる。ここに来る前にちょっと、調べてきたから。

　──天津甕星、別名アメノカガセオ。日本神話によると、アマツ神の葦あし原はら中国（日本）平へい定ていのさい、最初に反はん旗きを翻ひるがえし、クニツ神々が降こう伏ふくするなか最後まで降伏しなかったというまつろわぬ邪じや神しんにして日本では数少ない、星の神。日の神に逆さからうその性質から、甕星（金きん星せい）の神とされる──また一説には片かた目め片かた足あしの神、つまりかかしの神あるいは鉄の神さまの祖そであるとも──ぐらい？」

《いやそれで充分だ》神さまは喜んだ。《……たとえ間違った認識でも知っていてくれてなんかうれしい》

　亜緒は首をかしげた。

「鉄の神さま？　ハンキンマツロワヌ？……まいったな、あおは理科が苦にが手てなんだ。話が全然分からなかった」

《……苦手なのは理科だけか？　こら》

「……要するにね」由真は簡単に、言った。「アマツ神──太陽の神さまが日本を征せい服ふくしようとしたときに、最後まで服従しないで戦ったという金きん星せいの神さま、それが天津甕星なの。

　でも負けて、殺された……」

　ああ、とうなずく亜あ緒お。

「……だから、怒って……」

《いや違う！》天あま津つ甕みか星ぼしは吠ほえた。《それは貴き様さまらの親の、親の、そのまたずーっと親々どもがでっち上げた、捏ねつ造ぞうされた歴史だ！　真実は──》声が切れた瞬間、

「──うわ？」「なに？」「きゃっ？」

　突然、ゆれて動き出す地面。

　ごごご、と洞どう窟くつが甕星の怒りに揺れ動く中、

《私は裏切られたのだ！》天津甕星は叫んだ。

《私だ！　私がここの空間を歪ゆがめてこの星を生み出し、歪みを重ねて貴様らのもととなる『衆しゆう合ごう素そ』を──やおよろずのアマツ神々とクニツ神々を生み出したのだ！　私が全すべてを創つくり上げたのだ！　全てを創り、あらゆる願いを叶かなえてやっていたのだ！　──それなのに──

　貴様らは私を裏切り、永えい劫ごうの闇やみに突き落としたのだぁ！》

　洞窟が──『奥おくの院いん』全体が、ごごご、と震えて揺れ動いた。

　大地自じ体たいを揺れ動かす、それこそが天津甕星の怒りであり、そして力だった。

　この世のありとあらゆるものを、破は壊かいする力──

「お、落ち着いて！」亜緒が叫んだ。「ほ、ほこりまみれになっちゃうよ！」

《落ち着けるものか！》天津甕星は吠えた。《もはや全てを破壊し尽くし、私を裏切った全ての歪みを消し尽くすまで、我が怒りは収まらない。だから私は、全てを壊こわす。全てを壊し、滅ほろぼして、再び新たな世界を創り上げる！　今度は裏切られない世界を──

　私は新たな世界の、新たな王となるのだ！》

　すさまじい勢いで、震動を始める洞窟。

　まさか、と恕じよ宇うは戦せん慄りつした。

　……まさか、今なのか？　日ひ奈なとの約束も忘れ今、世界を壊すつもりなのか？

「す、すごいよぉ！」歓声とも泣き声ともつかぬ声をあげ、尋たずねる亜緒。「こ、こんな力を持っていたのに、それなのに神さまは、負けちゃったの？」




　しん、といきなり静かになる洞どう窟くつ内。




　だが空気は、恐るべき怒りに満ちている。




　ぴりぴりと震え膨ふくらむ大気の緊きん張ちようのなか、恕宇は息もつけない恐怖に包まれた。日ひ奈なも、由ゆ真まも、亜緒さえももう、何も言えずに動けずに、ぴりぴり震える大気に縛しばられていた。すさまじい緊張、すさまじいプレッシャーのなか、いまや赤く輝く凶きよう星せいのようにらんらんと、目を真っ赤に輝かせ、

　天あま津つ甕みか星ぼしはささやいた。

《……それを聞くのか？　幼い娘よ》

　何も言えずに固まったままの亜あ緒おに、なおもささやく邪じや神しんの怒り。

《なぜ負けただと？　なら答えよう……笑い話だ》くっくっと、笑う。

　笑い声の中に、紡つむがれていく言葉。

《……私はここに星を作り、アマツ神には外で星を守らせた。クニツ神には地上で星を守らせた。……だが強制したわけではない。私はみなの意志を尊そん重ちようし、彼らの自由意志に任せた。適てき材ざい適てき所しよで場を分けて、あらゆる者の願いを叶かなえるよう努力した。

　だがしかし、アマツ神々は私を裏切り攻めてきた。

　……だが本当の裏切りは──》

　自じ嘲ちようの笑いが空間に満ち、嗚咽おえつとなって放たれる。

《クニツ神だったのだ！》

　狂うような笑い声──

　いや、それは泣き声だ。

　裏切られた神の嘆なげきが、怨えん嗟さの涙が嵐あらしのように大気を打つ。……いまや、天津甕星は泣いていた。大きな巨体で大気を、大地を嵐に震わせながら、しかし子供のように、天津甕星は泣いていた。泣き叫んでいた。

　子供のように──

《クニツ神だったのだ！》繰り返し、叫ぶ。《ものを言う木々が、草が、石たちが、多くのクニツ神たちが私と共に戦おうとするなかで──私がもっとも信頼し、大地を任せていた神が、子と思い兄弟と思い、友と呼んだ神こそが、他ならぬその神こそが、この私を裏切ったのだ！　ああ！》叫ぶ。

《──なぜ裏切った！　オオナムチ！》

　オオナムチ──大おお国くに主ぬしの名で知られるその神こそ、正せい史しにおいて天あま照てらす大神おおみかみに国を譲ゆずったクニツ神の主ぬし。

《……なぜ負けたのか、問うたな、娘》

　半なかば泣き、半ば笑いつつ、天津甕星は言った。

《なぜなら私は、絶望したのだ。もっとも信頼していた者に、もっとも愛していた者にその剣を向けられたとき、私の心は死んだのだ。この者に裏切られるような一生ならば、もはや死んでも構わない……私はそう、思い、その者の手に討うたれたのだ……》

　脈みやく動どうする大気のなか、

　しばし生まれた静せい寂じやくのなか、

　だが、と言葉を紡つむぎ出す。

《……だが、長きに渡る封ふう印いんの闇やみが私を正気に戻らせた。闇の中、見つめ続けた憎しみが、私に復活の意志を生み、そしてどこまでも深い闇やみとの果て無き触れ合いが、私に力を呼び戻した。そして。

　私は誓ちかった。

　再び復活することあらば、憎き『衆しゆう合ごう素そ』どもが創つくり上げたこの世界を破は壊かいし尽くし、我が復ふく讐しゆうを完かん遂すいすると。我が復讐を完遂し、そして新たな世界を創り上げると。

　……そうしなければ……》

　ご……ご、と少しずつ、弱まっていく大地の震動。大気の緊きん張ちようが徐々に徐々にと解とけていくなか、つぶやくように、天あま津つ甕みか星ぼしは、言った。

《……そうしなければ、私の闇は終わらない。……いつまで経たってもこの憎しみは、消えず、そして私は新たな一歩を踏み出せないだろう》

　だから、この世界は滅ほろぼす──

　少しずつ、穏おだやかになる大気のなか、天津甕星は、恕じよ宇うを見た。日ひ奈なを見た。亜あ緒おを、由ゆ真まを、そして一応『ヘンナ生物』も見た。

　そして言った。

《たとえお前らがどんな策をめぐらそうとも、我が憎しみは消えないだろう。この憎しみは、もはや私にさえどうしようもない。そして、

　私は世界を破壊する──》




　──破は壊かい神しんの、降こう臨りんだった。







　しばらくして、

　まるで重くなった雰ふん囲い気きを払いのけるかのように、天津甕星は口を開いた。

《……さて、もういいだろう？　語かたり部べの娘》日奈を見て言う。《お前の魂こん胆たんは分かっているぞ？》

「……え？」きょとん、と日奈。「魂胆？」

《この新たな子供らを使って、時間稼かせぎをしようと、もう一日を生き長らえようと言うのだろう？　……くだらない策を弄ろうし、いたずらに子供を怯おびえさせてまで……だがそうはいかないぞ》

「……あ、あの、あたし……」

《さぁ、話してもらおうか》魔ま神じんは日奈を、その一つ目でねめつけた。《そして、……いたずらに長く延ばしても始まらない。昨日の物語の続きを、今日で終わらせてもらおうか》

「……物語？」恕じよ宇うの横まで寄ってきて、尋たずねる由真。「……物語って、何？　どういうこと？」

「……そのまんまだよ」恕じよ宇うは由ゆ真まを見ないで答えた。「……昨夜復ふつ活かつしたにもかかわらず、邪じや神しんがいまだ世界を滅ほろぼしてない理由……」

「……それって、つまり……」

　恕宇は、うなずいた。

「……冬ふゆ月つきは、天あま津つ甕みか星ぼしに物語を聞かせることで、今日という日を稼かせいだんだ。……物語を途中でやめることによって、……続きも聞きたいと思わせて、今日という日につないだんだ……」

　そうやって、普通の人間の日ひ奈なが、

　見けん鬼きが恐怖に震える傍かたわらで、世界の終わりを引き延ばした──

「そ、それって……」由真の声にかぶせるように、

「それってアレだね！」亜あ緒おが声を上げた。「ほら……あの、『千せん夜や一いち夜や物語』？　みたいじゃない！」

「ば、バカ！」思わず亜緒をにらんでしまい、

　見鬼の瞳ににらまれて、きゅうっ、と亜緒が気き絶ぜつする。

　由真が叫んだ。

「ちょっと！　ひどいよ！」

「だ、だって……」うろたえる恕宇に、

《慌あわてて隠かくす必要はないぞ？》甕星が笑い声を上げる。《とっくの昔に気づいておるわ。お前らがその『千夜一夜物語』のまねをしようとしていることぐらい》

　そ、そうなのか？　と恕宇は驚いた。

「……昨日復活したわりには、……言葉もうまいし、いろんなことを知っているのね」皮ひ肉にくな口く調ちようで尋たずねる由真。

　天津甕星は笑った。

《驚いたか？　何しろ私は神であり、重力──空間の歪ゆがみを自在に操あやつれるからな。その気になれば現在存そん在ざいする全すべての情報にアクセスできる。その『千夜一夜物語』だって当然知しっている。……その物語の王さまは、話を聞くために殺すべき王おう妃ひを千日も生かし、挙あげ句くの果てに改かい心しんしたようだが……》

　日奈を見、笑う。

《お前に与えるのは今日一日、そして一いち話わだけだ。……たとえどんなに気に入ろうとも、次の話を聞く気はない。その必要もない──何しろ本ほん調子に戻った私は、お前に聞かなくともこの世の全すべての物語を知ることができるのだから。……お前の頭の中の物語など、必要ない》

「世界を滅ほろぼすつもりだしね」日奈は微笑ほほえんだ。「物語ごと……」

《……そうそう、そうだ》天津甕星はうなずいた。《だいたい、そもそも世界を滅ぼす私には、この世界の物語など必要ないのだ。……昨日は、復活したばかりで情報に飢うえてたし、お前の声と、語り方が……実に巧たくみだったから、思わず聞き惚ほれてしまったが……》

「ありがとうございます」日ひ奈なは頭を下げた。

《……それに、題材も良かったしな。……弟に裏切られ国を追われた王子の、復ふく讐しゆう譚たんとは……》目を細める。《私の境きよう遇ぐうによく似た話……そこの巫み女こに、前もって私の神話を聞いていたのだな？　この神社に伝わっているはずの正しい神話を》

　くすっと、微笑ほほえむ日奈。

　天あま津つ甕みか星ぼしはうなずいた。

《……おかげで、引きこまれてしまったよ。なかなかやるな、人間の娘……認めよう、私はお前の話の続きが聞きたくて、仕方がない。

　……私に似た男の物語が、いったいどういう結末を迎えるのか──

　だから、お前の『千せん夜や一いち夜や』に乗ってやる。

　……さぁ、語かたり部べの娘よ、

　……物語の続きを話してもらおうか》

　静せい寂じやく。

《……どうした？　娘？》

　しばらくして、

「……実はそのことで、お願いが、あるんです」日奈はおずおずと、言った。

　表情を歪ゆがめる甕星。

《……またか……今度はなんだ？》

　日奈はぐるりと振り返り、

　恕じよ宇う、由ゆ真ま、そして由真に抱きかかえられようやく気づいた亜あ緒おを見た。

　見て、目め線せんで示し、言う。

「……この二人にも、あたしの物語を聞いて欲しいんです。その許可が欲しいんです」

《それは……ここで一緒に、と言うことか？》

「はい」うなずく日奈に、

「聞きたい聞きたい！」亜緒が手を上げた。「ひなちゃん朗ろう読どくうまいもんね！　ぜひ聞きたい！」

「……あたしも、聞きたいかな……」由真もうなずく。

《……だったら、別に……》うなずきかけ、

　待てよ、と天津甕星は、あらためて日奈をにらみつけた。

《……それはもしかしてこの子らのために、昨日の部分を今日もう一度、話し直すということか？》

「あ、あの……それは」しどろもどろになりつつも、日奈は、

「……はい」とうなずいた。

　うなずいてすぐ、「でも」と言葉を継ぎ足す。

「でもちゃんと、アプローチは変えます！　たとえ同じ部分でも、きっと退たい屈くつはさせませんから！　だから──」

《ダメだ！》天あま津つ甕みか星ぼしの大声が、洞どう穴けつ内に響ひびき抜ける。《なるほどそういう魂こん胆たんか！　見下げ果てたやつだな！　ただ一日生き延びるために、お前はこの子らを利用して、いたずらに死の恐怖を味わわせているわけだ！　まったく！》

「そ、そんなつもりは」彼女にしては珍しく一気に顔を紅こう潮ちようさせて、日ひ奈なは叫んだ。「あ、あたしはただ──」

《だまれ！　言い訳など聞きたくない！　どうせ今日はこの子らで、明日はまた、別の子供をつれてくるのだろう？　この子らにも聞かせたい、じゃないと不ふ公こう平へいになる、なんて言ってな！　そうやって子供を盾たてに、引き伸ばしていくつもりなのだな！》

「──そんなつもりはありません！」

　再び、声の限りに叫ぶ日奈。……そんな日奈を、恕じよ宇うは驚いて見ていた。見けん鬼きの瞳は、日奈の真しん摯しな怒りをうつし出している。恕宇が邪じや神しん復ふつ活かつの罪をなすりつけようとした、と白はく状じようしたときですら全然怒おこっていなかった日奈が、今まで怒ど鳴なったことなどまったくない、いつもとろーっとしているあの日奈が、こんなに怒り、叫ぶなんて。

　自分の声に驚いたのか蒼そう白はくになって、日奈は、天津甕星に頭を下げた。

「……お願いします。……あたし、ちゃんと、やりたいんです。ちゃんと物語りたいんです」

《ダメだ》冷れい酷こくに、天津甕星は首を振った。《ちゃんと昨日の続きから始めろ。そして、今日中に終わらせるのだ。そうでなければ許さない》

「許さない……ですか？」日奈のつぶやくような問いに、

　ああ、そうだ、と笑う。

《だいたい……本当は、本当に、どうしても聞く必要はないのだ。だがお前はその、『私の境きよう遇ぐうに似た物語』で、私の復ふく讐しゆうを諦あきらめさせられる、なんて思っているのだろう？　『千せん夜や一いち夜や』の悪あく役やく王さまが説得されたみたいに、私を説得し復讐を諦めさせ、

　自分の命と、

　世界を救えると、思っているのだろう？

　……そのチャンスを、くれてやっているんだぞ？

　だから昨日の続きから始め、今日中に終わらせろ。それ以外のチャンスはない。いいか？　分かったらとっとと始めろ。くだらない策で私を怒らせても、自分の首を絞しめるだけだ！　──そう、私は怒っているのだからな！》

　──沈ちん黙もく。

　しばらくして、

《おい、どうした？　早く始めないと──》

　天あま津つ甕みか星ぼしの声に呼こ応おうするかのように、日ひ奈なの唇くちびるが、開く。

「……あの、天津甕星……さま」

《……ん？》

「最初に言っておくべきだったんですけど」

《なんだ？》

　日奈は、言った。

「……あたしの語る物語は、今夜も入れて五ご夜や構成、なんです」

《五夜……バカか？　お前は、今の私の話を》

「そうじゃないと、あたしの声が、気力が続かないから……」かすれるような、声。「万ばん全ぜんで、やりたいんです。語りたいんです」

《何を──》




　かちっ、と音がした。




「──！」驚く恕じよ宇う。

　日奈のその手に輝く、白い光を放つもの、それは──

（ナイフ？）

　日奈は刃やいばの開かれたそれを右手に持つと、止める間もあればこそ──




　自分の左腕に向かって、走らせた。




「うわ、冬ふゆ月つき？」「冬月さん？」「ゆよん？」「──ひなちゃん！」《うわァ、お前？》三さん者しや一いつ柱ちゆう一いつ匹ぴき？　五ご様ようの声が響ひびく中──

　真っ白い腕を、真ま横よこに向かって伸ばす日奈。

　その口が割れ、低い言葉が流れ出す──

【……痛みは──明確に感じられる痛みは、ありません】

《……なに？》

　左腕を見つめつつ、語りを続ける日奈。

【そこには、まだ痛みはありません。……ただ、疼うずくような熱があります。生命いのち持ち、脈みやく動どうするような熱。じわりじわりと拡ひろがる熱は、やがて──】

「な、なんでひなちゃん、あんなことしているの？」恕宇に尋たずねる亜あ緒お。「なんでいきなり、切り傷の実況中ちゆう継けいなんか──」

　いや違う、と恕宇は思った。

　日奈がしているのは、自分の傷の説明ではない。実況中継などではない。今、日奈が語っているのは──

《お、おいお前ら！　娘たち！　早く──わぁ？》魔ま神じんの声が上がるとともに、

　日ひ奈なの真まつ白しろい左腕に、ぴ、と赤い線が浮かぶ。

「ひなちゃん！　手！」

　うっすらと走り出した赤い線上に、ぽつぽつと、血の玉たまが浮かび始めるなか──

【──それはまるで、闇やみを覗のぞきこむのに似ています】日奈は語りを続けた。【──闇、それは夜の闇ではありません。たとえるなら、深い海の底の闇、森の草葉の奥に生まれる、届かない光ではなく重なり合う深しん奥おうが生む深い闇──】

《お、お前、それは──》

【闇の中を覗のぞくように、私は熱をうかがいます。……そう、痛みはなく、──ただ、熱があるだけ。……ああ、熱い。脈みやく打うっている。ぽつ、ぽつ、ぽつと、あたかも熱ねつ病びようのように浮き出てくるその熱は、近く、それもすぐに訪れる近い将来の、確かな何かを感じさせます】青ざめた顔のなか、大きな瞳で自らの腕の赤い線を見つめつつ、日奈は語った。【──何よりも恐ろしいのは、予感です。その傷の、痛み以上に熱にうずいて生き物のように脈動するその傷が、これから何が訪れるかを予感させます。──ああ！】日奈の顔が歪ゆがむ。

《お、おい！　待て、ちょっと！》

　もはや玉が面めんになり、左腕を覆おおうほどに血を流れさせながら、日奈は叫んだ。

【熱！　熱！　熱のその先に、確かに感じられるそれは──】その顔が歪めば歪むほど、声は強く、高くなる。【いたい！　いたい！　いたみがようやく現れます！　痛みは、波のようにやってきます。潮しおが満ち、そして引くように、高くなり、低くなり──いたい！　まるでそこに心臓があるみたいに、どくんどくんと脈打ちます。……私はここに、いるぞ、と。もはやどうしようもないそれは──】

　日奈は左腕から目を離し、場を見渡した。

　恕じよ宇う、亜あ緒お、由ゆ真まに『ヘンナ生物』、最後に天あま津つ甕みか星ぼしに目をやって、告げる。

【──それこそが、いまや流る浪ろうの男が背負う、心の受けた傷なのでした。復ふく讐しゆうという名の、傷──】

《……お前……》

【……そして──】

　天津甕星の言葉を聞かず、さらにさらにと語り出す日奈。いまや誰もが理解していた。日奈はその左腕に生み出された恐ろしい傷を借り、物語りをしているのだ。傷の痛みを言葉に乗せて、復讐に狂う男の心を語っているのだ。復讐とは何か？　それを答えられる者などそうはいまい。だが、傷の痛みは想像できる。ぼんやりとしか分からぬ思いに、言葉は明確な形を与える。そして日奈の言葉は、恕宇たちの心の中に実に見事に、復讐の感情をよみがえらせた。それは熱だった。それは予感の痛みだった。破は滅めつであり、かつ甘かん美びな誘ゆう惑わくだった。炎ほのおに飛びこむ蛾がの悲しさを、日ひ奈なは語った。日に溶け消える氷のごとき切なさを、日奈の声は見事に乗せた。誰もがそれのとりことなり、息すら忘れて聞き入っていた。……ああ、何よりも恐ろしいのは、誰もがそこから、動けないことだった。目の前に友人が、腕から大きく血を流し、表情を歪ゆがめて立っているにもかかわらず、誰もそこから動けなかった。初めて聞く由ゆ真まと亜あ緒おならともかく、二度目の恕じよ宇うさえ動けなかった。

　──神の天あま津つ甕みか星ぼしさえ。

　言葉の波は大気を揺らして身体からだを包み、単なる羅ら列れつではない、感情のこもった生きた言葉は、耳より入って心に響ひびき、一度聞いた文であるにもかかわらず、恕宇はもう、一歩も動けないでいる──

　蒼そう白はくの顔で、朗ろう誦しようを続ける日奈。左腕から血が流れれば流れるほど、その顔が白くなっていく気がする（バカな！　動どう脈みやくを切ったわけじゃないんだぞ！）。その顔が白くなればなるほど、朗誦の声に力が宿る。鬼き気き迫せまる、まさに命を削けずるような──

　しばらくして、

「……感覚の、再現です」日奈の、『日奈』の言葉が、届く。

　その言葉が脳に理解されるのに、しばらくかかる。

　最初に口を開いたのは──

《……な、なんだと？》

「感覚の、再現です」再び繰り返す日奈。「……前に、小鳥遊たかなしさんが教えてくれました。神しん道とうの極ごく意いは水浴びにあるって。水浴びを、文字通り誘さそい水にして、自分の中の真っ白な心を再現させるって──」

《それは……》

「物語りも、同じです」血のにじみ流れる左腕を見る。「ただの言葉じゃ、だめなんです。言葉に、発する言葉にかつて自分の感じたものを乗せて初めて、それは生きた言葉になる。かつて自分が感じたことを、どれだけ再現できるかどうか……それが、感情を乗せるということなんです」

《あ、ああ……》

「だからあたしは、あたしの全すべてでそれを語ります。これから語る物語ほどの目に、あたしはあっていません。でも、けがしたこと、病気していたこと、つらかったこと、……苦しかったこと、そして楽しかったこと……あたしの知る、そして体験した全てを使って、

　文字通り全身全ぜん霊れいで、あたしは語るつもりです。……これがあたしの、最初で最後の物語りかもしれないから」

　いまだ血を流し続ける腕をかかげ、言う。

「だからあたしは妥だ協きようしません。……たとえ許してもらえなくても」

《……》

「約束します。あたしは全力で語ります」日ひ奈なは言った。「それは約束します。……でも、それをするには、自分が、……自分のペースで語らないといけないんです。他人に合わせて自分のペースじゃなくなったら、自分の経験を使えなかったら、言葉はすぐに、死んじゃう……だから」

　天あま津つ甕みか星ぼしを──神を、にらむ。そして言う。

「あたしはなんと言われても、自分のペースで物語ります。……そのせいで、どうなっても……いい。……仕方ない……」

《お、……お前は……》

「命がかかっているんじゃない。命を賭かけているんです」先の言葉を繰り返す。「これはあたしの、最初で最後の物語りかもしれないから。だから」

　天津甕星をにらみ、

　日奈は、言った。

「亜あ緒おちゃんと由ゆ真まちゃんにも……絶対に、聞いてもらいます」

「……ひなちゃん……」

「冬ふゆ月つき、さん……」

　恕じよ宇うは何も言わなかった。

　沈ちん黙もく。

　……しばらくして、

《……分かった》天津甕星はうなずいた。

「……あ、あの……」

《……お前の勝ちだ、いいだろう、好きにしろ》うなずく。《……そして謝ろう。私はお前をあなどっていたようだ》

「じゃ、じゃあ……」

《好きなように語れ》

「……ほ、本当ですか」うれしそうな日奈の声に、

　天津甕星はふてくされたように、言った。

《……どうせ今まで待っていたんだし、五日くらい延びたって……ふん、平気だ》ただし、と言葉を続ける。《……だが、それも面白かったらだ。途中で面白くなくなったら、私はもう、遠えん慮りよしないぞ？　待たないぞ？》

　日奈はうなずいた。

「はい……分かっています」

《……あ、あと、今みたいなのはなしだぞ？　いいな？》

「……え？」

《そ、そんなナイフを持って自分を傷つけるようなまねだ！》金切り声を上げる。《か、神さまだからってみんながみんな、血が好きだとは思うなよ！》

「……もうしませんよう」日ひ奈なは慌あわてて左腕を隠かくした。

　周囲を見て、言う。

「なんか、引かせちゃったかなぁ……」

「……うん、かなり」亜あ緒おがうなずく。「……正直、怖かった。なんかひなちゃん、そのまま化けて出そうだったよ」

「あたしも、必死だったんだよぉ」

「……まぁ、でも」うなずく由ゆ真ま。「良かった、よ……うん。迫はく力りよくあって。……本当に話、聞きたくなった」

「ありがと。うれしいよ」天あま津つ甕みか星ぼしの方を見る。「あ、あの、あたし本当に、満足してもらえるようがんばります！」

《……ああ、分かってる》つぶやく。《その点はもう、疑いはしない》

　日奈の顔が、ぱぁっと明るくなる。

「それじゃ、早さつ速そく──」

《……その前に、左手を伸ばせ》

　え、と怪け訝げんな表情を浮かべつつ、日奈はまだ血の固まらない左腕を伸ばした。と、天津甕星の胴どう体たいの五つの突とつ起きの一つが伸びてくる。先せん端たんがさらに五つに分かれたその触しよく手しゆが日奈の左腕にかざされた瞬間、

「あ……」日奈は目を丸くした。

「わ、すごい！」亜緒が叫ぶ。「けがが治っていく！　さすが神さま！」

《何しろ私は神だからな、これぐらい朝あさ飯めし前まえだ》神さまはふんぞり返った。

「だったら、たかちゃんの髪も治せない？」

「い、いいよあたしは……」慌てて首を振る恕じよ宇う。

　天津甕星は日奈を見、その腕の傷を治しつつ、言った。

《傷はふさいでやる……だから最後に一つ、正直に答えて欲しい》

「え……はい」

《なぜあの子らを連れてきた？》神は尋たずねた。《なぜ私のことを話し、いたずらに怖がらせるようなことをするのだ？　お前の誇りは分かった。だから問おう。物語は五ご夜や構成と、最初から決めていたのなら……時間稼かせぎではないのなら、その目的はなんだ？　ただ聞かせたいから、ではあるまい？》

　……日奈はうつむいた。

　しばらくして顔を上げ、言った。

「怖いからです」

《……怖い？》

「はい」うつむき、上うわ目め使づかいに天あま津つ甕みか星ぼしを見る。「……あなたが。世界が滅びることが。……死ぬことが。そして今こうして物語らなければならないことが、怖かった、から……

　助けて欲しかったんです」

《バカな？》仰ぎよう天てんする神さま。《助けて欲しいって……こんな子供らに何ができる。ここにいて、この子らがどんな助けになると言うのだ？　こんな無力な……》

　日ひ奈なは天津甕星を見上げ、言った。

「裏切られたあなたが、どうしてそんなこと、言うんですか？」

《……なに？》

「ただ一緒にいてもらえるだけで、どんなに力強いか……助けになるか、あなたなら分かるはずでしょう？」

　……黙りこむ、天津甕星。

　亜あ緒おが、言った。

「……大丈夫だよ、ひなちゃん。最後まで、一緒にいてあげるから」

　由ゆ真まも言う。

「……冬ふゆ月つきさんって、やっぱお嬢じようさまだよねぇ。……平然とこんな、助けを求められるところとか」

「……ごめん」

「ああ、いや、責めてるんじゃないって。いいなぁ、ってね」微笑ほほえむ由真。「……あたしも、最後まで付き合うよ」いったん区切って、

「……日奈ちゃん」

「……ありがとう」

　見つめ合い──

　恕じよ宇うは、微笑ほほえみ合う日奈と由真から視線をそらした。

　天津甕星が、ぶっきらぼうに言葉を発する。

《……ほら、治ったぞ》触しよく手しゆを戻しながら言う。《……まぁ、好きにするがいい。どちらにせよ、私のやることは変わらない。

　……さぁ、話を始めてくれ》

「はい！」

　──こうして、

　邪じや神しんと三人（プラス一匹）を相手に、日奈は裏切られた王の流る浪ろうと復ふく讐しゆうの旅を物語り始め、世界の終わりをまた一日、延ばした。そのさまを、恕宇は一人、傍ぼう観かん者のように眺ながめていた。もちろん、物語にはのめりこんだ。だがときおり、冷静に周囲を観察している自分を見つける。果たしてこんなので、世界を救えるのだろうか？　だが、恕宇には何もできない。見けん鬼きのくせに何もできない。見るからに物語に没ぼつ頭とうして場に異い様ような雰ふん囲い気きをつくり上げている亜緒、冷静に見えつつも息を吞のんだり抑えたリアクションが実に効果的な由ゆ真ま（結局のところ、二人はまだ九歳さいなのだ）、そして二人に影えい響きようされて物語に引きこまれている天あま津つ甕みか星ぼしを見て、思う。あたしは何もできないでいる。見けん鬼きなのに、何もできないでいる。ただのガキであるこの二人ほどにも役に立っていない。それどころか、この場で戦っているのは──

　恕じよ宇う一人、物語に集中できないなか、

　一いち夜や目めは無事、終了した。




　　　３




　二に夜や目めもまた、流血？　沙ざ汰たで始まった。

　恕宇たちが入っていったとき、天津甕星は一目で分かるほどに不ふ機き嫌げんな顔（文字通り一目しかないのだが）をしていた。あまつさえ、恕宇たちの姿を認めると胴どう体たいの突起から触しよく手しゆを四し方ほう八はつ方ぽうもとい五ご方ほう二に十じゆう五ご方ほうにぴん、と伸ばし、しゃーっ、と威い嚇かくしてきた。

　驚いて尋たずねる亜あ緒お。

「か、神さまどうしたの？」

《神さまではない！　我は邪じや神しん、破は壊かい神しん、禍まが事ごと示す大だい凶きよう星せいなるぞ！　今より我のことはチハヤブリサバエナスヤソマガツイカマガツミカボシノカミアメノカガセオと呼ぶがいい！》

「……ごめん、も一回」

《だからチハヤブリサバエナ……スヤソマガツイカマガツミカボシノカミアメノカガセオと呼べい！》

「も一回！」

《だからチハヤブリサバエナフッ……こんな長いの何回も言わすな！》

「……自分が言えないのを、人に言わしちゃダメだよ」亜緒は言った。

　……天津甕星は押し黙った。

「……いきなり、いったいどうしちゃったの」亜緒の問いに、

　一つ目でじっとにらんで言う。

《……我々は、……距離を置いた方がいいのだ。間に壁を置くべきなのだ》

「なんで？」

《私はお前たちを滅ぼすし、お前たちは私に滅ぼされるからだ。……だったら我らは、馴なれ合うべきではない》

　ぽん、と手を打つ由真。

「今いま神さまがいいこと言った。亜緒ちゃんと日奈ちゃんはメモしておきなさい」

「でも……」と亜緒。

「ゆあん……」と『ヘンナ生物』。

「いい？」由ゆ真まは亜あ緒おの肩に手を置いて、その瞳を見つめた。「あの人……神はね、あたしたちを憎んでいるの。それこそ殺したい、殺すどころか滅ほろぼしたい、と思うほどに。……亜緒ちゃんはね、殺したい、とか思われるほどに憎まれているのよ。あいつに。分かる？」

「……だって、憎まれるっての分か」

「憎まれるってのはね、嫌われる、の上の上、嫌い、の百倍ぐらいってことなの！」

「百倍……も嫌われている……」

「そうよ」

「殺したい、と思うほどに……嫌われて……」

　言葉に揺らされたのだろう、

　亜緒の目に、涙がにじむ。

　邪じや神しんは慌あわてて言った。

《いやいやいや、そうではない。別にお前を嫌っているわけではないぞ》

「でも……殺したいって……憎んでるって……」

《いやだから、それは人間全体のことだ。私が憎んでいるのは人間という種であって、お前まえ個人ではない。人間が嫌いだから滅ぼすのであって、お前が嫌いだからではない》

「……ほんと？」

《本当本当》とうなずく邪神に、

「……バカじゃないの？」由真は吐き捨てた。「何を今さら……あんた、本当に邪神だって自覚あるわけ？　嫌われたり、傷つけたりがいやなら、とっとと邪神なんかやめちまえ！」

《……そ、そんなこと言われても》

　亜緒が言う。

「ダメだよ由真、神さまいじめたら」

「いじめてない！」

「ゆあん！」と『ヘンナ生物』

「と、とにかくよせ」恕じよ宇うが間に入る。「……二ふた葉ばもあんまり刺し激げきするな。相手は邪神なんだぞ？　ぬいぐるみに見えても」

《聞こえてるぞ見けん鬼き》

「……なんか、腹が立ってくるのよね」由真はふん、と鼻を鳴らした。「こんな……バカなやつ。……そりゃ大おお国くに主ぬしも裏切るってもんよ。あたしだって裏切るわ」

　──洞どう窟くつ内がしん、となる。

　しばらくして、

　亜緒が、言った。

「……由真、ひどいよ。それは……言いすぎだよ。神さまに謝って」

「なんでよ」ふん、と由真は顔をそむけた。

　恕じよ宇うは何も言えずに蒼そう白はくになり、天あま津つ甕みか星ぼしを見ている。

「由ゆ真ま！」亜あ緒おが叫んだ。

「いやよ！　こんなやつなんか！」向き直り、由真は天津甕星をにらんだ。「いい？　こいつはね、あたしたちを殺そうとしているのよ！　そんなやつに、なんで謝らないといけないのよ！」

「……ごめんなさい、神さま」亜緒は天津甕星を見て、言った。「由真、本当は優しいんだよ？　でも昨日からちょっと、おかしくて……」

《……いや、いいのだ》天津甕星は、口ほどにモノを言う一つ目で微笑ほほえんだ。《……多分、その娘の反応の方が一般的ではないのかな？》小さな声で付け足す。《……それに、本当にそうなのかもしれないし》

　……しんとなる。

　しばらくして、

「……謝ってやってもいいわよ？」由真は口もとを歪ゆがめた。「滅ほろぼさないって約束してくれるんなら」

《それはできない》

「じゃあ、謝らない。絶対」

「由真！」

「ゆあん！」

「……落ち着け、二ふた葉ば……」

　由真はしばらく亜緒、恕じよ宇う、そして日ひ奈なを眺ながめていたが、やがてふう、と息を吐いた。

　うなずいて、天津甕星に近づいていく。

　そして……

《きゃー？》

「わぁ？」と亜緒。

「おわぁ？」と恕宇。

　度ど肝ぎもを抜かれて口をあんぐり開きつつ、目の前に繰り広げられている信じられない光景を眺ながめる。なんと二葉亭由真は、いきなり天津甕星に抱きつくと隠かくし持っていた包ほう丁ちようをぐさぐさ突き刺し始めたではないか！

《きゃー？　きゃー？　きゃー？》神が悲鳴を上げるなか、

「ゆやゆよん！　ゆやゆよん！　ゆやゆよん！　ゆや……」鳴き続ける『ヘンナ生物』を頭に乗せて、無表情に包丁を何度も突き刺す由真。

「ゆゆゆ、由真ァ？」

《やめて！　やめて！　誰かこの人やめさせて！》

　天津甕星の声に、

　ようやく正気を取り戻し、慌あわてて由ゆ真まを取り押さえその包ほう丁ちようを叩たたき落す恕じよ宇う。

　ちなみに包丁には、血の一いつ滴てきもついてない。

　それを見て、由真はチッ、と舌した打うちをした。

「やっぱり、ダメだったか」

　叫ぶ恕宇。

「おおお、お前は何を考えているんだ！」

「あいつをやっつけることを、よ」はぁ、とため息をつく。「……昨日、生物っぽいとか言っていたからもしか、と思ったんだけどなぁ」

「……お前ってやつは」

　だって、とそっぽを向く。

「やっぱり、できることは全部試ためしてみるべきでしょう？　……でも、日ひ奈なちゃんはこんなことできないだろうし、小鳥遊たかなしさんはびびってるし、……だったらあたししかいないじゃない」力強く、付け足す。「あいつはあたしたちを殺そうとしている、敵なんだよ？」

「……だからって……」

　由真の言葉に絶ぜつ句くしている恕宇を尻しり目めに、

　天あま津つ甕みか星ぼしに駆かけ寄る亜あ緒お。

　心配そうに、尋たずねる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ神さま、……痛くない？」

《だだだ、大丈夫だ》由真を見て叫ぶ。《お、お、お前はアホか？　こんなんで神を殺せるものか！　今度やったら許さんぞ！》

「……どうせ殺されるんでしょ？」舌を出す由真。「全ぜんッ然ぜん怖くない」

「由真！」

《……ま、まだドキドキしているわ》

「……怒ってる？」

　……天津甕星は、亜緒を見た。

　そして、言った。

《いいや、怒ってはいない。ああ……》由真を見る。《理解できるからな。私だって、同じ事をするだろうさ》

「……」

《……守りたいのだな、この者を》

　ふん、と由真は顔をそむけた。亜緒は、天津甕星の言葉を自分に言われたものだと思い、うん、とうなずいた。

「だってもう、由真とは長～い付き合いだからね。一番大だい事じな友だちなんだ！　だから、許してあげてね！」

《……ああ》うなずき、慌あわてて言い足す天あま津つ甕みか星ぼし。《だが、この世を滅ほろぼすことに変わりはないからな！》

　しゅん、となる亜あ緒お。「うん……」

《と、とにかく、今のはもういいから》天津甕星は恕じよ宇うを見、言った。《その娘のことはいい。だから我が巫み女こよ》

「は、はい」

《とりあえず向こうの娘から、刃は物ものを取り上げてくれ。……向こうの方が、理解不ふ能のうで怖いわ》

　恕宇は驚き、床を見た。

　だが、叩たたき落した包ほう丁ちようはもうそこにはなかった。包丁はいまや、

　場を静せい観かんしていた冬ふゆ月つき日ひ奈なの手にある。
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「……ふ、冬月……？」

　ふふふふふ、と包丁の刃はを見つめていた日奈は、やがてゆっくりと歩き出した。

「冬月？」

　天津甕星とは反対方向、暗い洞どう穴けつ内の、ほのかな照明から外はずれて闇やみに溶けていく。

　闇の中、ほのかな人ひと影かげに、

　ときおり輝く冷たい白はく刃じん。

【刃やいばとは、なぜこうも美しいのでしょう】

　包ほう丁ちようを剣のようにかざして、日ひ奈なは語り出した。

　なんだ、今日はいきなり始めるのか？

　亜あ緒おも口を開く。

「あ、ひなちゃんが始めるみたいだ……わ？」

　──刃が、

　こちらの方に向けられる。

　暗くら闇やみの中、おぼろげな人ひと影かげの中で、確かに何かがこちらを見ている。こちらに剣を向け、何かがこちらを覗のぞいている。

　低く、力強い朗ろう誦しようが続く。

【剣の輝きは獣けものを呼ぶ。人は誰かを守るため、あるいは何かを手にするために剣を取るのかも知れない。だが剣の、その刃のきらめきは、いつしか獣を引き寄せる。人はいつしか──】

　しゅん、と描かれる、刃の輝く白い軌き跡せき。

【剣のために、剣を振るうようになる】

　闇やみから抜け出る人の影。

　日奈は、流れるように闇の中から生まれてきた。闇の中でなおも輝いていた刃は、光の中でさらに輝きを増した。日奈の右手で輝く刃の軌跡から、誰も目を離せなかった。躍るように現れ出てきた日奈は優ゆう雅がに身体からだを回転させた。身体に合わせて流れる烏からすの濡ぬれ羽ばの黒くろ髪かみが、ふわりと空中に、ゆれる。回転する身体を追って静かに回る黒髪をその左手にまとめて束ね、髪の黒、刃の白、闇のような黒色と輝くような白の軌跡が交こう錯さくし──

「──！」

　はじけ広がる、黒こく鳥ちようの羽う毛もうのごとき影。

　誰かのため息が聞こえた。

　恕じよ宇うも息を吞のみ、──少女を見つめた。

　──少女？

　くびきから解き放たれて緩やかに舞い落ちる黒髪のなかに、もはや少女はいなかった。自ら髪を落としたそれは、もはや語かたり部べの少女ではなかった。幼くもりりしいその横顔は、年こそ若いがその奥に孤独な流る浪ろうの王の面おも影かげを映す──まさに流浪の若者。空中に流れ漂う黒の軌跡の渦の中、たった今、自らの髪を断ち切った白を掲かかげ持ち、国を追われた流浪の王はつぶやいた。

【これは我が、決意の証あかし。私はこの、剣と行こう。私の内なる獣よ、共に行こう。手た綱づなはこの私が取ろう。お前はただ、我が手綱の赴おもむくままにその牙きばを振るい満たすがいい。私が獲物を選んでやろう──いずれお前のその爪が、私の首にかかるまで。

　──私はお前と、共に行こう──】

　それは、国を追われた王の決意。裏切られ、死を選びしかし生き残り異い国こくの地で目覚めた王の、新たなる、誓ちかい。──そして。

　日ひ奈なの、決意。

　流れるようなさらさらの髪を自らの手で切り落とし、日奈は流る浪ろうの王を演じている。──演じている？　いや違う、王の決意はそのまま日奈の決意なのだ。日奈の覚かく悟ごはそのまま、王の覚悟を示しているのだ。己おのれの覚悟を言葉に乗せて、自らの身に示してみせて、いまや完全に場を掌しよう握あくし、日奈は国を追われて海に落ち、異い国こくで目覚めた王の話を語り始めた。それは始まりの物語だった。その国で、王は知る。裏切られ幽ゆう閉へいされた王女の存在を。王は重ねる、王女の身と自らのその境きよう遇ぐうを。なぜ、人は裏切るのだろう。なぜ人は、裏切られるのだろう。一度は過去を捨て、新たな生を生きようとする王だったが、過去は、弟に裏切られ王おう位いを奪われた王の過去は王を逃のがさなかった。うずくように王を責め立ててくる過去と、幽閉された王女の存在が、やがて王を復ふく讐しゆうの道へと呼び戻す──

　日奈は、語かたり部べだった。

　そして日奈は王だった。あるときは王女となり、あるときは王女を幽閉している大臣となり、日奈は語った。言葉とその身で物語った。昨夜のそれが朗ろう誦しようなら、今日のそれは言わば芝しば居い──一人芝居。日奈は声こわ色いろを使った。身振り手振りで語った。空くうを持つ手はときに剣、ときにたいまつ、そしてときにはたおやかな王女の肩を抱きしめた。虚こ空くうを見る日奈の目は、不ふ条じよう理りに怒る王の目であり、王をうかがう民衆の奇き異いの目であり、王を見つめる熱い王女の瞳だった。

　見事だ、と恕じよ宇うは思った。

　──ただ言葉だけではなく、芝居仕じ立たてにすることで、あきさせないようにしている──

（……なんでこいつは、こんなことができるんだ？）

（どうして、こいつは──）

　こうして──

【かくしてついに、王女は幽閉を解かれ、三年ぶりに日の光を浴びたのでした──】

　二に夜や目めも無事に終了し、

　世界はまたも、生き長らえたのだった。







『奥おくの院いん』から帰る道すがら、

　日奈はいきなり、座り込んだ。

「──ひなちゃん！　どうしたの？」

　肩を抱いて、ぶるぶると震えている。

「ひなちゃん？」

「……日奈、ちゃん？」

「──冬ふゆ月つき、どうした？」

「ああ……ごめん」

　髪を切ったばかりの、印象の変わった顔に、涙が一ひと筋すじ流れている。

「……ひなちゃん、どうしたの？　泣いてるの？　怖かったの？　それとも髪かみ切ったのが──」

「……？　ああ、ううん、違う」

　日ひ奈なは微笑ほほえんだ。

　瞳を涙ににじませながら、闇やみに同どう化かしたような黒い地面を見つめる。

　そして、言う。

「……分かったの」

「……何、が？」恕じよ宇うは尋たずねた。

　地面を、その先を見つめながら、口を開く日奈。

「あたしが今まで見たこと、聞いたこと、知ったこと、体験したこと──ううん、触ったもの、食べたもの、匂におい、音、──そうしたたくさんのものが、たわいもないおしゃべりが、泣いたことが、笑ったことが、読んだ本、見た映画、面白かった──ううん、つまらないものも、意味がないような学校の勉強だって、全部──全すべてのものが、たった今、あたしを助けてくれている」

「……冬ふゆ、月つき……」

「だから、あたしは」日奈は、言った。




「神さまとだって戦える──」




「……なんか、悟さとっちゃったねぇ」亜あ緒おはため息をついた。「頼もしいとは思うけど……ひなちゃんって、ときどきアブない人みたいで怖い！」

「あう……そう？」

「うん」と由ゆ真ま。

「ゆあん！」と『ヘンナ生物』

　……恕宇は何も、言わなかった。

（……あたしは……見けん鬼きの、くせに……）

（なんで？　なんでだ？）

　しばらく歩いて、

　ようやく社しや務む所しよの明かりが見える。

　日奈が言った。

「あ、そうだ。小鳥遊たかなしさん」

「……何」

「……あたしたち、今日から講堂に泊めてもらうんだけど……」

「え？」日ひ奈なを見る。「そうなのか？　たち、って……新にい見みも、二ふた葉ばも帰らないのか？　家いえ近くなのに？」

「まぁね」と由ゆ真ま。

「こんなときに帰れるわけないじゃない」と亜あ緒お。「……なんか、お母さん見てると泣きたくなるし……」

「……そうか」

「それで、みゆきさんが部屋つくってくれて、亜緒ちゃん由真ちゃんと一緒にいるんだけど……小鳥遊たかなしさんも来ないかな？」

「え？」恕じよ宇うは目を見開いた。

「そうだよ！　たかちゃんもパジャマで一緒に寝よう！　きっと面白いよ！」

「ゆよーん！」

「で、でも……」逡しゆん巡じゆんする恕宇に、

「なんだ」首を振る由真。「いやなの？　喜ぶかと思ったのに……」

「……いや別に、いやじゃないけど……」恕宇はうつむいた。「……あたしなんか、場ば違ちがいじゃないか？」

「ううん」と日奈。

「全然」と亜緒。

「ゆやゆよん」と『ヘンナ生物』。

「なんか神さま出てきてから、小鳥遊さんしおらしくなっちゃったねぇ」由真はため息をついた。「そんなん気にしなくていいよ」

「じゃ、じゃあ……」

「やったぁ！」亜緒が手を叩たたいた。みなを見て叫ぶ。「このメンバーじゃ初めての、パジャマ・パーティーだ！」はふう、とため息をつく。「ようやく、夏休みらしくなってきたねぇ」

　恕宇は尋たずねた。

「……夏休みって、こんなことするのか？」

「うんそうだよ」亜緒は深々とうなずいた。「由真とはいつもやってるし、ひなちゃんとも一回やったよね」

「……そうなのか？」

　少しく顔を赤らめ、うなずく日奈。

「亜緒ちゃんたら、突然来くるんだもん……」

「すごいお屋や敷しきだったよ！　メイドさんもたくさんいたし、ゲンゴロウって執しつ事じさんもいたし。ひなちゃんのこともいろいろ教えてもらった」ンフー、という顔になって恕宇を見る。「あのねー、ひなちゃんたら、あのねー」

「──やあだぁ！」日ひ奈なが慌あわてて、亜あ緒おの口を押さえた。「言っちゃダメだよ、言わないって言ったでしょ！　言わないって言ったのに言うのはダメだよ！　いけないんだよ！」

「言っちゃダメ？」由ゆ真まの目がきらんと光る。「それ、言っちゃダメの秘密かぁ。それあたし、知らないなぁ。そんなの許せないなぁ。今夜のテーマは決まり、だなぁ」

「ゆやゆよ～ん」と『ヘンナ生物』。

　ぴーぴーきゃーきゃー騒ぎ出す三人を見ながら、

　そうかぁ、と恕じよ宇うは思った。

　いろいろな意味で、こんな夏休み、初めてだなぁ……




　　　４




　三さん夜や目めは、もう昼から天あま津つ甕みか星ぼしに会いに行った四人だった。

《なんだ？　どうした？》眠たげに一つ目をこすりつつ、天津甕星が尋たずねる。《話なら、夜でいいのに……》

「神さま眠たいの？」亜緒が尋ねる。

《眠たいさ》神が答える。《というより、神さまというのは四し六ろく時じ中ちゆう眠っているものなのだ》

「……ごめんなさい。でも」おずおずと、日奈が言う。「物語りを、しに来たんじゃないんです」

《じゃあ、なんだ》天津甕星は日奈を見た。《まさか私をデートに誘さそおう、というわけじゃないだろうな》

「当たり！」亜緒がぱちぱちと手を叩たたく。「……さすが神さま！　すごいなぁ」

　天津甕星は一つ目を限界まで開いた。

《……な、なんだと？》

「で、デートじゃありません」顔を赤らめる日奈。「……あ、あの不ぶ躾しつけなんですけど……しばらく……ていうか夜まで、ここから出ていて欲しいんです」

《……なんで？》

　日奈の代わりに亜緒が答える。

「あのね、ひなちゃん、今夜のお話の準備をしたいんだって。それでね神さま、その間ヒマでしょ？　あおたちとデートしよう！」

《な、なんで私が》

「……いいじゃない」冷めた目で天津甕星を見る由真。「大城跡ゆめあとを案内してあげるから、……自分が壊そうとしているもの、ちゃんと見といてよ。……その度ど胸きようがあるんなら」

　──天津甕星は由真を見た。

　そして言った。

《……いいだろう》

「へえ」

《きさまら愚おろかな人間がどんなくだらない物を作り出したか、じっくり見てやるわ》

「よし、決まり！」亜あ緒おが叫んだ。

《だ、だが……私はこの姿だぞ？　私を裏切った人間なんかの姿になるつもりはないぞ？　大丈夫か？》

「大丈夫よ。誰もあんたが天あま津つ甕みか星ぼしなんて神さまで、世界を滅ぼそうとしているなんて思わないって」由ゆ真まの言葉に、

　だが……としばらく逡しゆん巡じゆんしたが、そこで

「ゆあーん」と『ヘンナ生物』が相あい槌づちを打ったので、《……そうか》と天津甕星は納なつ得とくした。目を見開いて『ヘンナ生物』を見つつ。亜緒に引っ張られ由真に蹴け飛とばされ、外に向かって蠢うごめいていく。

　恕じよ宇うは日奈に尋たずねた。

「……神さまを追い出して、……準備って、いったい何をするつもりなんだ？」

　たはは、と笑う日奈。

「そんな、たいしたことはしないし、……できないよ。ただ簡単な音おん響きよう装置とか、照明つけるだけだから」

「……だったら」恕宇は言った。「手伝うよ」

「いいってば。だから、あたしより甕星さまの方を……」

「手伝いたいんだ」泣くような、声。

　我ながら情なさけなくなりつつも、しかし恕宇は、日奈を見ていた。視線をそらさず、日奈の大きな瞳を見ていた。お願いだ、と心の中でつぶやきながら。あたしのせいで、こんなことになったんだ。あたしのせいで世界を、……いいや、冬ふゆ月つき日奈と新にい見み亜緒と二ふた葉ば亭てい由真の命を危険にさらしているんだ。なのにあたしは、見けん鬼きなのに、何もできないでいる。ビビって縮こまって、今じゃ、由真や亜緒ほどにも役に立てないでいる。

　みんなはあたしを、助けてくれているのに。

　だから──

　日奈の口が、開く。

「……小鳥遊たかなしさん、あのね」

「……なんだ？」

「……確かに、一番の相手は天津甕星さまだけど……あたしにとっては、亜緒ちゃんも、由真ちゃんも、……小鳥遊さんも、……観客っていうか……

　……お客さんみたいに、……楽しんで欲しいんだ」

「……」ああ。

「だから……」

「……分かった」そうか。

（……冬ふゆ月つきの邪じや魔まになっちゃいけない）

（役に立てないなら、……せめてそれだけは、避けなくてはいけない）

　……もはや言うこともなく、天あま津つ甕みか星ぼしたちを追って歩き出した恕じよ宇うの背中に、

「……小鳥遊たかなしさん」日ひ奈なの声がかかる。

　恕宇は振り向いた。

「……なに？」

「あ、あのね、……だったら、というか、……お願いが、あるんだけど……」

「なに？」

「あ、あたし」ゆっくりと、その顔が赤くなっていく。

「なんだよ」恕宇は急いで言った。「あ、あたしにできることならなんだって──」

「じゃ、じゃあ……あのね」顔を真っ赤に、

　その言葉を口に出す。

「……できれば、友だちには、日奈って呼んで欲しいな、って……」

　──沈ちん黙もく。

　黙ったままの恕宇に、

　すぐに付け足すような声が届く。

「ご、ごめん。忘れて。ちょ、ちょっと言ってみたかっただけだから」

　小鳥遊は、日奈に背を向けた。

　そして言った。

「だったら」

「……え？」

「あたしのことも、……恕宇って、呼んでくれ」言うや否やすぐに駆かけ出す。

　今いま自分がどんな顔をしているか、日奈にだけは知られたくなかった。







　デート（と亜あ緒おは形容したが天津甕星はかたくなにそれを否定した。由ゆ真まは接せつ待たいという言葉を使った）は、それなりに楽しかった。知識ばかりで経験のない天津甕星にいろいろなものを見せるのも面白かったが、何よりも恕宇自じ身しん、それが初めてだったからだ。見けん鬼きであり、その修行にばかりいそしんでいた恕宇は、十年近く大城跡ゆめあとに住んでいながらあまりにも大城跡のことを知らなかった。だから見物だけでも楽しかった。また、ボウリングとかカラオケをするのも初めてだったのだが、ずっと、そんなの凡ぼん人じんがすることだ、見鬼がすることではない、と決めつけていたそれらの遊びは、……認めよう、本当に楽しかった。だから最後の方になると、恕宇の方が天津甕星以い上じように帰りたがらなかった、と思うのだが亜緒や由真にはまた別の意見があるらしい。

　新あら鷹たか神社に帰りつくと（そこでみゆきに見つかったが、意外なことに、みゆきは天あま津つ甕みか星ぼしを見ても何も言わなかった）、今度は日ひ奈なの『物語り』を楽しんだ。昨日の物語りで要よう領りようを得たのだろう、三さん夜や目めの日奈の語りはこれまでとはくらべものにならなかった。一いち夜や目めが朗ろう誦しよう、二に夜や目めが一人芝しば居いなら、三夜目は一人スペクタクル？　だった。もちろん場所が洞どう窟くつ内であり、今年十一歳さいの子供の仕掛けである、それほどたいしたものではない。音と光と、スモーク程度──だが日奈には、それを補おぎなってあまりある想像力と声の力がある。派は手でではないが場を摑つかむ演技力がある。三人プラス一いつ柱ちゆうプラス一匹？　は、みなそれに酔よいしれた。昼ひる一緒に遊んだことによる一体感も手伝ったのだろう、みな一いち丸がんとなって物語りを楽しんでいた。由ゆ真まの驚きに、場の全員が付き合った。亜あ緒おの興こう奮ふんがみなに伝わった。王の怒りは天津甕星の怒りであり、そして恕じよ宇うはみなと同じだった。みながみな、同じようにそれを感じ、楽しむことができた。みな、流る浪ろうの王の冒険に共感し──

　──何よりも三夜目は、血ち沸わき肉にく踊おどる活劇が中心だったのである。

　……あるいは、だからこその仕掛け舞台スペクタクルだったのかもしれない。主人公の内面を描き出した一夜目にシンプルな朗誦が適していたように、主人公の新たな旅立ちとロマンスを表すのに一人芝居が効果的だったように、戦いと冒険がメインである三夜目の派手なスペクタクルは水と魚のように相あい性しようが良かった。日奈が叫び、煙が舞い、日奈の視線に光が踊る。爆音が轟とどろく中、しかしそれに負けない日奈の声の力によって、

　みなが物語りに酔いしれた。

　当然、天津甕星が途中で止めることもなく、

　三夜目も、大成功のうちに終わった。







「いやすごかったよ、ひなちゃん！」亜緒が日奈に抱きついた。「へたな──ううん、たいていの劇よりよっぽど面白かった！　これからはひなちゃんのこと、巨きよ匠しようって呼ぼうかなぁ」

「そんな、ブドウみたいのはやだよぉ」日奈は自分の冗じよう談だんにくすくす笑った。

　が、すぐに真剣な顔になってみなを見た。

　由真が言う。

「いや、本当に面白かったよ。亜緒ちゃんの言葉、全然大おおげさじゃないくらい」

《うむ》天津甕星も同意した。《……ただ、ドラゴンとか不ふ死しの魔法とかが好みの分かれるところだなぁ。お前の話は面白かったからいいが、私は基本的には、そういうのは苦にが手てなのだ》

　恕宇はまじまじと神さまを見た。

　が、何も言わなかった。

　代わりに『ヘンナ生物』が言う。

「ゆあん！」

　日ひ奈なはみなの顔を順々に見た。

「……あの、天あま津つ甕みか星ぼしさま、そして、みんな」声が少しかすれている。

「どうした？」尋たずねる恕じよ宇う。

　日奈は言った。

「……あたし、最初に五夜構こう成せいって、言いましたよね」

《うむ》

「……実は、それが……」

《まさか六夜に増えた、なんて言うんじゃないだろうな》揶や揄ゆする口く調ちように、

　日奈は頭を振った。

「……逆、なんです」

《……なに？》

「四夜に減りました」無表情に言う。「……明日が、最終回です」

　──息を吞のむ、一同。

　……沈ちん黙もくののち、

《お前はバカか？》声を絞しぼり出す天津甕星。《せっかく五夜生き長らえさせてやろうというのに、自分から一いち夜や減らすというのか？》

「へ、減らしたくて減らしたんじゃありません」沈ちん痛つうな、日奈の声。「……でも、今日、分かったの。明日が最後だって。明日に最後を持ってこないと、物語としてだめだって」

　みんなを、見渡す。

　うつむき、真っ白な顔で声を絞り出す。

「……みんな、……ごめん……」

　誰も何も言わなかった。

　天津甕星が叫んだ。

《お前、バカか！　そんなの本ほん末まつ転てん倒とうじゃないか！》

「……本末転倒？」

《生き延びるための物語だろうが！　それなのに、物語のために命を捨てるのか？》

　──日奈の声が洞どう窟くつ内に、響ひびく。

「あたしは……何も、あきらめてはいません」

《……あきらめて？》

「明日の話を聞いてもらえれば、……もしかしたら、天津甕星さまが復ふく讐しゆうをあきらめてくれるかも、と本気で思っているんです」

《……それは……》

　そうだ、と恕宇は思った。それこそがこの物語の、最大の目的。のはずだ。

　日ひ奈なの言葉が、続く。

「そのためには、物語をしっかり完成させなければならない。そしてそのためには、明日、話を終わらせなければいけないんです。

　下へ手たに引き延ばしたら、物語として、だめになる……

　……それはもちろん、……結局だめで、明日滅ほろぶことになるんなら、……一日を無む駄だにすることになるかもしれないけど……あたしは一日だけ、より、ずっと、の方に賭かけたいんです。

　……だから、みんな……ごめん」

　天あま津つ甕みか星ぼしは、もう何も言わなかった。

　亜あ緒おが口を開く。

「謝らないで、いいよ」

「亜緒ちゃん」

「最初にいったでしょ？　あおも由ゆ真まも、日奈ちゃんと最後まで、いくって。だから、ひなちゃんのできる一番いいことをして」

「そうだよ」由真もうなずいた。「……あたし、ひなちゃんのことは認めてるから。日奈ちゃんがダメなら、もう誰にもどうにもできないと思う」

「ゆあーん」と『ヘンナ生物』。

　日奈は、恕じよ宇うを見た。

　恕宇も日奈を見た。そしてただ一言、

「日奈」とだけ、言った。

　それ以上は必要ない。

　沈ちん黙もくのあと、

　天津甕星が、口を開く。

《……私はな、語かたり部べの娘よ。……お前を本当に、本当の本当に、見くびっていたようだ》

「……」

《私を楽しませることで……物語で、お前は戦っていたのだな……》うむ、とうなずく。《私はお前を見くびらない。明日を楽しみにさせてもらおう》

「……ありがとうございます」日奈は頭を下げた。

「……じゃあ、今日はお泊まりはなしだね」つぶやくように、亜緒が言う。

「お願い、そうして」日奈も言った。「あたしも今日は……帰るよ。お母さんと、……お父さんに会いに」

　ゆよーん、と『ヘンナ生物』。

　──明日、世界が終わるかもしれない、

　その事実を嚙かみ締めてみながのろのろ帰り出すなか、

《……我が巫み女こよ、しばし、残れ》

　神の声が恕じよ宇うの頭のなかに響ひびいた。







　他の三人が帰ったのを見届けて、天あま津つ甕みか星ぼしは恕宇に言った。

《……我が巫み女こよ》

「……はい」

《……お前は、気づいているか？　語かたり部べの娘の物語に、致ち命めい的な欠点があるのを》恕宇が答えるのを待たず、言う。《語り部の姫は、私の興味を引くために我が境きよう遇ぐうと同じ話を持ってきた。……だからこそ、私は興味を持ったのだが……だがな、そこには致命的な欠点があるのだ。

　……それは……》

「……」黙りこくる恕宇に、

　無感情な声で、言う。

《結末が予よ測そく可能なことだ》声が大きく、高くなる。《たとえばこれが私とは全ぜん然ぜん関係ない物語で、にもかかわらず見事に『復ふく讐しゆうはいけない』、という話に持っていけたなら、あるいはあの娘の言葉の力なら私を説得できたかもしれない。……だが、私と同じ境きよう遇ぐうの話を持ってきて、最後に『復讐はいけない』なんて落ちをつけられて、私が納なつ得とくできると思うか？

　──いいやできるわけがない！

　私は思うだろう、結局この物語は私に説教をかますためのものだと。復讐をあきらめさせるためにもっともらしく語っただけなのだと。そうなれば、もはや感動など消える。感動のない話に、説得力などあるものか！

　──はっきり言っておく。

　もしもこの私と似た境遇の物語で、最後が復讐をやめて幸せになった、とか、復讐をして不幸せになった、などという程度の終わりになるのなら、そんな予想のつく終わりなら、たとえどんなに巧たくみに語ろうとも私の心は冷めるだろう。そして私は、この世界を滅ほろぼすだろう。

　だが、この物語で私の復讐をあきらめさせようというのなら、他の終わり方などあるか？

　……それが、この物語の致命的な欠点なのだ》

　何も言わない恕宇に、言う。

《巫女よ。このことをあの娘に伝えてやれ。もし気づいていないなら、早く修正するように、と。

　……もっとも、修正できるものならだが……

　……泣いているのか？》

　恕宇は頭を振った。

　笑い、

　そして言う。

「……言える、わけが、ない……」

《……》

「……ふゆ、日ひ奈なは、……あいつは、自分の物語にプライドを持っているんです。そのことは、今まででだって分かるでしょう？

　……その欠点を教えようと教えまいと、あいつがすでに決めている、自分の物語の結末を変えたりなんかするもんか！」

《……だが……》

「だから……気づいているのならいい。でも、もしも日奈が、その欠点に気づいていなかったとしたら……もしもそれを教えたら、あいつはこれから、地じ獄ごくのような思いをすることになる。

　だから、あたしは、……言えません。

　……あいつを、信じます」

　天あま津つ甕みか星ぼしは、問うた。

《……欠点に、気づいていることを、か？》

　恕じよ宇うは答えた。

「あいつが信じているものを、です」

《……そうか……》

「──畜ちく生しよう！」突然、叫ぶ恕じよ宇う。

　目もくらむ怒りに身を任せ、天あま津つ甕みか星ぼし──神に向かって飛びかかる。飛びかかり、殴なぐりつけながら叫ぶ。

「畜ちく生しよう！　畜生！　畜生！　畜生！」
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《……巫み女こ……》

「殺すなら、あたしを殺せ！」恕宇は叫んだ。「あいつは……あいつらは何も悪くないんだ！　悪いのは、あたしだけだ！　あたしだけなのに、なんで──」

　恕宇に殴られるままになりつつ、

　天津甕星は、言った。

《……それは、できない》

「き……さ、ま……」

《……これは『誰が悪い』ということではないのだ。強しいてあげれば、……私が一番悪わるいのだろうな……》

「……」

《だがな……》天津甕星の、搾しぼり出すような声。《……私はもう、止まらない》

「……止まらない」

《……ああ、止まらない。お前らが帰ったあと、闇やみの中、ここで思うこともある。復ふく讐しゆうなど、あきらめるべきではないか、と。お前らは、何も悪くないのだから……と。

　だが……止まらない。

　一いち＋一いちが二になることを誰にも止められないように、私はもう、止まらない。私の中の冷たい復ふく讐しゆうの式は、もはや私にすら、どうすることもできない──》その身を震わせ、天津甕星は言った。《この復讐の感情は、私自身ではもう、どうすることもできない。……あまりに長く、深く、育ててきてしまったから──》

「……」

《……やはり我々は、壁を置くべきだったな》天津甕星は笑った。《もはや……どうしようもないことだが》

「……はい」

《そして私は謝るまい》無感情な声が、響ひびく。

《……明日、私は世界を滅ほろぼす。それは恐らく、あの語かたり部べにも止められまい。……だから巫み女こよ、……もう帰るがいい。そして今日のうちに、会いたい者に会っておけ》

「……そんなやつ、いません」恕宇は笑わらった。「……あいつらには、明日会えるし」

《……誰もいないのか？　両親は？》

「親はいません。……義ぎ父ふはいますが、今、出張とかで」

《……そうか……》神が言う。《親はいないか。……会いたかろうな。……なんなら私の力で、本当の親を探してやろうか？　何も木の股またから生まれたわけでもあるまい。それぐらいなら簡単に》

「けっこうです」笑う。「赤あかん坊ぼうを、怪け物ものだからって捨てた親だ」

《……》

「でもあたしは、こうして育ち、見けん鬼きになれた。捨てられることになった力で、……特別な存在に……」……何が特別な存在だ。

　あたしが特別だったとしたら、それは、周囲の人間がそう扱ってくれたから、というだけのことだ。……どうして今まで、気がつかなかったのだろう、と恕じよ宇うは思った。一いち＋一いちが二になるように、それは当たり前のことだったのに。

　……周囲の、人間……

《……巫み女こよ》神が言う。《お前の力は……》

「……ああ、そうだ、甕みか星ぼしさま」恕宇は笑った。「一人、います。……会いにいきます」

《……ああ》天あま津つ甕星は、微笑ほほえんだ。《それがいい……》

　神さまを一人、あとに残して、

　恕宇は外へと出て行った。







　恕宇が訪ねていったときには、みゆきはすでに眠っていた。疲れて眠っているのを起こすのもかわいそうだったので（以前の恕宇なら確実に、しかも喜んで叩たたき起こしていただろうが）、起こさずにそのまま彼女の横に潜りこみ、眠りについた。朝、それを見つけてみゆきは幸せの絶ぜつ頂ちように包まれるのだが（同時に最近「もしか（して）？」と気になっている自分自身の性的嗜し好こうについて思い悩むのだが）、恕宇はそんなの知るよしもなかった。だから当然、みゆきが恕宇の寝顔に（恕宇さまは、将来すさまじい美人になる！）と雷らい鳴めいに撃うたれたように動けなくなっているのも気づかなかったし、（……それにしても、養よう子しとは思えないほど無む玄げんさまに似ている……）と不ふ思し議ぎがっているのにも気づかなかった。

　……こうして、

　世界の最後になるかもしれない夜が来た。




　　　５




　世界の終わりかもしれない夜に、

　天津甕星のもとを最初に訪れたのは、日ひ奈なだった。

　次に恕宇、そして亜あ緒おと由ゆ真まが一緒に来る。当然『ヘンナ生物』も一緒に。

　来ない者は、いなかった。

　誰もそんなの、疑いすらしていなかったが。

　開かい口こう一番、亜あ緒おは言った。

「お土産みやげ持って来たよ！」

　おみやげ？　と訝いぶかしがる恕じよ宇うたちの前に、

「ほら！」ばらまかれたのはシュークリームの入った袋ふくろが二十個ほど。

「うわ、これ高いやつだ！」と由ゆ真ま。

「……どうしたの？」と日ひ奈な。

「お年とし玉だま貯金つかって、買ってきた！」えっへん、と胸を張る。「シュークリームをいやっていうほど食べて終わるっての、どう？　どうよ？　それなりに理想的じゃない？」

「……ははぁ」と日奈。「なるほどなぁ」

「そりゃ、亜緒ちゃんはそうだろうけど」と由真。

　亜緒はふふん、と笑った。

　そして由真に、何かを渡す。

「はうん♪」卒そつ倒とうしかける由真。「納なつ豆とうだ！」

「どう？　あおってえらいでしょ？　世界の終わりには、由真はこれを欲しがるだろうって思ったんだ！」

「うん！」由真は大きくうなずいた。

　そして表情を崩さず、言った。

「……亜緒ちゃん、大好き」

「はいはい」笑って手を叩たたき、シュークリームを分け始める亜緒。「一人四個、だからね！」

　……そんな二人を、日奈は黙って見ていた。

　そして自分のほおを張った。

　そんな日奈を恕宇は見ていた。

　何も言わずに見ていた。

　天あま津つ甕みか星ぼしはシュークリームを数えて、一人四個ということは、私も入っているのか……とつぶやいていた。

　そして、全員（『ヘンナ生物』にもシュークリームが回ったから本当に全員）がそれを食べ終わったのち（と言っても全部は食べ切れなかったが）、

　仕掛けも演技も捨て、ただシンプルに日奈は語りを始めた。







　物語は、前夜でドラゴンを倒し不ふ死しの身体からだと王女の王国を手に入れた王の、苦く悩のうから始まった。

　妻ができ、子供ができ、王は幸せに暮らしていた。はずだった。

　だが剣が呼ぶ。

　それは夜に、夢を借りて現れる。それはうつつに、幻げん影えいとなって現れる。鋭えい利りな刃は物ものの傷のように、それは熱と脈みやく動どうで、己の存在を教えてくる。国民が彼を慕したうほど、それは脳のう裏りによみがえった。妻が愛をささやくたびに、それはいなずまとなって脳のなかにさしこんだ。

　彼はかつて、自分の国の国民たちに慕われていた。

　彼の弟もまた、そうだった。

　そして二人は何なに不自由なく──

（……裏切られた）

（……なぜ、裏切った！）

　今いま彼は、幸せのはずだった。妻もいる。子供もいる。彼は王であり、不ふ死しであり、すさまじい力を持ち、国民は彼を慕い、そして──

（国を、故郷を追われた！）

（仲間を……将来を誓ちかった人を、殺された！　そして！）

（俺は裏切られたのだ！）

　幸せを享きよう受じゆできずに苦しむ王を、日ひ奈なの口はよく語った。彼を幸せにしたいと思う、王女の心を日奈の言葉はよく語った。だから恕じよ宇うは悟さとった。場のみなが悟った。王のどうしようもない心情を。そして、ここで幸せに暮らしました、という終わりはないということを。幸せが強ければ強いほど、のちの不幸が予感される。王女の愛が深ければ深いほど、それは悲劇を思わせる。今ここにある、この国に生まれた平和は、しかし彼のものではなかった。彼が生み出したものでありながら、それは彼のものではなかった。彼がかつて振り上げた剣は、いまだに振り降ろされてはいない。彼が手にした力の獣けものが求めた獲え物ものは、いまだに血を流していない。平和に満ちれば満ちるほど、彼は怒りにさいなまされた（なぜだ？）。愛が深ければ深いほど、彼は苦しみに猛たけった（なぜだ？）。

（なぜ俺は、あきらめることができない！）

　そしてある日、彼は知る。

　かつて自分が追われた国が、自分を裏切った弟の手によって、平和に満ちていることを。平和な国として、近きん隣りん諸国に広く知られていることを──




　王のなかで何かが切れた。




　そして彼は、自ら創つくった国から消えた。

　自分の狂気にその国を、愛する人を、巻きこまないために──いやそれは言い訳だろう。復ふく讐しゆうの剣は、ただそれ一ひと振ふりしか持てるものではないのだ。そして彼はその剣を取るためだけに、他の全すべてを捨て去ったのだ。

　こうして──いまや王ではない男は、

　かつて追われた彼の国に、再び立ったのだった。

「……二十年のときを経て、彼は再びその地に立ったのです」日ひ奈なの言葉が流れる。「かつて追われた故こ郷きようは、戦せん乱らんを経てもなお、変わらぬ匂においを持っていました。……そう、そこは故郷でした。彼から全すべてを奪い、放ほう逐ちくした故郷。怒りと……憎しみと、しかしそれらを上回る強い郷きよう愁しゆうが、彼の心を覆おおいます。

　彼はつぶやきます。

『……今の俺は、この国を、俺一人で滅ほろぼせる』

　……この国に、何の罪があるのでしょう。

『俺一人の力で、この国を果てない戦乱に覆おおえる──』

　この国の国民に、何の咎とががあるのでしょう。

　──明らかにそれは、間違っている。

　ならば、と男は思います。

　俺はもう、人間ではない。復ふく讐しゆうを、ただ復讐のみを糧かてとする、怪物だ──

『弟よ、お前に奪われたものを、俺はお前から奪い返そう。お前に与えられたものを、俺はお前に与え返そう。全てはあのときのままに──

　復讐の、ときだ』

　男は一歩、踏み出そうとしました。

　そのとき──」




　一瞬、恕じよ宇うと天あま津つ甕みか星ぼしは顔を見合わせた。

　恕宇の脳のう裏りに、天津甕星の言葉がよぎる。

（……もしもこの私と似た境きよう遇ぐうの物語で、最後が復ふく讐しゆうをやめて幸せになった、とか、復讐をして不幸せになった、などという程度の終わりになるのなら、そんな予想のつく終わりなら、たとえどんなに巧たくみに語ろうとも私の心は冷めるだろう）

（そして私は、この世界を滅ほろぼすだろう）

　……だが、この物語で復讐をあきらめさせるためには、他の終わり方などあるのか？

　いいや、ダメだ。

　少なくともあたしには、考えつかない──

　絶望しかけた恕宇の耳に、

　冬ふゆ月つき日奈の言葉が届く──




「そのとき──

　ようやく男は気がついたのです。

　自分の足が動かぬことに。

　もはや一歩も、踏み出せぬことに」




（……なに？）

　……恕じよ宇うと天あま津つ甕みか星ぼしは、再び顔を見合わせた。が、あっけに取られた二人に構わず、日ひ奈なの言葉は続いた。

「一歩踏ふみ出せば、その瞬間から男の復ふく讐しゆうは始まります。だから、男は必死になって、その一歩を踏み出そうとしました。

　しかし、少しも動きません。

　ただ一歩踏み出せばいい──それなのに、男の足は動かないのです。

　ならば？　と男は思いました。横ならどうだ？　それとも……後ろは？

　……いいえ、

　足は少しも、動きません。

　──もっとも動いたとしても男は後ろには、退さがらなかったでしょう。男は必死に、動かない足を動かそうとしました。必死に一歩、ただ一歩でもほんのちょっとでも足を動かそうとしました。

　でも足は動きません。

　少しも動かぬ足の上で、男は故こ郷きようの匂においをかいでいました。故郷の草の、風の、太陽の匂いをかぎながら、男は一歩──復讐への、ただ一歩を踏み出そうとしました。ですが足は動きません。

　朝が来て、夜が来て──

　再び朝が来たとき、男の足は、──石になっていました。しかしそれでも、男は一歩、動かない足で一歩を踏み出そうとしたのです。

　……そして気がつくと、男は全身が、石になっていたのでした」

　はふう、と亜あ緒おがため息をついた。

　由ゆ真まはじっと、聞き入っている。

（……ええ？）

　ただただあっけにとられた天津甕星と恕宇を置き去りにして、日ひ奈なの物語は続く。

「……時が過ぎます。

　石になってなお、男が一歩を踏み出そうとしている間に、男の弟は死にました。

　数すう奇きな運命は、男と石いし工くを出会わせます。

　死んだ王の彫ちよう像ぞうを彫ほるよう依頼されていたその石工は、石になった男を見て、これだ！　と思いました。必死になって一歩を踏み出そうとしている男の像は、彼のイメージにぴったりだったのです。さらに、男と弟は、双ふた子ごのように似てもいました。そこで石工は、石になった男にちょっと手を加えただけで、それを自分の作品として提出してしまいました。

　こうして石になった男は、一歩を踏み出そうとしている間に、弟の彫ちよう像ぞうをつとめることになったのです。

　……時が過ぎ、

　代が変わって、さらには国が滅ほろんでも、石になった男はなおも、一歩を踏み出そうとしていました。あるときは地上で、日の光の下にいました。またあるときは城の中で、貴き婦ふ人じんたちにかこまれていました。あるときは海の底にいました。またあるときは、屋根裏うら部屋でほこりをかぶっていました。そしてそのいずれのときも、男は一歩を、ただ一歩を踏み出そうとしていたのでした。

　ですが彼の足は、……今はもう心臓さえも、ぴくりとも動かないのでした」

　これはいったいなんなんだ？　と天あま津つ甕みか星ぼしの目が恕じよ宇うに尋たずねる。

　しかし恕宇には、答えようがない。

　日ひ奈なの物語が、続く。

「時が過ぎ……そして男はようやく、その少女に出会います。

　そのとき男は、博物館に展示されていました。もう時が経たちすぎています。男の──像の素す性じようはもはやまったく分かりません。だから但ただし書きには、男とまったく関係ない物語が描かれていました。それでも男はそんなことまったく気にも止めないで、一歩を踏み出そうとしていました。

　そこへ、少女はやってきたのです。

　少女は石になった男を眺ながめ、その但し書きに書かれた物語を読みました。

　そして、その一言を言ったのです。

『ごめんね』と」

　ひゅう、と息を吞のむ亜あ緒お。

　物語は、続く。

「……そこにどんな物語が書かれていたのか、男には知るよしもありません。だから男は、どうして少女が『ごめんね』なんて言ったのか、分かりませんでした。それでも。

　そのとき男のなかで、何かが砕くだけ、

　ついに男は、崩くずれ始めました。

　少女は驚き、小さな悲鳴を上げました。きっと少女には、何が起きているのか分からなかったでしょう。……ですが男には、他ならぬ男自身には、何が起きているのか分かっていました。

　男は、ようやく気づいたのです。

　自分はずっと、その言葉を聞きたかったのだということを──。

　ただそれだけを、聞きたかったのだということを──

　そしてそれに気づいた瞬間から、

　男の身体からだは、砂になり始めたのです。

　さらさらさらさらと、男の身体は崩れ始めました。少女や、他の客が眺ながめるなか、男の身体はどんどんどんどん砂になり、崩れ始めました。ぐらりと崩れ、男はついに、待たい望ぼうの一歩を踏み出せました。……ですがもう、男にとって、それはどうでもいいことでした。

　……一番、聞きたかった言葉をもう、聞けたから。

　少女は、まるで自分のせいで男がそうなったかのように、男に駆かけ寄り、ごめんね、ごめんね、と言い続けました。そしてその言葉こそ、場所が、時が、相手こそが違え、男がずっと待っていた言葉でした。少女はごめんねごめんねと言いながら、玉たまのような涙を流しました。涙は砂に染みこんで、まるで土のようになりました。少女はその土のようなところから、潮しおと、草と、お日様のような、何か懐かしい匂においをかいだような気がしました。どことなく懐かしい匂いを辺りに立ちこませ──

　男はついに、不ふ死しから土くれになったのです。──ただの土くれに──

　──こうして男の復ふく讐しゆうの旅は、終わりを告げ、

　あとにはただ、潮と、草と、お日様のような、何か懐かしい匂いのする土を残したのでした──」
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　……沈ちん黙もくのなか、

　深々と、一いち礼れいする日ひ奈な。

　拍手する、亜あ緒おと由ゆ真ま。

「ゆあん！」と叫ぶ『ヘンナ生物』。

　しばらくして、

　ようやく恕じよ宇うと天あま津つ甕みか星ぼしは、叫んだのだった。

『────なんだそりゃあ！』
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《な、なんなんだその終わり方は！》

　天津甕星の声に、真っ白になるほどきつく唇くちびるを嚙かみ締めている日ひ奈なに変わって、由真が言った。

「……何よそれ！　どういう文もん句くのつけ方よ！」

「だ、だって」恕宇が答える。「……その最後じゃ……復ふく讐しゆうの是ぜ非ひと、なんの関係もないじゃないか！」

「へ？」と由真。

「……ゼヒ？　どういう意味？」と亜緒。

「ゼヒってのは、つまり……だ、だいたい、全然脈みやく絡らくがないだろ？」

「ミャクラク？」と亜緒。

「そんなことないよ」怒ったように言う、由真。「小鳥遊たかなしさん何なに聞いてたの？　伏ふく線せんたくさんあったじゃない。不ふ死しを授さずかる場面での、龍りゆうの『お前は一歩を、たったの一歩を進むため、その不死を使うことになるだろう』という台詞せりふとか、りんご売りの少女が、土に種を植えるとことか──」

「そうだよ！　『ごめんね』だ！」亜緒も声を上げる。「あのときもらった土と種って、こういうことだったんだね！」

「うん」由真もうなずく。「だから石いし工くさんが、兄と弟の像を──」

「そしてあそこで──」

　……え？　……え？　……え？

「だ、だ、だって、この、物語は」つっかえながら尋たずねる恕宇。「天津甕星──いいや、復讐しようとする者に復讐をあきらめさせる、そういう物語じゃないと──」

「……なんで？」と亜緒。

「……」由真は天津甕星を見た。

　あっけにとられ、

　天津甕星と恕宇の視線が合い、そのまま日奈へと注そそがれる。

　天あま津つ甕みか星ぼしが、尋たずねた。

《……こ、……これは、私に復ふく讐しゆうをあきらめさせるための物語ではないのか？》

　……ゆっくりと、

　うなずく日ひ奈な。

「……そのつもりです」

《で、では……だが、この終わり方では……何も……》

　……何も言わずに、唇くちびるを嚙かみ締めて、天津甕星を見ている日奈。

　重ねて尋たずねる天津甕星。

《……お、お前はこの終わりでいいのか？　こんな終わりで……私に何を伝えようと？》

「……はい」

《だが……これでは、……これでどうして、私を説得できる？　復讐は悪いことだと、割に合わないと私に納なつ得とくさせなければ、私は復讐をあきらめたりは、しな……》

「……あたしは、まだ今年でやっと、十年しか生きていないんです」日奈は言った。「復讐とか、人のこと、いい悪いなんて……言えません。だから……」

《だ、だが、これでは……分かった！》天津甕星は声を上げた。《まだ何か、私が気づいていないギミックがあるのだな？　私が復讐をあきらめたくなるような、ギミックがあるんだろ？　よし特別に聞いてやる。それはなんだ？》

　──だが、

「……あたしの話はこれだけです」かたくなな、感情を含まない声。

《だがお前、これでは……こんなので》天津甕星の声が、ほとんど悲鳴のようになる。《お前は本当にこんな話で、私を止められると思っていたのか？　たとえ面白くたって、こんな話では……！》

「……やめて」亜あ緒おが、静かに、言った。「お願いだから、神さま……」

《……あ……》




　日奈は、泣いていた。




　泣きながら、言う。

「……ごめん……みんな、……あたし……」

「ううん。いいよ」優しく言う亜緒。「あおね、ひなちゃんの話、……本当に、面白かったと思うし」

「……あたしも」と由ゆ真まもうなずく。

　恕じよ宇うは黙って、日奈の肩を抱いた。

　天津甕星をにらみ、言う。

「もう、よせ……」

《しかし……》

「……あたしたちは、考え過ぎていたんだ。……そうだ、考え過ぎて、……日ひ奈なの最後の、全身全ぜん霊れいを注そそいだ話を、……台だい無なしにしてしまった……」

《……》

「ごめん、日奈」恕じよ宇うは言った。「……あたし、……あたしは、どうして、こんな……いやなやつ、なんだろ……最後まで、勘かん繰ぐってばっかりで……あ」

　……涙が、あふれる。

《……すまない》天あま津つ甕みか星ぼしは、言った。《……だが……分からない。……語かたり部べの娘、お前は、本当に……》口く調ちようが跳ね上がる。《正直に言え！　まだ何か、あるのだろ？　言わなければ、世界が──》

「もうよせって言ってるだろ！」恕宇が叫ぶ。

　──押し黙る、天津甕星。

　しゃくりあげる音の中

　ゆっくりと、日奈は言った。

「……あたしの話は……本当に、これだけです。

　……これが、だめなら……

　……ごめんね、みんな……」

「いいよ」亜あ緒おが言う。

　由ゆ真まも、うなずく。

「ゆやゆ、よん」と『ヘンナ生物』。

　亜緒はうん、と伸びをした。

「さて……これで、世界の終わりか。……なんか実感わかないけど、……多分、こんなもんなんだろうなぁ」

《お前……たち》

「日奈ちゃんはよくがんばったよ」しゃくりあげている日奈に、優しく話し掛ける由真。「だから……本当に、気にしないで。いいよ。……だいたい、世界は大きいんだよ？　大きいってことは、強いってことだよ？　だから世界には、自分で自分を守らせとけ。日奈ちゃんができなかったからって、誰も日奈ちゃんを責めないよ。……こんな小さな子供なんだし」

　そうだ、と恕宇も思う。

　日奈はずっと、神さま相手に実質的に、一人で戦っていたんだ。物語り、なんて子供のようなやり方でも、日奈なりに、必死に──

　誰にも責めさせたりはしない。

　じっと、天津甕星をにらむ。

　いまだつぶやいている、天あま津つ甕みか星ぼし。

《……確かにお前はまだ子供だ。だが……》小さく、それでも言い続ける。《だが……あれだけ人間を語れるお前が、なぜそんな……》

「まだごちゃごちゃ言ってるの？」由ゆ真まが笑う。「いいかげんにしてよ。こっちがいいって言ってんだから」

《……》

「……あの、神さま」亜あ緒おが言う。

《……ん？》

「……痛くしたりは、しないよね」

《……ああ》大きくうなずく天津甕星。《お前はきっと、自分が死んだことにさえ気がつかないよ》

「そっか」亜緒は微笑ほほえんだ。「それもなんか、寂しい気もするけど……」

《……すまない。……ああ、いや……》

「……あのね、神さま」亜緒は、笑った。「すまないなんて、言わなくていいよ。あお、……怖いけど、なんとなくだけど、仕方ないって思うから」

《……仕方ない？》

「あお、最初は分からなかったけど、ひなちゃんの話を聞いて、分かったから。あの王さまと神さまの気持ちが一緒なら……仕方ないよね。神さまだって、どうにもできないことなんだよね。自分にもどうにもできない気持ちって、確かにあると思うから」

「そうだね」由真も言う。「……認めたくはないけれど、それはまぁ、よく分かった」笑う。「日ひ奈なちゃんに感謝しなさい？　日奈ちゃんの話のお陰なんだから」

　……天津甕星の一つ目が、大きく開かれる。

《……そうか……》

「……え？」と由真。

「ゆあーん？」と『ヘンナ生物』。

　つぶやく天津甕星──

《……そう、なの、か……？》

（……？）天津甕星の発する波が変わった気がして、恕じよ宇うは怪け訝げんに思った。（……これは？）

「……とにかく」由真は言った。「だから、やるなら早くやっちゃって。……ただし」天津甕星をにらむ。「その度ど胸きようがあるんなら、あたしの目を見ながらにして」

　……天津甕星は笑った。豪ごう快かいに。

《いや、それは無理だ。とてもじゃないが、そんな度胸はない》

　由真から目をそらし、全員を見渡す。

　そして言う。

《それでは早さつ速そく、この世界を滅ほろぼしてやろうと思うのだが……》

　日ひ奈ながぎゅっと、恕じよ宇うの手を摑つかむ。

　その手を握り返す恕宇。逆の手は、亜あ緒おの肩を強く抱く。亜緒は恕宇と由ゆ真ま、由真は亜緒と日奈を抱き、四人はきつく、一つになった。そんな四人を楽しそうに、そして少し寂しそうに見つめ、天あま津つ甕みか星ぼしは、言った。

《その前に、……冬ふゆ月つき日奈、この噓うそつきめ！　お前のその切り札を、ちゃんと話してもらおうか！》

　──え？　と全員の目が、日奈に注目する。

　日奈が「切り札なんてありません！」と叫んだ瞬間、

　天津甕星の胴どう体たい部分の突起が伸び、皮ひ膜まくの張ったこうもりのような翼つばさをつくった。

　そして──次の瞬間。




「──ゆやゆよんッ？」ｂｙ『ヘンナ生物』。




　四人プラス一いつ柱ちゆうプラス一匹？　は、

　宇宙空間に、跳んでいた。
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　満まん天てんに、全天に輝く全方向の星の海──

　何か不思議な力のフィールドによって真空の嵐あらしから守られた無む重じゆう量りよう空間に浮かび、太陽光を遮さえぎってくれる隕いん石せきの陰から遠くに地球を眺ながめて、亜緒は叫んだ。

「うわ見て！　すごい！　あれ地球でしょ？」ううむ、と唸うなる。「……なんだ、けっこう青いじゃん！」

《……私が創つくった、星だ》しみじみと言う天津甕星。《……こうして見るのは、久しぶりだな……》

　由真は周囲を見渡した。

「……ここって、本当に宇宙なの？　幻げん覚かくじゃなくて？」天津甕星を、にらむ。「何よいったい、こんなところに連れてきて。……なぶる、つもり？」

《いいやぁ。……ただ》笑って、日奈を見る。《この娘が隠かくしていることを、吐いてもらおうと思ってな》

「くどいぞ！」恕宇は叫んだ。

「隠してなんか……」と、日奈。

　そうか？　と天あま津つ甕みか星ぼしは笑った。

　笑い、言う。

《……だったら、じゃあ、私の質問に答えてくれるかな？　それぐらいならいいだろう？》

「……質問？」と恕じよ宇う。

《ああ、質問だ。その答えが気に入ったなら、世界を滅ほろぼすのはやめてやってもいい》

「ほんと！」と亜あ緒お。

「……ほんとうに？」と由ゆ真ま。

「ゆあん？」と『ヘンナ生物』。

　……日ひ奈なはしかし、首を振った。

「……いや……です」

「……日奈？」

「ひなちゃん？」

「日奈ちゃん……さっきから、どうしたの？」

　日奈はいやいやをした。

　天津甕星は、言った。

《なんかおかしいとは思っていたんだが……さっき、やっと分かったよ。……冬ふゆ月つき日奈、物語りにプライドを持っているお前が、なんでそんな──画が竜りよう点てん睛せいを欠いているんだ？　いったい何を遠えん慮りよしている？》

　……遠慮？

「ガリョーテンセイって何？」と亜緒。「キンセイの親しん戚せき？」

《画竜点睛を欠くというのは……ちゃんとやっていない、ということさ》天津甕星は微笑ほほえんだ。《物事は、ちゃんと最後までやらないと》

「いったい何を……」言いかける恕宇を制して、

　天津甕星は、言った。

《……冬月日奈、お前の物語の、主人公の描写は素晴らしかった。……あれは、まさに私の心の一部分を再現していた。だが、王を描写し、王女を描写し、大臣を、龍りゆうを、魔法使いにりんご売りの少女まで克こく明めいに語ってくれたお前が、もっと大事な人物についてはほとんど語ってくれていない。

　だから今、語ってもらおう。

　もっとも大事な人物──

　どうして王の弟は、王を裏切ったりした？》

「！」恕宇は、日奈を見た。

　……しばしの沈ちん黙もくののち、

　日奈は、言った。

「……分かりません」

《そんなはずがあるまい》笑う。《ここまでしっかり物語を創つくれるお前が、そんな大事な部分を考えていないはずがない。

　……語ってくれ、その部分を》

「……」押し黙る日ひ奈なに、

「な、なんで話さないの？」亜あ緒おがきょとんと尋たずねた。「……そう言えば、確かに……あおも王さまのことは分かったけど、その弟さんのこと、全然分からない。いい人そうなのに、どうして裏切ったりしたの？　ねぇ」由ゆ真まに同意を求めるが、

　由真は押し黙ったまま、日奈を見ている。

　沈ちん黙もくのなか、

　天あま津つ甕みか星ぼしは、言った。

《……お前はそれが……それこそが、オオナムチが私を裏切った理由だと思っているのだろう？》

「……！」目を開く恕じよ宇う。

　そうか、と心につぶやく。王が天津甕星であるなら、王の弟はオオナムチ。天津甕星の話をベースにしている以上、日奈は当然……

《それは私を傷つける……そう思って、お前はそれを話さなかったのだろう？》天津甕星は微笑ほほえんだ。《……だが、構わんよ。……さぁ、語かたり部べの姫、話してくれ。その方が互いのためだ》

「……」口を開かない日奈に。

　天津甕星の、はっきりとした意志が届く。

《……お前は黙っていることが、正しいと、思うのか？　私に対し、……自分に対し、みんなに対し……そして、物語に対して。

　お前は、正しいことをする子だろう？

　ならば自分が、正しいと思うことをしろ。誰にも遠えん慮りよなどせずに──》

　……しばらくして、

　……日奈は、恕宇を見た。

　恕宇はそっと手を伸ばし、日奈の手を握ってやった。

　ようやく、口を開く日奈──

「……王の弟が、……王を裏切ったのは」

《裏切ったのは？》

「……王が立りつ派ぱな人物だったからです」日奈は、その言葉を口にした。「天津甕星さま、……オオナムチがあなたを裏切ったのはきっと……」

《……》

「あなたが神さまだからです」日奈は涙を流して言った。「あなたが万能の、神さまだったから……ただそれだけで、彼はあなたを倒さなければならなかった……そしてそれはこれからも」

　天あま津つ甕みか星ぼしの目を見、涙を浮かべつつ、しかしはっきりと、その言葉を口にする。

「これからも……きっと変わらないでしょう。ただ神であるというだけで、唯ゆい一いつ絶対の、万能の力を持つというだけで、そして確かに存在するというだけで、人はあなたに戦いを挑いどむ。挑み続け、倒しに来る」

　天津甕星は、微笑ほほえんだ。

　多分、予想できた答えだったのだろう。そう、恕じよ宇うは思った。
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　ええ？　と亜あ緒お。

　沈ちん黙もくを続ける、由ゆ真ま。

　日ひ奈なは涙にほおを濡ぬらしつつ、天津甕星を見ていた。人間のものではない、しかし優しい一つ目を見つめ、日奈は言った。

「……あなたがどんなにいい人でも、優しくても、公平でも──ダメなんです。ただ神であるというだけで、そして存在するというだけで、人はあなたを殺さずにはいられない……」

「ひなちゃん、そんな！」と亜緒。

　ただただ微笑む天津甕星を見、その視線をそらさずに、日奈は続ける。

「あなたがただ、大きく、強く、万能だというだけで──神さまだというだけで、人はあなたを裏切り、殺さずにはいられない。あなたが偉い大だいなる親、唯一絶対の存在、創そう造ぞう主しゆであるというただそれだけで、あなたは倒す目標になる。

　それが、成長するということだから。

　人は、万能の神と一緒には暮らせない、

　見上げた空にあなたがいては、本当の空は見られないから──」

《だからナムチは──人間は、私を……》

「ごめんなさい」泣きながら、日奈は言った。「あなたは何も悪くないんです。本当にいいひ──神さまで、……それでもやっぱり、あなたが神だというだけで、きっと、人はあなたを倒さずにはいられない。それはきっと、どうしようもない。あなたがどんなに信頼しても、愛しても、あなたが神だというだけで──」

《私が神だというだけで、人は──》

「ごめんなさい」日奈は再び、言った。「ごめんなさい」日奈は何度も繰り返した。「ごめんなさい、ごめんなさい、でも……」その目から大おお粒つぶの涙をこぼしつつ、日奈はつぶやいた。「……たとえこの世界を滅ほろぼして新しい世界を創つくっても、そこでどれだけ愛情を注そそいでも、人は……ただ神であるというだけで人はきっと、あなたを裏切り、殺しに来る……あなたが万能だからこそ、人はあなたを倒さずにはいられない。あなたがいる限り、……親おや離ばなれしない限り、独り立ちはできないから……」

《……親離れ……》

「……多た神しん教きようの神話には、必ず神殺しの側面があります」日ひ奈なは泣き笑った。「人は神を殺して、その死体で大地を創つくる──あたし、神話が好きだから……だから、きっと、……あなたもそうだと思うから……」

《……神殺し……》

「……そんなのひどいよ！」亜あ緒おが叫んだ。「だって、甕みか星ぼしさまって、こんないい人じゃない！」

《……神だ》

「そう！　なのにただ神さまってだけで……なんなのそれ！」

《……でも》天津甕星は笑った。《……きっと、そうなんだよ》

「……神さま……」

《ショックなことを言われているような気もするが……なぜだろう、分かっていたような気もする》

　遠く、浮かぶ、地球を見る。

《……神殺し、か》つぶやく。《私がいなくても、ここまで来ているお前らだからな。

　……私は必要、……ないのだな……》

「……ごめんなさい」日奈は言った。

《なぜ謝る？　お前は何も悪くない》

　それでも言う。「ごめんなさい」

《……そうだな》神さまは笑った。《……それだけで、かなり救われる気がする。……ああ、だからあの結末なのか》

「……でも！」日奈が叫んだ。「もしかしたら、あたしの思いこみかも知れません！　もしかしたら、……次の世界では誰も裏切らないかも……そして神さまは、きっと……」

《……本当に、そう思うか？》

　……日奈は何も言わなかった。

　その目に再び涙があふれる。

　天あま津つ甕星は、言った。

《……だからお前は、あんな物語にしたのだな。……私を傷つけないよう、わざと語らないで……全すべてが終わったあとも……

　だがそれは間違っている。語かたり部べよ、お前も分かっていたはず。お前は語るべきだったのだ。それがたとえ私を永遠に傷つけることになったとしても……》

「……ごめんなさい」日ひ奈なは言った。「ごめんなさい。ごめんなさい。でもあたし……ごめんなさい……」

《いいんだ》微笑ほほえんで、日奈を抱き締める天あま津つ甕みか星ぼし。

《……お前は……優しいな……》

　少女の涙が玉たまになり、光を反射し星々のように浮かぶなか、

　四人プラス一いつ柱ちゆうプラス一匹？　は、

　しばらくそこに浮かんで、

　地球を眺ながめていた。







　しばらくして、由ゆ真まが口を開く。

「……ずいぶんと、壮大な話になったねぇ」

《そりゃあ、私は神だからな》天津甕星は笑った。《神とは、……壮大なものだ》

「……」

《それより娘》じっ、と由真を見る。《……さぁ、語かたり部べの娘だけでなく、お前にも謝ってもらおうか》

「ふざけてんの？」由真は甕星をにらみ返した。「なんであたしがあんたなんかに」

《だって約束したではないか》

「いつよ！」

《二日目の夜》

「……？」

《言ったろう？》笑う。《滅ほろぼさないって約束するなら謝ると》

「！」と由真。

「！」と恕じよ宇う。

「！」と『ヘンナ生物』。

《仕方なかろう？》ため息をつく天津甕星。《この星を滅ぼしてやり直しても、結局また裏切られるなら、ただ神だというだけで裏切られるというのなら……世界を滅ぼしてもなんの意味もないからな》亜あ緒おを見て言う。《……お前らがいるだけ、まだこの世界の方がましだ》

「それは誉ほめ言葉だ！　……よね？」と亜緒。

「……じゃ、じゃあ……」声を上げる恕宇に、

　うなずいて、みせる。

「──神さま！」亜緒が叫んだ。「きゃーっ！」喜びの声を上げ、抱きついていく。

　叫びつつ、抱きついていく。

「きゃーっ！」

《わ、わぁよさんか。ここは無重力だぞ？》

　ぐるぐると回転する二人に、

「でも……これからは？」日ひ奈なが尋たずねる。

《これからは……そうさな、せっかく私の神社があるんだ、あそこで悠ゆう悠ゆう自じ適てきにいくさ》

「いいねそれ！」亜あ緒おが叫ぶ。「それだったら寂しくないね！　あお、遊びにいくよ！」

《ああ》

「あたしも！」日奈も叫んだ。「……また、今度はもっと面白い話を作ります！　必ず作って、持っていきます！」

《ああ、頼む》天あま津つ甕みか星ぼしは微笑ほほえんだ。

　少し悲しい、笑顔だった。

　ちなみに由ゆ真まが「ごめんなさい」と言ったかどうか……それは神のみぞ知ることである。
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　それは、

　世界が救われたのを喜び合い、四人プラス一いつ柱ちゆうプラス一匹？　が地球に帰き還かんする道すがら起こった。

　突然、恕じよ宇うが叫び出したのである。

「うわああぁぁぁぁぁ？」

「どうしたの？」尋ねる日奈。

「目が、目が──目が痛い！」

「メガ痛い？　メガ痛いだって！　どうしよう！」心配そうに、天津甕星を見る亜緒。

　天津甕星は、うなずいた。

《なに、大丈夫だ》

「……え？　でも」

《……ようやく、そのときが来たのだ。……多分、今回のことが何か心理的な引き金となったのだろう》

「そのとき？」と由真が尋ねる。「そのときって？」

《脳が……大人おとなになるときだ》

「脳が……」心配そうに、恕宇を見る日奈。「……恕宇、大丈夫？」

「まぶし……まぶしい……なんだよこれ！」

　すさまじい光が入ってくるのを必死に押さえつつ、恕宇は薄うす目めに日奈を見た。




（……うわ……）

（……きれい、だ……）




　すぐに目を閉じ、叫ぶ。「……畜ちく生しよう、なんだよ、なんなんだよこれ！　へんだ！」また目を開けて、周囲を見る。宇宙を、地球を、星を、そして亜あ緒おや由ゆ真またちを見て、言う。「な、なんなんだ？　どうしてみんな、こんなに……明るいんだ？　明るくぎらぎらしてるんだ？」

「……ぎらぎら？」と由真。

　亜緒は再び、天あま津つ甕みか星ぼしを見た。

　天津甕星は微笑ほほえんで、言った。

《……我が巫み女こよ。それはな、『色』というのだ》

「……色？」繰り返す恕じよ宇う。「……色って、あの色？」

《そうだ、色だ》天津甕星は繰り返した。《……巫女よ。今日からお前の世界には、黒と白、灰はい色いろ以外の色が加わる》

「な……どういうことだよ？」……色？

「……まさか」由真が言う。「小鳥遊たかなしさん、今までモノクロでしか見えなかったの？」

「なんだよそれ？　どういう意味だ！」

《落ち着くがいい、巫女よ》優しく恕宇に語りかける、天津甕星の声。《お前の脳が、……ようやく大人おとなになったのだ。……あるがままの世界を見られる、大人の脳に》

「……え……？」

《見けん鬼きの力は子供の力……見たいものを見たいように、主しゆ観かんで見る子供の視点……》

「……子供、の……？」

《……そう。今までお前は子供だった。だがもう、そうではなくなる。お前の脳は、ようやく大人になる決心をしたのだ》天津甕星の声が、響ひびく。《これから徐々に、お前の見鬼の力は消えていくだろう》

「──！」

　だがな、と優しく続ける天津甕星。

《その代わり、もっといろいろなものがお前には見えてくるだろう。色はまだ、手始めにすぎない。

　……お前はきっと、驚くぞ？

　世界に……実に様々な『色』があることに……》

「……色……」

　恕宇はそっと、薄うす目めを開けた。

　傍かたわらに、心配そうにしている日ひ奈なを見る。

　白い、だが白いだけではない日奈に、思わずつぶやく。

「……きれ……いだ……」

「……やぁだぁ、何よぉ」ぽっ、と、

　少しずつ、少しずつ赤くなっていく日ひ奈なの顔。

　ああ、と恕じよ宇うは思った。

　赤って、……本当はこんな色だったんだ。

　こんな明るい、激しい色をしてたんだ。

　きれいだ、と、思う。

　そうかぁ、と亜あ緒おがつぶやいた。

「……どうりで、何を食べてもおいしそうな顔しないわけだね。黒いものばっか食べてたんじゃ、ねぇ……」

　……そう、なのか？

　日奈が、そっと恕宇の手を取る。

　そして尋たずねる。

「……怖い？」

「……え？」

「……大丈夫だよ」笑う。「あたしが……みんなが、ついているからね」

　……そうか、と思う。

　いつの間にか、あたしは──

　……急激な眠ねむ気けに包まれて、

（しばらくは眠気が続くぞ、と天あま津つ甕みか星ぼしが言った。脳の変化が収まるまでは──）

　心地いい眠気にたゆたいながら、恕宇は日奈を見ていた。ありがとう、と言ってみたが、ちゃんと口から出て行ったのか、分からない。でももう一度、ありがとう、とつぶやいてみる。

　日奈を見る。

　世界を──いいや、恕宇を助けてくれた人。……そう、気がつくと、喜んでいる自分がいる。日奈が勝ったことに。日奈が──みんなが助かったことに。……いつ死んでもいい、と思っていたこの世界で、みんなと一緒にこれからも生きていけるということに──

　ありがとう、……日奈……

　日奈が、微笑ほほえんだ気がした。

　そして恕宇は、そのとき初めて気がついた。……いいや、本当はずっと知っていたのだ。でも認めたくなくて、わざと思いこんでいたんだ……

　こんなやつ、大だいっ嫌きらいだって。

　……本当は、

　初めて会ったときから、……こんなに、

　好きだったんだ。冬ふゆ月つき日奈が。




　こうして、

　恕じよ宇うは初めて、『色』というものを知ったのだった。
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　最後に、

　──枝し葉よう末まつ節せつを取り払おう（と言ってもどうして枝葉の区別をつけるのか、と聞かれると困ったりもするのだけれど）。

　それからもいろいろあったのだけれども（天あま津つ甕みか星ぼしの居場所とか、その他諸もろ々もろ）なんとか丸く収まって、数日後の夜、

　恕宇は、ようやく無む玄げんと話ができた。

　無玄の部屋に正座して、恕宇は、言った。

「無玄」

「……なんです？　あらたまって」無玄は鼻をほじった。「あなたにあらたまれると、なんか空そら恐おそろしくなりますねぇ」

「真ま面じ目めに聞いてくれ、無玄」恕宇は言った。「……あたしの見けん鬼きの力は、……少しずつ、少しずつだけど……弱くなっている。

　……多分、遅くとも中学までには、消える」

　……無玄は、あらたまって恕宇を見た。

　そして、言った。

「……色が、見えるように？」

「ああ」

「……いつから？」

「……三、四日前からだ」

　そうですか……と無玄は言った。

　恕宇は正座をし直し、居い住ずまいをただし、口を開いた。

「無玄、……あたしは……」

「はい」

「このまま、見鬼の力が消えるなら、このまま……」しばしためらう。

　尋たずねる無玄。

「……このまま？　なんです？　恕宇」

　意を決し、

　恕宇は、その言葉を口にした。

「……このまま、消えるままにまかせたいんだ！」

「分かりました」無む玄げんは答えた。

　沈ちん黙もく。

　しばらくして、

　恕じよ宇うは言った。

「……それだけ？」

　え？　と無玄はきょとんとした。

[image: ]

「それだけ……とは？　えと……他に何か……」

「他に何かって……聞いていたのか？　あたしの見けん鬼きの力が、消えるって言ったんだぞ！　そしてあたしは、それでいいって言ってるんだぞ？」

「聞いてましたよもう」無玄は鼻をぼりぼり搔かいた。「……ちゃんと聞いているじゃないですか。そんで、分かったって言ったじゃないですか。何を興こう奮ふんしているんです？」

　恕宇は叫んだ。

「あたしは見鬼じゃなくなるんだぞ！」

　無玄も叫び返した。

「分かってますって！」ああ、と手を打つ。「ひょっとして、引き止めて欲しいのですか？　そんなのダメだ！　と言って欲しいとか？」

「そうじゃない！　けど！」叫ぶ。「いいのか？　あたしは見鬼じゃなくなるんだぞ！　それがどういうことなのか──」

「……いったいどういうことなのです？」

　──恕じよ宇うは、押し黙った。

　無む玄げんは微笑ほほえんだ。

「別にあなた自身が消えるわけでも、人間をやめるというわけでもないんでしょう？　だったら別にかまいませんよもう。大げさな」

「でも……あたしはもう……」普通の人間に、

　価値のない、ただの人間に……

　無玄は笑った。

「……何なに考えているのか、だいたい想像はつきますがね……見鬼であろうがなかろうが、あなたはあなたですよ、……恕宇。

　新あら鷹たか神社の看板巫み女こさんであり、私の大事な息子です」

「……娘だ」

「分かっているじゃないですか。ならそれだけで充分です。恕宇」無玄は微笑ほほえんだ。「見ケン鬼キじゃなくたっていい、元ゲン気キならいい、なんちゃって」

　恕宇は笑わなかったので、無玄はえほん、と咳せきをした。

　ああそうだ、とひざを打つ。

「ちょっと待っていてくださいね。……ええと、ああ、これこれ」押入れから取り出したのは──

「……メガネ？」首をかしげる。「あたしは別に、目は悪くなっては……」

「かけてごらんなさい。度どは入っていませんから」

　言われるままにメガネをかけて、

「……あ」恕宇は驚いた。

　まぶしくない。

　光が、……今までまぶしくて仕方なかった光が、メガネに抑えられている。

「……これ……は……」

「いつか、この日が来ると思いましてね……特とく注ちゆうで作らせておいたのです。ほら」

　箱を引っ繰り返すと、

　バラバラと落ちてくるたくさんの、様々なサイズのメガネ。

「いつか……とは思っていましたが、まさか十歳さいまでかかるとは、さすがに予想外でした」

「……あ……」用、意……？

「まぁ、スペアだと思えばね。これを使って、新たな世界にゆっくりと慣れて……あれ？　これ、恕宇？」

　もう恕宇は何も言わずに、部屋から飛び出した。

　飛び出してすぐ、

　みゆきのおなかにぶつかる。

　驚くみゆき。

「恕じよ宇うさま？　どうしたんです？」

　だが恕宇は何も言わずに、みゆきのおなかに顔を押しつけていた。

　──泣いている顔を、見られたくなかったから。

　ぐりぐりと顔を押しつけつつ、思う。

　……あたしはこれまで、どれほどのものに気づかずにいたんだろう。あたしの見けん鬼きの瞳は、どれほどのものを見み逃のがしていたんだろう──

　恕宇はしばらく、そのままでいた。

　そしてみゆきもずっと、それに付き合っていてくれたのだった。
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　しつこいようだが後ご日じつ談だん。




　さらに数日後、神さまを交えて、つまり四人プラス一いつ柱ちゆうプラス一匹？　のパジャマパーティーのとき、恕宇はこの事件についてあらためてみなに謝しや罪ざいした。

　誰も怒っていなかった。

　そしてとくに亜あ緒おの言葉が、恕宇には印象的だった。

「いいってばもう」と、亜緒は言った。「……それに、たかちゃんがいなかったらあおも由ゆ真まも、ひなちゃんや神さまとお友だちになれなかったしね」

　すまない……と言いかけて、

　あれ？　と思う。

「新にい見みはあたしより先に、日ひ奈なと友だちだったんじゃないのか？」

　何なに言ってんの？　と首をかしげる。

「たかちゃんが先だよ。だってあお、たかちゃんがひなちゃんをいじめそうだったから、いじめるといけない、と思って、ひなちゃんに声かけたんだから」得意そうにへそを張る。「みんながお友だちになれば、いじめられないでしょ？」

　でもあのとき……と言いかけて、

「……ふ……ふふふ……あはははははは……」笑い出す恕宇。

「た、たかちゃんどうしたの？」

「……い、……いや……そうか……はは」

　あはははは、と涙を浮かべて笑いつつ、思う。

　そうか……亜あ緒おがあのとき──恕じよ宇うの前に立ちふさがったときに、言っていたのは、あれは──




　……あれはあたしのことだったのか！




「た、たかちゃん大丈夫？」

　笑いの止まらない恕宇に、心配そうに声をかける亜緒。日ひ奈なは不ふ思し議ぎそうにしていて、天あま津つ甕みか星ぼしは対照的に微笑ほほえんで恕宇を見ていて、そして由ゆ真まは興味なさそうに、『ヘンナ生物』の頭を撫なでていて──四よん者しや四よん様ようの反応を眺ながめ、笑いに息を切らせつつ、思う。




　……本当に、世のなかは、気づいてみると、

　──面白い、もんだなぁ。




　そして恕宇は、かつてないほど笑いに笑いに笑い続けた。恕宇の笑いに、亜緒も、日奈も、神はもちろん由真さえも、引きずられて笑い始めた。こうして四人プラス一いつ柱ちゆうプラス一匹？は──そう『ヘンナ生物』さえも「ゆあーん」と。

　一緒に笑い続けたのだった。







[image: エピローグ／冬『ストレイキャット』]







　──『奥おくの院いん』の、扉を開く。

　吐く息の白さを目にとめつつ、ここに入るのはいつぐらいぶりだろう、そう小鳥遊たかなし恕じよ宇うは思った。

　一時期は、入り浸びたっていたものだが……

　かって知ったる洞どう穴けつを、

　ずんずんずんと、歩いていく。

　やがて──

「……あった」恕宇はつぶやいた。

　開いた宝箱のなかに、鎮ちん座ざまします白い宝ほう玉ぎよく。それは、まぁ確かに無理して見れば、猫の顔に見えないこともない。

　その名を呼ぶ恕宇。

「……《ストレイキャット》……」

　その言葉に反応するかのように、

　恕宇が近づくにつれ、

　光を発する白い宝玉。

　近づくにつれ、少しずつ、浮き上がる──

　だいたい約二メートルほどのところで、宝玉の周囲の空間が歪ゆがみ始めた。

　おぼろげなホログラムのような、薄い像を結び出す。

　空中に映った立体映えい像ぞうが、叫ぶ。

《……我が眠りを妨さまたげるのは、何者だ？》

「私だよ……天あま津つ甕みか星ぼし」恕宇は微笑ほほえんだ。「……久しいな……何年ぶりだ？」

《さぁな。ここには時間の概がい念ねんはない》空中に映し出される、奇き妙みようなヒトデのような顔。

《なんの用だ？　我が巫み女こよ。なぜ我が眠りを妨げる？》

「お前の力が、必要になってな」恕宇は笑った。「いいや、お前の力じゃない。私の力だ。……天津甕星、今の私なら分かるよ。……お前は神さまなんかじゃない」

《ほう》笑う天津甕星。《では、私は何者だ？》

　恕宇は答えた。

「お前は何者でもない。……お前は私だ。私の力が、私の無意識とともに具現化したものだ」

　あのころ──

　全すべてを破は壊かいしたいと、自分を含めた全てのものを、助けようと手を伸ばしてきた者すら壊したい、と願っていた、あのころの私の──

「それが《知恵の実》なのかどうかは分からない」恕宇は天津甕星の像の中心に浮かぶ、白く発光する宝玉を見た。「だがその石は、使用者の力を増ぞう幅ふくしその無意識を空間に投とう影えいする力を持っている」

《なぜ分かる？》

「なぜならお前は私であり、今の私は自分をしっかり制せい御ぎよできる──」にやり、と笑う。「──成長した、大人おとなだからさ」

　お前は、私──

　子供のころの、見けん鬼きであることだけが自らのアイデンティティだった私の裏の人格。自らを神に、新あら鷹たか神社の祭る神にたとえた影の人格……。恕じよ宇うはふと、日ひ奈なはそれに気づいていただろうか、と思った。あのとき、日奈が物語を語り一所懸命慰い撫ぶしてくれていたのは、神ではなく、他ならぬこの恕宇だったことを、日奈は気づいていたのだろうか？

　命を賭として、神と戦い──恕宇を助けてくれた日奈。

　日奈のお陰で、私は──

《そうだな》くっくっ、と天あま津つ甕みか星ぼしは微笑ほほえんだ。《私は天津甕星であり、そして私はお前だ。あのとき、お前が自ら封ふう印いんし、手放した見鬼の力だ。そして見ろ、今の私を。こんなに弱い今の私に、いったい何ができるというんだ？

　もはや私──お前には、見鬼の力はほとんどない。

　……だいたい私は、──見鬼の力は、子供のための力だ。今の、大人となったお前に使いこなせるものか。百ひやく害がいあって一いち利りなし、自らの身の破は滅めつを呼ぶだけだ。バカなことは考えないで──》

「……怖いのか？」

　──沈ちん黙もく。

　恕宇は、笑った。

　そして、言った。

「……なぁ、天津甕星」

《……》

「あのころは、楽しかったなぁ。……お前と私、亜あ緒おに由ゆ真き、そして日奈……四人プラス一いつ柱ちゆうプラス一匹？　で、いつも遊んでいたものだ。いろいろ冒険したりした……あのころが、一番楽しかった気がするよ」

《……ああ》

「あのころにはもう、戻れないけど……でも『今』は、まだ守れる。今このときのこの瞬間は、今の私たちの手で、守れる……守りたいんだ、私は」

《……》

「敵は……予よ知ち能力を持つ」恕宇は言った。「あの恐るべき《ボックスＰ》に対抗するには、主しゆ観かんでものを見る見鬼の力が必要……

　……お前の力が必要なんだ、天津甕星」

《……》答えない投とう影えいに、

　はあ、と白い息を手に吹きかけ、

　言う。

「……なぁ、天あま津つ甕みか星ぼし」

《……》

「……私はずっと、迷っていたよ。日ひ奈なを……生き返らせていいものか。そのままにしておくべきなのか。それとも再び……

　ずっと、迷っていた。

　でも、もう、迷いはない。だから」

　寒さなのか、白い息を再び手に吹きかけて、

　その手を伸ばす。

「……さぁ、一緒に行こう、天津甕星」

　天津甕星は、言った。

《……もう、迷いはないんだな？》

「ああ」微笑ほほえんで、

　共に言う……




『あたしは日奈を、助けたい』




　伸ばした腕の、広げたその、手のなかに、

　落ちてくる、白い石──

　ふふ、と恕じよ宇うは微笑んだ。

　──ようやく、戻ってきたな。

　私の中の、迷い猫ストレイキヤツト──

　──もう、迷子まいごにはなるなよな。




《ストレイキャット》をその手に収め、

　恕宇は外──光に向かって歩き出した。







　小鳥遊たかなし恕宇、

　齢よわい十七歳さいの冬、だった。











──《ストレイキャット　終》









あとがき／ルシフェルグランス







　ささめ雪の舞い散るなか。

「ここで……待っていてもらえますか」恕じよ宇うの言葉に、

「いい……けど」真ま嶋じま綾あやは、

　じっと、恕宇を見つめた。

　恕宇は微笑ほほえんだ。

「大丈夫。危険はありません」雪のなか、背後に黒い、闇やみをはらんだ洞どう穴けつを見る。「……かつて置いてきたものを、取りに、戻る──それだけです」

「……なんのために？」

「……敵と戦い、勝ち抜くために」

　そう、敵。

　超ちよう常じようの力を持つ《知恵の実》。人の心の間かん隙げきをつく、『夕日を連れた男』。そして──

「……敵……」つぶやく綾あや。

　……恐らく考えているのだろう、褐かつ色しよくの肌はだをした彼女のことを。いんの片足を切り落とし、敵に回ったかつての友人のことを。そしてその背後にいる──

　……押し黙った綾に、

「……大丈夫です」恕宇は再び、言った。「いつかきっと、笑って会える日が来ます。……その日のためにも、この戦いを勝ち抜かないと」

「……そう……だね」

　微笑むと、

　恕宇──小鳥遊ことりのあそぶ恕宇やさしいところという世にも優しい名を持つ少女は、闇に──洞くつに向かって歩き出した。

　再び、

《ストレイキャット》と会うために──







《ストレイキャット》とは何か──みなさんはもう、御ご存ぞん知じでしょう。え？　まだ？　ならばまず、『リターン』本編をお楽しみください。なおその際は、前巻『ミーツガール』も併せてよろしく。

　……というわけで、ちょっと昔とほんの未来の番ばん外がい編。




　悪あく魔まのミカタ・《ストレイキャット》




　楽しんでいただけたでしょうか。

　正直、

　僕は執しつ筆ぴつ中、とても楽しかったのです。過か去こ最大に苦労しましたが、だからこそ、というか、けっこう楽しかったのです。だからこの《ストレイキャット》、いつか続きを書きたいなぁ、とか思います。このあとだって、いろいろな事件があるのです。いろいろな事件があるなかで、恕じよ宇うは、徐々に徐々にと角が取れ、皆さんの知っている恕宇になっていきます。亜あ緒おは神さまに恋をして、由ゆ真まはやれやれと首を振ります。『ヘンナ生物』は相も変わらず中なか原はら中ちゆう也やの詩を愛あい唱しようし、日ひ奈なは、父親に仕事をやめさせるためイハナと共に日ひ炉ろ理り坂ざか革命に乗り出して、そして。




　──運命の人に出会います。

　ちまたの評判とはうらはらの、ちょっとおどけたでも影のある少年に──




　……と、いうことで悪魔のミカタ番ばん外がい編。

《ストレイキャット》

『ミーツガール』＆『リターン』

　楽しんでいただけたなら、幸いです。




　ところで、私事ですが。

　実は今こん作さく執筆と前後して、第九回電でん撃げきゲーム大賞受賞者の発表がありました。そしてこのあとがきを書くちょっとまえ、授賞式も行われました。……そう、僕が第八回電撃ゲーム大賞銀賞を受賞してから、一年が経たったのです。つまり、今作を最後に僕は新人ではなくなるのです。ただ一年経っただけなのに、ただ第九回の受賞者たちが現れたというだけなのに、なぜ？　とも思いますが、……ああ、もう僕が新人、というのは通らないのだろうなぁ。

　考えてみれば、

　新人、という言葉は、実に便利な免めん罪ざい符ふです。何しろ新人、何も知らないのが当たり前、なのですから、怖いものなどありません。ブレーキを踏まずに坂を下っていく子供の自転車のように、平然とむちゃをやれます。何か失敗してしまっても、俺は新人だ！　だからいきなり短編を書くぞ！　それが失敗して中編になっても知ったことか新人はいわば失敗するのが仕事なんだぞわははははは！　と開き直ることができます。わーお。いやもちろんこれは勝手な言い草で、僕が勝手にそう思い込んでいるだけでそもそも読者には僕が新人だろうがベテランだろうが関係ないのですけれど……

　……ここは、

　僕自身がそう思えることが重要なのです。

　転ぶことを恐れていては、いつまでも自転車には乗れない！

　転ぶことを恐れず進めてこそ、自転車に乗れるようになるのだ！

　そして僕が『怖がらない』ためのお守り、それが『新人』という言葉でした。そして実際、小説を書くうえでそのお守りにかなり助けられたような気がします。……もちろん、それは結局、甘えです。ですがそれこそ、新人の特とつ権けんだとも思うのです。




　──思いこんだほうが勝ち！




　というわけで、いずれどこかで新人になるみなさんも、それを十分活用してください。

（……ああでもこれからはもう、『新人』は使えないのだなぁ）

（よしこれからは『駆け出し』を使おう！）

（……だめですか。そうですか……）




　と、いうわけで一年。

　あっというまの一年でした。様々な人に助けられての一年でした。絵え師しの藤ふじ田たさん、いつもすいません（今回なんかとくにすいません）。編集さん、本当に本当にすいません（ちなみに僕の編集さんは何やら恐ろしいことで有名な人なのですが僕自身はまだその恐ろしい目に遭あってはおらず逆に迷めい惑わくかけているようで、そんな恐ろしい人に迷惑かけている僕はいずれきたるべきときにどれほど恐ろしい目に遭わされるのだろうかと思うとそら恐ろしくてそりゃあもう）。僕の本の制作に携わってくださっている方々、本当に、ありがとうございます。本というのは一人では作れないのだということを実感した一年でした。

　本当に、ありがとうございます。そして。

　この本を読んでくださっている方。




　どうもありがとうございます。




　手紙も幾いく通つう、いただきました。しっかり読ませてもらっています。何回も。忙しいとき、というか忙しいからこそ、そうしたものが薬となります。あらためて、物語に対する責任というものを実感します。

　僕を育ててくれるみなさん、

　この一年、本当にありがとうございました。

（そうそう薬といえば某ぼう病院のみなさん、──あれから一年、忙しいながらもうえおは元気にやっております。その節は、本当にどうもありがとうございました）

　そしてできれば、

　これからも、よろしくお願いいたします。







　と、いうわけで、あとがきでした。







　以上、

　──仮にも作家でありながら、感謝の言葉を『ありがとう』しか知らないってのはどうだろうなぁ──の、

　うえお久ひさ光みつ、でした。
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うえお久ひさ光みつ

（承前）その伝で、僕は『新人』という言葉にいろいろ助けられた。だが一年──もう僕は新人ではない。駆け出しには変わりなくても、もう新人は名乗れない。ああどうしよう。まぁやることは変わらないけど。うえお久光。新人。……これはその新人の、新人時代最後の語。
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イラスト／藤ふじ田た 香かおり

この巻が出る頃…また一つ年をとりブルーな気分の中、寒さで着膨れしまくった私を想像しつつこのコメント書いております。実はいつも困るのがこのコメントだったりして～。
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